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　　　序幕　暗夜の『魔族エマ＝デモナス』







　街道を外れた暗い森の中を、風のように疾しつ駆くする影があった。

　大きな、ひとかたまりの黒い闇やみが、[image: こずえ]こずえのあいだを縫ぬうように走り抜けていく。ひしめくように立ち並ぶ樹木の壁も、その闇の行く手を防ぐことはできない。ただそれが近づいただけで、物言わぬ木々が懼おそれるように左右に避けてゆくのだ。

　どういう魔法を使っているのだろう、と、その闇の上で揺られるキキモラは、お師さまの腰にぎゅっとしがみつきながら訝いぶかしんだ。

『魂繰りマインドハツク』ではない。植物に心がないということは、長年の研究の結果明らかだからだ。では『純正魔法』かと思いきや、それも違う。お師さまはさっきから『馳せる死影キヤンタリングシヤドウ』の手綱を繰るばかりで、魔法を扱う手段はなにひとつ使っていない。

　一体どういうことなのだろう──と考えていたのは束つかの間まで、すぐにキキモラは追求を諦あきらめて、腰に回す手に力を込めた。

　偉大なお師さまの技術をすべて把握しようとするだなんて、僭せん越えつなことだ。それよりも、キキモラにはもっと大事なことがあった。それも、二つ。

　もうすぐ、敬愛するお師さまと別れなくてはならないということと──

　もうすぐ、自分の人生を左右する、重大な使命に直面するということ。

　と、『馳せる死影キヤンタリングシヤドウ』の足が止まった。

「おれがついてやれるのは、ここまでだ」

　低い声が、キキモラのすぐ前から発せられた。

　キキモラは顔をあげた。そこでようやく、お師さまの黒い外がい套とうが、自分の桃色の髪かみにかかっていることに気づいた。慌あわててそれをのけて、キキモラは『馳せる死影』から降りる。

　暗い森の終わる場所に、キキモラは立っていた。

　小高い丘のようになったその場所からは、夜の平原が見渡せる。

　夜空には、薄い雲の膜まく。せっかくの満月がおぼろに霞かすんでいる。ぼんやりとした月明かりの下で、平原は黒い海のように静まり返っている。

　その中で、街道を往ゆくかがり火の行列が、まばゆいほど鮮烈に連なっていた。

　行列の向かう先。黒い海の中にぽっかりと照らし出された白い城壁──王都クィンストラウスの姿を、キキモラはじっと見つめる。

「キキモラ」

　お師さまの声に、キキモラは振り返る。

　黒いフードの奥底から、自分と同じ金色の瞳ひとみが自分のことを見み据すえている。限りない厳しさと、その裡うちに宿るひそかな優やさしさを湛たたえて。

　不意に、キキモラは涙ぐみそうになった。

　自分が使命を果たすそのときまで、この瞳に見つめられることがなくなると、それを思い出したからだった。

「おまえは、おれのもっとも優ゆう秀しゆうな弟子だ。にもかかわらず、おまえはまだ半人前のままだ。なぜだかわかるか」

　キキモラはふるふると首を振った。やわらかな桃色の髪が、それにつられて揺れる。

「なぜなら、おまえは何事にも、真面目で、一途だからだ。それがおまえの優秀さの一因にもなっているのだろうが、同時にどうしようもない欠点でもある。──おまえは、おまえの気性は、あまりにも『魔族エマ＝デモナス』らしくないのだ」

　尊敬するお師さまからの厳しい一言に、キキモラは衝しよう撃げきを受けた。

　赤くて大きな唇くちびるをぎゅっと噛かみしめ、潤うるむ瞳を見られまいとうつむく。

　お師さまが首を振ったのが、気配でわかった。

「泣くな。そういうところが、──いや、いい」

　それから、ごそごそとなにかをまさぐる音。

「本来ならば、もう少し手元に置いて『魔族』の心得を教え込んでやりたいところだが、評ひよう議ぎ会かいの決定には逆らえぬ。それに、『魔族エマ＝デモナス』らしさなど教えられるものでもないだろう。それは、おまえが自得せねばならぬものだ」

　顔をあげようとしたところで、キキモラの桃色の髪かみに、ぽん、となにかが載のせられた。

　手を伸ばして、それを取る。

　手のひらより少し大きいくらいの、本だった。臙えん脂じ色いろの装丁に金色の文字が施ほどこされ、中央には笑うドクロの浮うき彫ぼりが為なされている。タイトルにはこう書かれていた。

『立派な魔族になるために』。

「おれが書いた」

　キキモラは驚おどろいて、お師さまを見上げた。

「『魔族』らしさなど教えられるものではないが、おれはおまえの師だ。教えられないとしても、教えなくてはならぬ。なにか迷うことがあれば、それを紐ひも解とくがよい。愚ぐにもつかぬ書き物だが、なにかの役には立つだろう──」

「そんなこと、ありません！」

　キキモラは大声を出して、お師さまに反はん駁ばくした。

「愚にもつかないだなんて、そんなこと！　この本はわたしの宝物にします！　こんなダメなわたしのために、お師さまが書いてくださったなんて、わたし、あの、わたし──！」

　感動は言葉にならず、キキモラは胸元に本をぎゅっと抱きしめた。

　金の瞳ひとみから涙がぽろぽろとこぼれ落ちていく。お師さまはそんなキキモラのことを呆あきれたように見つめていた。こういうところが、自分の『魔族』らしくないところなのだろう、とわかってはいたが、それでも涙は止まらなかった。

「ページを開け。三十五ページ四行目」

　お師さまの厳しい声が飛んだ。キキモラは慌あわてて言われたとおりにする。

　そこには、こう書いてあった。




「『魔族』たるもの、決して人に弱味を見せてはならぬ。相手が自分の大恩人であっても、傲ごう慢まんに尊大に狡こう猾かつに振る舞うべし」




　キキモラはそれを見て、お師さまを見て、またそれを見た。

　しばし、じっくりと考えてから──キキモラは、ぱっとお師さまを見上げた。薄い胸をそりかえらせ、むりくりな笑みを口元に浮かべて、腕を組む。

「ふ、ふん！　こんなものを用意するなんて、お、お師さまは心配性だね！　そんなことをせずとも、わたしの力をもってすれば、あんな王国は、ひ、ひとひねりさ！」

「………………」

　お師さまの沈ちん黙もくに、急速に不安がこみ上げてくる。今のは間違いだったのだろうか、自分は大恩あるお師さまにとんでもない無礼を働いてしまったのではないか──そんな気持ちが、じわじわと胸の中に広がっていき、

「まあ、いいだろう」

　ほっと、キキモラは安あん堵どの吐息をついた。

　そんなキキモラを見下ろしていたお師さまは、『馳せる死影キヤンタリングシヤドウ』の手綱を引いた。『馳せる死影』は漆しつ黒こくの馬体をぐるりと回転させ、元来た道へと向き直る。別れのときが近づいている。そのことに、キキモラは『魔族エマ＝デモナス』らしくもなく寂しさを覚える。

　それを知ってか知らずか、お師さまは尋ねてきた。

「おまえのことだから忘れてはいないだろうが、もう一度確認しろ。おまえの使命はなんだ」

「え？　あ、はい！　あの、わたしの使命は──」

「三十五ページ」

「──、わ、わたしの使命は、クィンストラウスの『聖夏祭サンフエスタ』を邪じや魔ましてやることさ！　い、一年に一度の聖なる祭りをめちゃくちゃにされたときの、や、奴やつらのほえ面づらが、今から楽しみだ！」

「……うむ。その意気だ」

　キキモラの顔が、ふにゃ、と笑み崩くずれた。大好きなお師さまに褒ほめられたことが嬉うれしくて仕方がなかった。その笑みにお師さまは苦い顔をしたのだが、フードの奥にある表情までを読み取ることは、キキモラにはできなかった。

「ならば、キキモラ・マインドハッカー、我が一族の名を冠するものよ。次にパンデモニアスで会うときに、おまえが立派な『魔族』になっていることを願っているぞ」

『馳せる死影』が竿さお立だちになり、つんざくような鳴き声が発せられる。木々で眠っていた鳥たちがその声を聞いただけでばたばたと落ちていったが、キキモラの目にはそんなものは映らない。彼女の金色の瞳ひとみに燃えるのは、立派な『魔族』になるのだという使命感、ただそれだけだった。

「忘れるな、キキモラよ！　自身が栄えい誉よある『マインドハッカー』のひとりであるということを！　おまえの力をもってすれば、人間の王国ごとき、掌しよう中ちゆうで踊らせられるのだぞ！」

『馳せる死影』は走り出す。来たときと同じように、木々のあいだを黒い風のように。遠ざかっていく黒い影に、キキモラは叫び返した。

「はい！　見ていてください、お師さま！　わたし、頑がん張ばって『聖夏祭』を邪魔して──」

　そこでキキモラは、大きく息を吸い込み、朗ろう々ろうと宣言した。




「クィンストラウス王国を、りっぱに滅ほろぼしてみせます！」













　　　第一幕　キキモラ・マインドハッカー







『聖夏祭サンフエスタ』の始まりまで、一刻を切った。

　表通りの左右には、夜店が建ち並んでいる。もう夜も深いというのに、人の数は減るどころかますます増えたように思う。数人の子供たちが、はしゃいだ声をあげながらアッシュ・ウィリアックの前を通り過ぎていった。

『竜戮騎士テイフオニロス』見習いであるアッシュとて十六歳、祭りに浮き立つ心は抑えようがなかったし──

　それは、王女であるイリステラ・クィンストラウスも、同じのようだった。

「アッシュ、アッシュ。あれは一体なんですか！」

「飛び風船ですね。棒の先を地面に刺してから栓せんを抜くと、ちょっとしてからすごい勢いで飛び上がっていくんです」

「すごい！　どんな魔法を使っているのですか!?」

「さ、さあ、原理はぼくもよく知りません。魔法ではないと思いますけど……」

　そう説明していると、イリステラの目がまたおもしろそうなものを見つけた。

　空色の瞳ひとみをいっぱいに見開いて、その内側はきらきらと輝かがやきで彩いろどられている。その輝きは、宮廷用のドレスを身に纏まとい、白はつ金きんに喩たとえられる美しい髪かみをなびかせて、楚そ々そとして振る舞う普段のイリステラとは、また違った魅力があった。いつものイリステラが高たか嶺ねの花だとしたら、今日の彼女は気まぐれに咲くひまわりのような明るさがあった。

　と、横から脇わき腹ばらを突かれた。

「ちょっと。なに見とれてんのよ」

　刺すような声でそう囁ささやいたのは、イリステラの側そば居い役やくである上級メイド、サージッド＝《エルド》＝ティリエルだった。

「自分の仕事、忘れたの？　楽しむのはイリステラさまだけでいいの」

　そうだった、とアッシュは思い出す。自分はイリステラの護ご衛えい──それも、ただの護衛ではなく、一国の武と勇を司つかさどると謳うたわれる『竜戮騎士テイフオニロス』、少なくともその見習いなのだ。観光案内人ではない。

　しかし。

「構いませんわ、ティリエル。今日だけは、そんなことは忘れてしまいましょうよ」

　肝心のイリステラにそう言われて、ティリエルはちょっと怯ひるんだ。

「ほら、一緒に行きましょう？　わたくしはあの袋菓子を味わってみたいのです」

　ティリエルの手を引いて、イリステラは人波をかき分けるように進んでいく。アッシュは足早に二人のあとを追った。

　夜店にたどり着くと、イリステラは人差し指をぴんと立て、

「おじさま、ひとつくださいな！」

「はいよ、毎度あり！」

　店主は袋の口を広げ、その中にぱんぱんになるほど揚あげ菓子を流し込んだ。その上にたっぷりと砂糖をまぶすと、甘い匂においが夜店の外にまで漂ってくる。

　イリステラは目を閉じて、うっとりとその香りを楽しんでいる。

「とっても良い匂い──おじさま、このお菓子はなんというのですか？」

「なんだいお嬢じようちゃん、この辺の人じゃないのかい？　こいつは『ポップクロップ』っていってな、クィンストラウス王国の名物菓子と名高いんだぜ！」

「まあ、そうなのですか？　初めて耳にする名前です」

「そいつぁいかんな、王こ都こでこいつを知らないなんて言ったら、田舎いなか者ものって馬ば鹿かにされても文句は言えねえ！　たっぷりサービスするから、お友達にも食べさせてやんな！」

　そう言って、ただでさえ山盛りの袋に、溢あふれんばかりに揚げ菓子を詰め込んでくれた。

　イリステラは輝かしいばかりの笑みを浮かべ、

「ありがとうございます、おじさま！　感謝いたします」

　スカートの裾すそを軽くつまみ、恭うやうやしく礼をしてから、イリステラはこちらに向き直る。

「ほら、よかったですね、アッシュにティリエル。おじさまにたくさん『さーびす』してもらいましたよ。あなたたちの分もあります！」

　アッシュとティリエルは、息を抜くようにして笑い、

「はい。ありがたくいただきます」

「ぼくも頂ちよう戴だいしてよろしいですか？」

「もちろん！　たっぷりありますから、喧けん嘩かせずに分けてくださいね」

　両手で持って差し出された袋から、アッシュとティリエルはそれぞれ揚あげ菓子をつまんで口に入れた。ざくざくと、小気味のいい音が口中に響ひびいた。

　香ばしく、甘い。それだけの、どうということもない味だ。だが、

「ああ、おいしい！　こんなにおいしいものを口にしたのは、初めてです！」

　アッシュは思わず苦笑する。この国で最上の料理ばかりを味わってきたはずの口に、こんな駄菓子のほうがおいしいと評されてしまっては、宮廷料理人たちの立場がない。

　ふと。

　さくさくと、次から次へと口の中に揚げ菓子を放り込んでいたイリステラは、自分の指を見つめた。なにかを手づかみで食べたことなどないのだろう、油と砂糖でべっとりと汚れている。イリステラは途方に暮れたような顔でティリエルを見た。

　ティリエルは『庶民の作法』を知っている。すなわち、菓子で汚れた指は、なめて綺き麗れいにするのである。イリステラの視線に気づいて、ティリエルはいったんそれをやめた。汚れていないほうの手で器用にハンカチを取り出した。

「はいはい。少々お待ちください──」

　しかしイリステラはハンカチを受け取らず、自分の指をティリエルの鼻先に突きつけた。

「ティリエル。汚れてしまいました、綺麗にしてくださいな」

　青い瞳ひとみに、妖あやしい光が灯ともっている。

　途と端たんに、ティリエルは身も世もなくうろたえた。『こう』なったときの彼女の特徴だった。初夜の花嫁のように、羞はじらいに面おも差ざしが赤くなる。

「え、いや、ですから、今、」

「ほら、早くしてくださいな。それとも──わたくしが、無理矢理にそうしたほうが、あなたは喜んでくれるのかしら？」

　ごくり、とティリエルの喉のどが上下した。砂糖と油にまみれたイリステラの指先は、すでにティリエルの下した唇くちびるに触れている。その感触を楽しむように、ぷにぷにと弄いじっている。

　ティリエルの紅あかい瞳が、とろんと溶けた。

「……はい、イリステラさま、仰おおせのままに……」

　唇がゆっくりと開き、桃色の舌がおずおずと這はい出でてくる。イリステラがそこに汚れた指を載せると、ティリエルは目を閉じて、頬ほおを紅こう潮ちようさせながら、その指をなめしゃぶった。母の胸にすがる乳飲み子のように、一途で懸命なその姿に、イリステラはぞくぞくと背中を震ふるわせ、
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「失礼します」

　アッシュはそれをぶった切ることに、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも持ち合わせていなかった。

　イリステラの手を掴つかんで唇くちびるから引き抜き、ティリエルの手からハンカチを奪うばい取って、唾だ液えきと油にまみれたイリステラの指をごしごしと拭ふいた。

「「あっ!!」」

　ケーキの苺いちごを横からかっさらわれたときのような声が二重にあがった。イリステラなどは、綺き麗れいになってしまった指を恨めしそうに見つめ、怒ったようにアッシュに向き直り、

「な、なにをするのですか、アッシュ！　せっかくわたくしが──」

「わたくしが、なんですか？」

　対するアッシュの声はこれ以上ないほど冷たく、イリステラは喉のどを詰まらせ、きょどきょどと目を泳がせてしまう。

「いえ、その──、わ、わたくしの手を、綺麗にしてくださって、ありがとうございます」

　アッシュはその童顔に、鮮やかな笑みを浮かべ、

「礼には及びません、ぼくはイリステラさまの忠実な僕しもべですから。あなたを綺麗にするのも仕事のうちですよ」

「ま、まあ、それはどうも、ご親切に……」

　そう言って、二人は笑い合う。イリステラの笑みは怯おびえたようであり、アッシュの目はそもそも笑っていない。

　イリステラの騎き士しになってから三ヶ月。『人をいじめて喜ぶ』というイリステラの『趣味』を阻そ止しすることは、アッシュの日課になっていた。いつまで経たっても慣れないが、それはイリステラへのがっかり度合いがいささかも減じていないことを意味する。

「あ、と、ところで、もうすぐ『始まりの鐘かね』の時間ではありませんか？　そろそろ『大だい鐘しよう楼ろう広場』に向かいましょう」

　笑わない目のまま、アッシュは頷うなずいた。イリステラはくるりと背中を向けて、すごすごと歩きはじめた。それを監視しながら、アッシュも一歩足を踏ふみ出だしたところで──その足を、思いっきり踏み抜かれた。

「つっ！」

　思わずうめき、反射的に振り返ると、じっとりとした怒りを滲にじませた紅あかい瞳ひとみがアッシュのことをにらみつけていた。ティリエルである。

「………………」

　なにも言おうとしないのがかえって不気味だった。もっとも、なにも言わずとも、彼女が言いたいことはアッシュにはすべてわかっている。──あたしとイリステラさまの『趣味』を邪じや魔ましないで、と言いたいのだ。

　しかし、彼女たちの『趣味』を阻止することこそが、『竜戮騎士テイフオニロス』見習い、アッシュ・ウィリアックの仕事である。

「……ふん」

　アッシュにも、ティリエルにも、そのことはわかっている。だから彼女はなにも言わず、ただ不満げに鼻を鳴らして、大またにイリステラの後を追った。

　広場へと向かう人の流れの中で、アッシュはひとり、深くため息をついた。




　　　　◆




　薄うす汚よごれたマントを頭からすっぽりと被かぶって、人波に揉もまれながら、キキモラは王都の門をくぐり抜けた。

『聖夏祭サンフエスタ』は人々で賑にぎわう祭りである。言い換えれば、曲芸師や楽士や踊り子などの、旅芸人の稼かせぎどきでもあるのだ。「『聖夏祭』の成功には民の熱気が不可欠」という『帝国国教会』の方針に従い、国のほうも彼らを邪険にしようとはしない。キキモラはそれに乗じて、どうにか王都に入り込むことができた。

　マントの中で、お師さまから頂いた本をぎゅっと抱きしめながら、キキモラはほっと安あん堵どしようとして、

　──いやいや。たかが門を抜けたくらいで安心してどうする！

　三十五ページを思い出し、キキモラはぶんぶんと首を振った。幼い顔立ちに、精一杯のあくどい笑みを浮かべて、後ろを振り返り、

「く、ククク……愚おろかな人間め、このわたしを見逃した節穴の目を呪のろうがいい……！」

「んあ？　なんか言ったか、嬢じようちゃん？」

「ぴっ!?」

　聞きとがめられて、キキモラの背がぎくりと躍おどった。慌あわててそちらに目を向けると、赤あか髪がみの大男が二人、キキモラの胴体の三倍はありそうな巨大な丸太を運んでいた。

「おおい、立ち止まるなよ！　つっかえるだろうが！」

「あ、悪い悪い、いやな、こっちの嬢ちゃんが──」

　自分に注目が集まりそうになって、キキモラは身を翻ひるがえし逃げ出した。

　その顔が赤くなっているのは、自分の存在がバレそうになったため──では、ない。赤髪の大男たちの上半身が、裸だったからだ。

　息が切れるまで走って、キキモラは路地裏に飛び込んだ。表の喧けん噪そうを背にしながら、しゃがみ込んで、はあはあと大きく息をつく。

　どきどきと高鳴る胸のうちで、キキモラは大声で叫んでいた。

　──お、男の人の裸！　見ちゃった！

　真っ赤になったキキモラの頭をぐるぐると巡めぐるのは、筋骨たくましい先ほどの男性たちの姿だった。

　彼女の故郷、魔都パンデモニアスは『この世すべての悦楽が集まる都』と呼ばれている。気を抜いた男はあっという間に淫魔サキユバスの脚に絡め取られ、あとには骨と皮しか残らないと言われるほどだ。

　そのパンデモニアスに生まれ育ち、『魔族エマ＝デモナス』同士の淫いん靡びな絡み合いを何回も目にしているはずなのに、キキモラはそのテの光景にまったく慣れない──それどころか、何度目にしても真っ赤になってうつむいてしまうほどウブなのだった。パンデモニアスの教庭では、同級生から何度もからかわれたものだ。

　しかし！

「……だ、だめだ！　こんなんじゃ、わたし……ううん！」

　路地裏でひとりぶつぶつとつぶやく少女の姿に、表街道を行く人々がうろんな目つきを投げかけている。キキモラはそれに気づきもせず、お師さまから贈られた本、『立派な魔族になるために』をめくりはじめた。

「えと……異性に対しての……接し方……」

　お師さまが記しただけあって、その本は非常にわかりやすく、項目ごとに詳しよう細さいな分類が為なされていた。第五章、『魔族エマ＝デモナスのこころとからだ』に記されていた文章を見て、キキモラはのけぞるほどの感かん銘めいを受けた。




「『魔族』たるもの、人を惑まどわせる存在でなければならぬ。自ら惑うことなど言語道断、その惑いを振りまくことこそ『魔族』の本性であると知れ」




「……さ、さすがはお師さま……！　素晴らしいお言葉です……！」

　感動のあまり、ほとんど涙ぐんでいるキキモラは、お師さまがそれを記していたときに苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情を浮かべていたことなど知るよしもない。『魔族』にとってはこの程度のこと、食事をするのにナイフとフォークを使いましょう、というような常識に過ぎないのだが、なぜかキキモラはその常識が飲み込めないのだった。

『立派な魔族になるために』を何度も読み返してから、キキモラは立ち上がった。

　彼女は実に生真面目な『魔族』だった。この、極めて重要な使命の場にあって、敬けい愛あいするお師さまの教育をすべて実じつ践せんしなくてはならないと思い込んでいた。

　マントから顔を出して、キキモラはお師さまの教えを実践しようとする。

「──ふ、ふん。先ほどの男ども、なかなか良い身体だったじゃないか？　あ、あんなたくましい男なら、このわたしが、──、だ、っ、だっ、だ──」

　抱いてやってもいいかな。その台詞せりふがどうしても出てこない。ただの言葉なのに、しかも実際に彼らを目の前にしているわけでもないのに、キキモラの顔は真っ赤になるばかりで、肝心の台詞は少しも出て来ず、

「へええ？　お嬢じようさん、男が好きなのかい？」

　背後から響ひびいたねばっこい声に、キキモラの背中が凍りついた。

　路地裏の闇やみから出てきたのは、酒さか瓶びんを抱いた酔よっぱらいだ。赤ら顔に好色そうな笑みを浮かべて、獲物に這はい寄る猛もう獣じゆうのように、のっそりとキキモラに近づいてくる。

「そうかい、そうかい、おじさんもな、女の子が大好きなんだ。──ちょうど、お嬢さんみたいなちいちゃいのがな。どうだい、好きなもの同士、仲良くしないかい？」

『魔族』キキモラ・マインドハッカーは、恐怖と嫌けん悪おをその顔に浮かべて後ずさった。酔っぱらいがズボンのベルトに手を掛けたのを見て、

「ぴいいいっ！」

　甲高い悲鳴をあげて、キキモラは恐怖のあまり駆かけ出だした。




　　　　◆




『大だい鐘しよう楼ろう広場』は、大勢の人でごった返していた。

　もともとこの広場は王都でも最大規模のものである。普段から人通りが絶えることはなく、祭りでない日でもちらほらと露ろ天てん商しようを見かけるほどだ。『聖夏祭サンフエスタ』の開催期間中ともなれば、ここが一番の人口密度になることは予想のうちだったが、もうひとつ、『大だい鐘しよう楼ろう広場』には人が集まる理由があった。

　中央にそびえ立つ大鐘楼──『トール・ベル』と称される高い塔が、『聖夏祭』の始まりを告げる役割を果たしているのだ。

　本来は、日の出と、正午と、日の入りにしか鳴らされることはない。今のような夜間に鳴らされるのは、それが重要な国家儀式であるからだった。その記念すべき瞬間を味わおうと、大勢の人が『大鐘楼広場』に集まっていた。

　イリステラは、その光景を、ぽかんと口を開けて見つめていた。

「……すごい、人ですね」

「え!?　なんですか、イリステラさま!?」

　イリステラのつぶやきに、ティリエルは大声で聞き返した。凄すさまじいまでの賑にぎわいで、ほとんど怒鳴り声でなければ意思の疎そ通つうもままならない。イリステラはティリエルの手を握り返し、少し声を大きくして、

「すごい人ですね、って言ったんです」

「ごめんなさい、全然聞こえません！　もう少し静かな場所へ行ったほうがいいですね！」

　イリステラは困ったような顔になった。「どうしましょう」という目をこちらに向けてくるが、アッシュも彼女がなんと言ったのか、聞き取ることはできなかった。

　しかし、その表情にはすぐに笑みが戻った。周りの人たちがどういうふうに『会話』しているかを、あっという間に呑のみ込こんだのだ。

　イリステラは、ティリエルの赤あか髪がみが揺れるほどの大声で、

「とっても、たくさん、人がいますね!!　わたくし、こんなに大勢の人に囲まれたのは、生まれて初めてです!!」

　ティリエルは思わず首をすくめた。あまりの大声に耳がきんきんする。それでも、自分の主人が誰だれよりも祭りを楽しんでいるということを知って、彼女の唇くちびるにも笑みが上った。

「こんなに大声を出したのも初めて!!　お祭りって、楽しいものだったのですね!!」

　ティリエルは大きく頷うなずき、声を立てて笑った。姉妹のように笑い合う二人を見て、アッシュは今日初めて、イリステラを祭りに連れ出してよかったと思った。

『聖夏祭』を直じかに見聞きしたいと言い出したのは、イリステラだった。

　もちろんイリステラは王女である。一国を統すべる王族の身だ。そう簡単に城下町へと遊びに出ていいはずがないし、そもそも彼女は『聖夏祭』において非常に重要な役割を任せられているのだ。王国の最重要人物といっても過言ではない。

　そのイリステラが、なぜ今『大鐘楼広場』ではしゃいでいるのかというと──そこには二つほど理由がある。

　ひとつ。ドル・ドーザがいないこと。王国最強の戦士・『竜戮騎士テイフオニロス』であり、クィンストラウス王国軍の騎き士し団長であり、さらにはイリステラの教育係である彼は、『聖夏祭サンフエスタ』が始まる数週間前から『帝都』に赴おもむいていた。

　ふたつ。イリステラのお付きが『竜戮騎士』見習い、アッシュ・ウィリアックであること。ドル・ドーザに比べれば十も二十も威い厳げんに欠けるアッシュをかき口説くことは、イリステラにとって難しいことではなかった。拗すねられたり甘えられたり命令されたりした結果、アッシュはついに「……ほんの少しだけですよ」という言葉を絞しぼり出してしまった。

　そんなイリステラを諫いさめるのが自分の仕事だというのに。

　しかし、無む邪じや気きに喜ぶイリステラの表情を見ていると、「これはこれでよかったのかもしれない」と思えるようになってきたのだった。

「それにしても……この人混みは、さすがにっ……！」

　イリステラと寄り添いながら、ティリエルがそんなことをつぶやいた。小柄な身体をぶつけるようにして人波をかき分けながら、アッシュも軋きしんだ声をあげる。

「もう少しっ……中央に出れば、少しは楽に……」

　なった。

　人の壁が不意に消え、代わりに仕切りのロープが現れた。アッシュの身体はロープにぶつかり、そこを支点にぐるりと一回転をして、したたかに腰を打ちつけてしまった。

「あっ、たたたたたた……」

「ちょっと！　そこの人、ロープの内側に入らないでください！」

　ぴぴーっ、と甲高い笛の音が響ひびき、それと同時に叱しかりつける声が飛ぶ。ごめんなさい、と謝りながら立ち上がろうとしたところで──アッシュは目を瞠みはった。

　赤あか髪がみの大男と、彼に肩車をされている黒髪の少女がこちらに近づいてきた。少女は首から小さな笛を提げている。

　しかしアッシュが驚おどろいたのはそのことではない。彼は、その二人のことを知っていた。

　ヘム・ハルドルと、ベルゼッド＝《エルド》＝ガーラフ。

　いずれも三ヶ月前、聖堂を巡めぐる冒険の前後に知り合った人たちだった。ヘムは南方国家からやってきた雇われ商人であり、ガーラフは北方国家からの亡命民である。その二人が、なぜ仲良く肩車などをしているのか。アッシュにはさっぱり見当がつかない。

　と、ガーラフのほうがアッシュの顔に気づいて、軽く手を上げた。

「おう！　おまえか、小こ僧ぞう。久しぶりじゃねえか」

「あ、あれ？　アッシュさん？」

　ヘムはきょとんとした表情を浮かべる。仕切りの間際までやってきたティリエルが、そんな二人を見上げ、呆あきれたように言った。

「……二人とも、なにしてんの？」

　二人の関係はアッシュよりティリエルのほうが深い。ヘムは城の御用商人だし、ガーラフに至っては、かつてティリエルに仕えていた家臣なのだ。

「お嬢じようもご一緒でしたか。そんなところでは窮きゆう屈くつでしょう、どうぞこちらへ」

　傷きず痕あとだらけの顔に笑みを浮かべて、ガーラフは仕切りのロープをぐいっと引っ張りあげた。ティリエルとイリステラはそれをくぐって、『大だい鐘しよう楼ろう広場』の中央に入った。

　と、イリステラはきらきらとした目で、肩車をしている二人を見上げ、

「それで、これはどういう『遊び』なのでしょう？」

　この人の頭にはそれしかないのか。

　とはいえ、その隠いん語ごが通じるのはアッシュとティリエルだけだった。ヘムは浅黒い顔を赤く染め、ガーラフは豪ごう快かいに笑ってみせる。

「はっはははは、確かにそう見えるかもしれませんな！　でも、これは遊びなんかじゃありませんぜ。れっきとした仕事でしてね、ひめさ──ぐおっ!?」

　言いかけたガーラフの脛すねを、ティリエルは物も言わずに蹴けり飛ばした。ガーラフは思わず脚を抱え、その肩の上でヘムが「わわっ!?」とバランスを崩くずしそうになる。

「お、お嬢、なにを──」

　ティリエルは無言のまま、人差し指を唇くちびるに当てた。それでようやく、ガーラフもイリステラがお忍びで遊びに来ているということがわかったようだ。イリステラを指して『王女さま』や『姫さま』と呼ぶことは、ここでは厳禁である。

「……あー、ま、まあ、立ち話もなんですから、どうぞこちらへ」

　そう言って、ガーラフはヘムを肩に載せたまま歩き出した。

『大鐘楼広場』の南側を丸く切り取るようにロープで仕切りが為なされている。ロープの内側はなにかの作業現場になっているらしく、人混みは消え、代わりに赤あか髪がみの人々──ガーラフ配下のエルド族が忙しく立ち働いていた。

　彼らを指差しながら、ヘムが説明をする。

「今は『演舞壇ステツプ』の骨組み作業を行っているところです。関係のない人が入って来られないように、こうして仕切りを作って、見張りをしてるんですよ」

「それはいいんだけど、なんで肩車なんかしてたの？」

　ティリエルが呆あきれたように尋ねると、ガーラフは豪快に笑い、

「こっちのほうが睨にらみが利かせやすいでしょう。侵入者だけじゃなく、サボってる野郎どもを見つけ出してぶん殴るにも、後ろに目がついてなきゃなりません。そのためにも、商会の代表であるヘム嬢に手伝ってもらっているんですよ」

　ヘムは恥ずかしそうに視線をそらし、頬ほおを掻かきながらぽそぽそと、

「代表だなんて、そんな。あたしはただ、お城関係の仕事を任されているというだけで──」

　ティリエルは軽やかに嗤わらい、

「ヘムはやり手だからねー。ガーラフたちエルド族に仕事の斡あつ旋せんを頼んだときも、きっちりドルフ商会に利益が出るようにしてたし、良い商人になるわ」

　ヘムは恥ずかしそうに頬ほおを染めたが、もちろんティリエルに悪意はない。ヘムはティリエルのお抱え商人なのだ。メイド長を務めるティリエルにとって、知り合いの商人が優ゆう秀しゆうであるということが、悪いことであるはずがない。

　と、ガーラフがすまなそうに赤あか髪がみを掻かきながら、

「いやあ、どうもエルド族おれらは力だけが取り柄でしてなあ、こんな仕事を任せてもらえるのは有り難いことですぜ。女子供も、どうにか食わしていくことができてます」

　ガーラフをはじめとするエルド族の人々は、北方国家ノルドガルドからの『亡命民』という立場になっている。イリステラ王女の名の下もとに庇ひ護ごされた彼らは、都の郊外に居住地を作り上げ、そこで生活をしているらしい。その働き口が、この作業現場なのだろう。

　ガーラフの両肩に手を置いて、ヘムは無む邪じや気きに笑ってみせる。

「お礼を言うのはこちらのほうです。エルド族のみなさんはどなたも力持ちですから、ずいぶん作業がはかどって助かってますよ。これからもよろしくお願いしますね」

「ああ、また次にこういう機会がありゃ、いつでも馳はせ参さんじますぜ、ヘム嬢じよう」

　そのやり取りに、ティリエルは思わず微笑ほほえんだ。ティリエルはかつての臣下であるエルド族の境きよう遇ぐうを気に掛けていたのだが、どうやら心配には及ばなかったらしい。

　やがて、一同は『演舞壇ステツプ』の足下までやってきた。骨組み段階とはいえ、基き礎その工事はすべて終わっている。壇だん、といっても二階建ての建物くらいの高さがあり、壇上へは緩ゆるやかな傾けい斜しやの階段が伸びている。壇上の広さはちょっとした公園ほどもある。

　ヘムに勧められるまま、一同は監督所のテーブルについた。ふと、イリステラが『演舞壇』を見上げ、感かん慨がい深そうにつぶやいた。

「このような場所から『演舞壇』を見上げるのは、初めてです。見慣れているもののはずですけど、なんだかこうしていると新鮮に感じるものですね」

　そのつぶやきを聞きつけて、ヘムはちょっと驚おどろいたように、

「『演舞壇』を見慣れているんですか？　あ、もしかして、シスターさま……？」

　イリステラはにこにこと笑いながら首を振り、

「いえ、そういうわけではありませんが──わたくしはお城の儀式に関わる仕事をしていまして、それでたまたま触れる機会が多いというだけですよ」

　アッシュとティリエルは、ヘムに気づかれないようにそっと目配せし合った。

　イリステラの表現があまりにも控え目だったからだ。彼女はこの国の王女であると同時に、『聖夏祭サンフエスタ』でもっとも重要な儀式を行う『祈フりレ乙イ女ア』の役目も担になっている。儀式に関わる仕事どころか、その要かなめといっても過言ではない。

　しかし、もちろんヘムは目の前にいる少女が王族であることを知らない。無む邪じや気きに笑いながら、ヘムは尋ねる。

「あの、それなら、ひとつ教えてもらってもいいですか？」

「はい。わたくしにお答えできることでしたら」

「『演舞壇ステツプ』を組み立てるときに、『サンカラペッジオの聖せい墓ぼ』というものを搬はん入にゆうしないといけないんですけど、それがどんなものなのか知りたいんです。なにか不手際があってはいけませんから」

　その問いに、イリステラはちょっと考えるような素そ振ぶりを見せ、

「……そうですね、少し長くなってしまいますけど、よろしいですか？」

「はい！」

　元気の良いヘムの返事に、イリステラは微笑んで、懐ふところから白い杖つえを出した。一同がついているテーブルに杖の先せん端たんを向けると、そこに魔法の光が灯ともる。

「『サンカラペッジオの聖墓』というのは、『聖夏祭サンフエスタ』を行う上で欠かすことのできないものです。教会の方々が造り上げた、いわゆる『魔法の道具マジツクアイテム』で、ひと抱えほどの白い水晶の形をしています」

「水晶、ですか」

　ヘムの言葉にイリステラは頷うなずき、テーブルの光を中心に、網あみ目め模様を描きはじめた。水が流れるように、光の網目模様は常に揺れ動いている。

「このように、わたくしたちが住み暮らしている大地の下には、『霊脈レイライン』と呼ばれるものが広がっています。これは、『魔マ源ナ』──魔法の元となる力が、大きな河のように寄り集まってひとつの流れになったものです」

　そう言いながら、イリステラは網目模様のあちこちに杖の先で触れ、流れをせき止めた。流動していた網目模様に、ある場所では光が溜たまり、別の場所では光がほころびるなど、目に見えて障害が発生しはじめる。

「ですが、『霊脈』はときとして流れが滞とどこおってしまうことがあるのです。せき止められた場所には『魔源』を糧かてとするものが集まってきてしまいます。魔獣や、それよりも良くないモノたち──人に害を為なすものばかりですから、危険な兆候ですね」

　イリステラは杖をゆっくりと動かし、テーブル中央の光に触れた。

「『サンカラペッジオの聖墓』の役割は、『霊脈』を刺激してこのような滞りを吹き飛ばし、その流れを正常化するところにあります」

　その瞬間、魔法の光が強く輝かがやいた。真下に広がる網目模様に、その輝きは次第に伝でん播ぱしていく。洪水が堰せきをさらうように、滞っていた箇か所しよが光の波に洗われていき──

「もちろん、王国全土の『霊脈』を正常化するためには、莫ばく大だいな量の『魔源』を必要とするのですが、それは『サンカラペッジオの聖墓』を御ぎよするもの──『祈フりレ乙イ女ア』の、腕の見せ所ですね」

　数秒後には、再び美しく整った網あみ目め模様が、テーブルの上に現れていた。

「このようにして、一年のあいだに王国に溜たまった『魔マ源ナ』を吹き払い、民が平へい穏おんな生活を送れるようにすること──言ってしまえば、一年に一度の『霊脈レイライン』の大掃除ですね。それこそが『サンカラペッジオの聖せい墓ぼ』の、そして『聖夏祭サンフエスタ』の存在意義なのです」

　そう言うと、イリステラは懐ふところに杖つえをしまい込み、一礼をした。講義は終わり、ということなのだろう。ヘムは感かん嘆たんの声をあげながら拍手して、

「な、なるほど、すっごくよくわかりました！　ありがとうございます！」

「お礼には及びませんわ。できるだけ多くの方に『聖夏祭』の意義を知ってもらうことも、わたくしの仕事のひとつですからね」

　椅い子すに深く腰かけて、イリステラは喧けん噪そうに満ち溢あふれた広場を見渡した。

「それにしても──こんなにも多くの方々が、『聖夏祭』の始まりの場に来てくださるなんて、なんだか感動してしまいますね。彼らの熱気を、『聖夏祭』を盛大に祝おうとする心を感じます。それもまた、国土を浄化するためには欠かせない要素なのですよ」

　イリステラは目を閉じて、わずかに顎あごを上げた。大気の匂においを嗅かぎ取るかのような仕草に、ティリエルが「あ」と声をあげた。

「もしかして、城下町に来たのってそのためですか？　その、『お務め』を上手に果たすためとか？」

　イリステラは片目を薄うすく開け、ちろりとティリエルを見た。

「当たり前じゃありませんか。なんですか、あなた方は、わたくしがただのワガママで城下町に遊びに行きたいと言い出したとでも思っていたのですか？」

　思っていた。アッシュとティリエルはついと目をそらし、それを敏感に読み取って、イリステラは拗すねたように頬ほおを膨ふくらませる。

「失礼な。いかにわたくしでも、伊だ達てや酔すい狂きようで自分の重責を放り出したりはしませんよ。これが必要だと思い、けれども他の人たちの同意は得られそうになかったから、こうして忍んで来たのじゃありませんか」

「も、申し訳ありません……」

　アッシュは頭こうべを垂たれ、自らの不明を恥じた。同時に、三ヶ月前から減少の一途をたどっていたイリステラへの尊敬心が湧わき上あがってくるのを感じた。

　女神のごとき美び貌ぼうと、天使のごとき優やさしさを兼ね添えた『クィンストラウスの至宝』を、いつしか自分はずいぶん低く見るようになってしまったのではないか。たとえ人をいじめて喜ぶような見下げ果てた『趣味』を持っていたとしても、それ以外の部分でイリステラが完かん璧ぺきな王女であることに変わりはないのだ。

　深々と頭を下げているアッシュを、イリステラはちらちらと横目で窺うかがい、

「本当に、反省しているのですか、アッシュ？」

「はい。大変な無礼を働いてしまいました。お許しください」

「……そうですか、そんなに、許してほしいですか……」

　不ふ穏おんな気配を感じ取り、アッシュは頭を下げたまま目だけでイリステラの顔を見上げた。澄すました表情を作っているが、その唇くちびるがぴくぴくと動いている。彼女は椅い子すから立ち上がり、つつつ、とこちらに近づいてきた。アッシュの耳元に口を寄せ、囁ささやく。

「それではアッシュ、あとで少し付き合ってはいただけませんか？　試してみたいことがあるのです」

「……試してみたいこと？」

「実は最近、『九尾の猫ナインテイル』という道具を手に入れてですね。それの使つかい心ごこ地ちを試してみたいのですが、アッシュにはその相手となっていただきたいのです」

　アッシュはイリステラの顔をまじまじと見つめた。

「聞くまでもないような気がするんですが……それ、なんの道具です？」

「もちろん、鞭むちです！」

　イリステラは朗ほがらかな表情でそうほざき、アッシュは先ほど抱いた尊敬の念が一片残らず吹き飛ぶのを感じた。

　しかし、もちろんイリステラはそんなことには気づかない。「それがなんなのか尋ねてくれた＝それに興味を抱いてくれた」という勘違いをしてしまったのか、拳こぶしを握り頬ほおを上気させて説明しようとしてくる。

「『九尾の猫』のすごいところはですね、九又またに分かれた先せん端たんすべてにそれぞれ異なる重石が取り付けられているということなのです！　これによって、振るうたびに毎回新鮮な苦痛──もとい、感覚を味わえるというわけで、──あら？　アッシュ？　どこへ行くのです？　まだ説明は終わってませんよ？」

「ヘムにガーラフさん、わざわざ案内してもらってありがとう。これ以上作業を中断させるのは悪いから、もう行くとするよ」

「えっ？　あ、はい、それは、いいんですけど──」

「まだ話してるようだが、いいのか……？」

　身振り手振りを使って『九尾の猫』の魅力を伝えようとしているイリステラに、アッシュは氷のような一いち瞥べつを向け、

「あれはただの寝言ですから気にしないでください。それじゃ、失礼します」

　その一言に、イリステラの動きがぴしりと凍りついた。

　ティリエルが無表情のまま、その腕を取った。呆ぼう然ぜんとしているヘムたちに軽く別れの挨あい拶さつをしてから、イリステラを引っ張って『大だい鐘しよう楼ろう広場』を横切るようにして歩きはじめる。

　しばらく行ったところで、イリステラが我に返った。先頭を行くアッシュの袖そでを、ちょいちょいと引っ張り、

「……あ、あの、アッシュ？　寝言というのは、いくらなんでもひどくありませんか？」

「そうですか？」

「そうですよっ。わたくし、あの、一応、あなたの主君なのですよ？　この国の、第一王位継承者なのですよ？　もう少しこう、尊敬というものをですね──」

「なるほど、確かに、それもそうですね。失礼しました、イリステラさま」

「わ、わかってくださればよいのです」

「あれは寝言ではなくて世よ迷まい言ごとでしたね」

　ばっさりと斬きり捨てられて、イリステラはかくんと肩を落としてしまった。最後の希望とばかりに、「ティリエル……」と横を歩く最愛の従者に縋すがろうとするが、ティリエルはふくれっ面をぷいと横に向けて、

「そんな素敵な道具を、あたしじゃなくてアッシュに使おうとするイリステラさまのことなんて、知りません」

　その言い分も相当どうかと思うのだが、アッシュは指摘しなかった。この主従の「どうかと思う」点にいちいち突っ込んでいたらきりがない。

「ともかく。『聖夏祭サンフエスタ』の空気は十分に味わっていただけたでしょう。もうそろそろ、お城に帰りましょうね！」

　アッシュが振り返り、強い口調でそう言うと、イリステラは沈んだ表情のまま頷うなずいた。

「……そうですね。これ以上ここにいても、仕方ありませんものね。どうせわたくしは、寝言か世迷い言しか言わない王女ですし……」

　拗すねてしまった。言い過ぎただろうか、とアッシュは頬ほおを掻かくが、ここで謝ったらまたぞろ『九尾の猫ナインテイル』の話を持ち出しかねない。城に戻ってからでいいだろうと思い、仕切りをくぐって『大だい鐘しよう楼ろう広場』から出て行こうとしたところで──

　アッシュは、それを見た。




　　　　◆




　どこをどう逃げまどったものか。

　気がつけばキキモラは、路地裏の一画にしゃがみ込み、荒く息をついていた。

「こ、こんなはずじゃ……」

　汗の流れる額ひたいを拭ぬぐい、キキモラはぎゅっと目を閉じた。

　遠くから響ひびいてくる喧けん噪そうが、心を圧するかのように耳にこだましている。『聖夏祭』をこなごなに打ち砕き、この喧噪を残らず悲鳴に変えるのが自分の役割だというのに──あんな変質者ひとりに追いかけられて、自分のほうが悲鳴をあげて逃げまどってしまうとは、なんて情けない。『魔族エマ＝デモナス』の風上にも置けない。

　キキモラは唇くちびるを噛かみ、目の前にあった馬車の荷台にそっと腰を下ろす。

「はあ……」

　疲れていた。キキモラは『魂繰りマインドハツク』には自信があるが、体力はからきしなのである。

　しばらくそうして、息を整えていると──

「お。さっきのお嬢じようちゃんじゃねえか？」

　再び声をかけられて、キキモラはぎくりと身体をすくませた。

　先ほどの、赤あか髪がみの大男たちが、目をぱちくりさせてキキモラのことを見下ろしていた。筋骨たくましい上半身を露あらわにして、浅黒く日に焼けた肌が汗に濡ぬれている。

「あー、なあ、嬢ちゃん。すまないんだが、そいつはおれらの馬車なんだ。今から使うから、ちょっとどいてくれねえかな」

　外見に似合わず優やさしい口調。大きく息を吸って、吐いて、キキモラは精神を集中させる。

　ここで、再び、逃げるわけにはいかない。あんな酔よっぱらい相手に醜しゆう態たいをさらしてしまったのだ。これから国家を転てん覆ぷくするほどのテロを行おうというのに、たかが平民相手に怖おじ気けづいていたのでは──大事など、為なせるはずがない！

　キキモラは真面目な女の子だった。そう思い込んだ瞬間に、なにがなんでも先ほどの汚名を返上せねば、と考えてしまった。汚名もなにも誰だれもそんなことを知らないのだが、ともかくもそう思い込んでしまったのだった。

「おーい、なにやってんだ、早く進んでくれよ」

「わかってるって、ちょっと待てよ！　──な、嬢ちゃん、そういうわけだからさ、」

　キキモラはフードを跳ね上げ、その男を正面から見み据すえた。

「黙りなさい」

　キキモラに話しかけていた赤髪の大男は、喉のどに布を詰め込まれたように黙った。

「？　おい、なにやってんだって──」

「あなたたちの仕事を続けなさい。わたしのことを気にしてはならない」

「──────」

　もうひとりの男も、じっとキキモラの金色の瞳ひとみを覗のぞき込こむ。その表情から次第に意思が抜け落ち、夢見るような顔つきになっていくのを、キキモラは緊張と共に見守っていた。

　やがて、二人はのろのろと動き出した。

「……あれ、なんだっけ……？」

「……あれだよ、ほら、仕事……」

「……ああ、そうだ、早くしないと、頭かしらに怒られるもんな……」

　そんなことを口々に言い合いながら、キキモラが見えていないような素そ振ぶりで荷台に丸太を積み込み、二人して馬車へと乗り込んだ。

　がたん、と揺れはじめた荷台に座り込んだまま、キキモラはフードを元に戻した。狭まった視界の外側を、『聖夏祭サンフエスタ』の始まりを楽しみにしている人々が通り過ぎていく。

　それを見つめながら──キキモラは、フードの奥で、じんわりとした笑みを広げた。

　やった。

　できた。

　わたしの『魂繰りマインドハツク』は、立派に通用するんだ！

　その思いに、顔がにやけるのをどうすることもできない。今のは自分でも、かなり『魔族エマ＝デモナス』らしかったと思う。黙りなさい──だって！　ああ、今のをお師さまが見ていたら、きっと褒ほめてくださっただろうに！

　荷台に座り込み、ぱたぱたと足をぱたつかせながら、キキモラは成功の喜びに身もだえていた。これならきっとできる、という確信が胸に広がっていく。『聖夏祭』を妨ぼう害がいし、この王国を阿あ鼻びと叫きよう喚かんのるつぼに陥おとしいれることが──

「──────、はっ」

　ふと、キキモラは、そのことに気がついた。

　ぶらぶらと揺れる自分の足。

　その下を流れる地面が、なんだか、ものすごい速度になっている。

　ばっと顔を上げてばっと振り返る。荷台のすぐ向こうに赤あか髪がみの後頭部が見えた。

　あの二人に使ったのは《甘ラ言イ》だ。『魂繰りマインドハツク』の中でも基本的な魔法で、瞳ひとみを使って複数の人間にまとめてかけることができる。『耐性レジスト』に乏とぼしい一般人の集団を操るにはもっとも適しているのだが──しかし一方で、《甘言》をかけられた相手はあらゆる意味で大雑把になってしまうのだ。

　パンを食べればぼろぼろとパンくずをこぼしてしまうし、

　道を歩けばあちこちにぶつかってしまうし、

　馬車を運転すれば、暴走してしまう。

「うわっ!?　なんだ!?」

「暴れ馬車だ！　道から離れろ！」

「だっ、だだだだだだれかーっ、たっ、たたたたたたすけてーっ!?」

『聖夏祭』を楽しむ人々のあいだから、悲鳴があがる。キキモラが夢にまで見た光景だったが、ただひとつ異なるのはキキモラが一番大きな悲鳴をあげているということだった。もはや降りることも叶かなわず、殺人的なスピードで流れていく景色にめまいがする。

　蒼そう白はくになった唇くちびるをあわあわと動かしながら、よせばいいのにキキモラは立ち上がろうとした。荷台によじ登り、丸太のあいだに転がり込んで身体を丸めて羽化を待つセミのように事態をやり過ごそうとしたところで、

　馬車が段差に乗り上げ、

　荷台ががくんと跳ねて、

　キキモラの身体は空中に投げ出された。




　　　　◆




「～～～～～～～ぁぁぁぁあああああああっ!!」

　奇妙な音をあげながら、かなりの速度でこちらに近づいてくる馬車に、アッシュはとっさにイリステラの身体を引いた。

「イリステラさま、離れてください！　危険です！」

「あ、は、はい、でも──アッシュ、あれ！」

　馬車の進行方向から逃れつつ、イリステラは目を見開いて指差した。アッシュもそれを見て、愕がく然ぜんとする。馬車の後方に細長いズダ袋のようなものが垂たれ下さがり、ばたばたと地面に引きずられているのだが──どうやらそれは、人間のようだった。

「ああああああぁぁぁぁぁぁ～～～～～～っ……」

　先ほどから聞こえてくるこの奇妙な音は、あの人があげている悲鳴なのだ。

　そのことに気づいた瞬間、三人は同時に動いていた。

「アッシュ、あの人を！」

「わかってます、ティリエル、イリステラさまを頼む！」

「わかったわ。アンタも気をつけなさいよ、アッシュ！」

　言い置いて、アッシュは馬車を追って駆かけ出だした。

　幸いなことに馬車は一直線に走り抜けたりはせず、仕切りのロープに添うように大きくカーブを描いて曲がりはじめていた。──おかげで引きずられている人がなにかの拷ごう問もんを受けているような光景になっているが、それはともかく。

　アッシュは一直線に駆ける。アッシュは非力で小柄だったが、足の速さには自信があった。疾しつ走そうしながら、アッシュは自分と馬車との交差地点を見極める。

　わずかに、届かない。

　このままでは、馬車は自分の数歩先を走り抜けてしまうだろう。

　それならば──！

　アッシュは左右の手を素早く動かして、ベルトに差し込んだ二本の短剣を抜いた。勢いはそのままに、彼は走りながら狙ねらいを定め、短剣を二本とも投げつけた。

　二本の短剣は、荷台に引っかかっている外がい套とうを引き裂さいた。振動で外套がちぎれ、引きずられていた人の身体が宙に放り出される。

　アッシュは跳ちよう躍やくして、その身体を受け止めた。

「──っと！」

　身体を捻ひねり、背中から地面に落下する。幸いにして、その人はアッシュよりもさらに小柄な少女のようだった。全体重を受けても、せいぜい数秒のあいだ呼吸が止まり、そのあとで耐え難い苦痛が走ったくらいだ。

　少女の身体を抱きとめて、地面に転がったまま、アッシュは馬車の行く先を見定める。

　相変わらず暴走していたが、『大だい鐘しよう楼ろう広場』に集まった人混みに突っ込むということもなく、わずかながらその速度も落ちているようだった。エルド族と思おぼしき人々が馬車にむらがり、その手綱を取ろうとしている。

「ん……」

　そのとき、小さなうめき声をあげて、腕の中で少女が身じろぎをした。

　奇妙な少女だった。

　年の頃ころは十をいくつか越えたくらいだろう。桃色の髪かみのあいだから、人形のような愛らしい顔立ちが見え隠かくれしている。肌は白く、触れてみると不思議なほどに冷たく、どの地方の出身かも定かではない。ぼろぼろの外がい套とうを身に纏まとっているところからして、この国の人間ではないだろう。

　少女が、ゆっくりとその目を開けた。

　見み惚ほれるような、美しい金の瞳ひとみ。

　ぼんやりと霞かすんだ視線をアッシュに向けて、少女はまだ夢を見ているような声で、

「……あれ、わたし、なんで……？」

　アッシュは瞬まばたきをして、ゆっくりと答えた。

「馬車に引きずられていたんだ。どうしてそうなったのかはわからないけど」

「…………馬車に…………、あっ!?」

　不意に叫んで、少女は大きく目を見開いた。そのまま立ち上がろうとするが、アッシュは慌あわててそれを制する。

「ま、まだ動いちゃダメだよ！　すぐに手当てするから、それまでは大人しくしてないと」

「だ、大丈夫です！　大丈夫ですから、あの、わたし──」

　そう言って、少女は羞はじらいと共に顔を伏せ、

「こ、こういうこと、に、苦手、なんです。ですから」

　震ふるえる手でアッシュの手を掴つかみ、ぎゅっと押し返そうとする。アッシュは一瞬その意味を訝いぶかしんだが、すぐに気づいた。

　つまりこの子は、男の腕に抱かれていることが恥ずかしいと、そう言っているのだ。

　女の子にそう言われてしまえば、騎き士しとしては離れないわけにはいかない。見たところ目立った怪け我がもなさそうだし、自分で立てるのならそちらのほうが──

「あ」

　そこで、アッシュはそのことに気づいた。

「え、────────ッ!?」

　一拍の後、少女も気づき、白い頬ほおにみるみるうちに血が上っていく。

　少女の身を包んでいるのは、ボロボロの外がい套とうである。それが、馬車に引きずられたためか、大きく引き裂さかれてしまっていた。しかも外套だけではなく、その下のスカートや、さらにその下のパンツまで、無む惨ざんに破れてしまっていて──

　白いお尻しりが、露あらわになっていた。

「………………ぴっ…………」

　泣き声のような声を漏もらして、少女の身体からふっと力が抜けた。アッシュは慌あわててそれを抱きとめるが、もう少女は震ふるえてはいなかった。どうやら、恥ずかしさのあまり気を失ってしまったらしい。

　どうしたものか、と思案していると、後ろから地じ獄ごくのような声が響ひびいてきた。

「……アッシュ、アンタ、なにしてんの……!?」

　ぎくりと身をすくませて振り返ると、ティリエルの平手がアッシュの顔を襲おそった。思わずのけぞり、その隙すきにティリエルは少女の身体を奪うばい取る。なんでぼくが、と抗議しようとしたが、火のようなティリエルの視線を叩たたきつけられて、アッシュはなにも言えなくなった。

「ティリエル、その子を診みせてください」

　後ろから追いついたイリステラが、杖つえを抱えながら少女の身体を調べはじめた。

　やがて、彼女は安あん堵どしたように息をつき、

「打だ撲ぼくもそれほどではないし、擦かすり傷きず程度で済んでいるようですね」

「それでは、この子はどうしましょうか、イリステラさま？」

「どうするもなにも──」

　困惑と同時に、イリステラがティリエルの顔を見上げた瞬間──

『トール・ベル』が、荘そう厳ごんな鐘かねの音を鳴らしはじめた。

『大だい鐘しよう楼ろう広場』に集まった民衆が、『聖夏祭サンフエスタ』の始まりを祝して、拍手喝かつ采さいしている。熱狂に包まれている彼らの姿は、まさに王国が期待しているとおりのものだったが、怪け我が人にんをいたわるほどの気配りを期待することまではできそうになかった。

　少女の頬ほおを優やさしく撫なでながら、イリステラは決意したように頷うなずき、

「今、彼女をここに置いておくわけにはいきません。お城へと、連れて戻りましょう」

　きっぱりと、そう宣言したのだった。




　　　　◆




　目を覚ますと、ひりひりとした痛みがキキモラを襲った。

「あたっ……あいたたたたたっ!?」

　思わず悶もだえ、身じろぎをしようとするが、背後から両肩を押さえつけられてしまう。

「あ、いけませんよ。まだ動かないでください」

　優やさしい声が耳に響ひびき、キキモラは混乱した。

　わけがわからない。ここはどこで、声の主が誰だれなのか、それさえもわからない。キキモラは必死で頭を回転させ、状況を把は握あくしようとした。

　キキモラが最後に覚えているのは──

　暴走する馬車の荷台に外がい套とうが引っかかってしまったこと。

　馬車に引きずられているときに、灰色の髪かみの少年が助けにきてくれたこと。

　そしてその少年に、お、お尻しりを、見られてしまったこと。

　キキモラは自分の顔が熱くなっていくのを感じた。助けてくれたことはありがたいけれど、あんな恥ずかしい目に遭あうなんて。これなら死んでしまったほうがマシだった──

　ふと。

　キキモラは、目の前にいる人物に気づいた。

　白はつ金きん色いろの髪かみをした少女が、穏おだやかに微笑ほほえんでいる。同性のキキモラでも見とれてしまうほどの、たぐいまれな美び貌ぼうの持ち主だった。それもただ美しいだけでなく、ちょっとした仕草の端はし々ばしに気品が漂っている。

　少女はキキモラに笑いかけた。

「大丈夫ですか？　怪け我がはほんの擦かすり傷きずだけでしたけど、一応、治させていただきました。あと──その、引きずられていたおかげで、服がボロボロになってしまって」

「え、ふ、服？」

「はい。失礼かとは存じましたが、治ち療りようの邪じや魔までしたので脱がせていただきました。取っておきましたから、ご入り用ならお返しいたしますけれど」

　そこで、初めて、キキモラは気づいた。

　自分が、生まれたままの姿であることに。

「………………ぴいいっ!?」

　甲高い悲鳴をあげて、キキモラはシーツを身体に巻き付けた。

「………………み、見た…………？」

　ちかちかと顔を赤くして、上目遣いにそう尋ねると──

　少女は、青い眼をうっすらと細めた。

　まるで、なにか、ごちそうを前にしたときのように。

「ええ。とても可愛かわいいお尻でしたわ」

　ぼふ、と音を立ててキキモラの顔が真っ赤になった。恥ずかしさのあまり、その顔をシーツのあいだに埋めてしまう。そんな彼女を見て、少女はぞくぞくと身を震ふるわせていたが、キキモラはそこまでは気づかなかった。

「あのっ──その、あの、人も、一緒に？」

　羞しゆう恥ちに上ずった声で、キキモラはシーツに顔を隠かくしたまま、そう尋ねた。少女は不思議そうに首をかしげ、

「あの人？」

「わ、わたしを、助けてくれた人──」

「ああ、アッシュのことですか。いえ、さすがにそれはありません。ああ見えても、彼はわたくしの騎き士しなのですよ。淑女レデイに対してそのような無礼はしませんとも」

「そ、そう──」

　どきどきと鳴る心臓を、キキモラはどうにか抑えつけた。同性に見られたというのなら、そこまで恥ずかしくはない。それに、キキモラが『魔族エマ＝デモナス』であることを示す印は《擬視ミミシス》で隠してある。裸を見られても問題はない、はずだ。

　それから、キキモラは少女に向き直った。お礼を言わなければ、と思ったからだ。

「……えっと……た、助けてくれて……」

　そこで、ハタと気づいた。

　三十五ページ四行目。




「『魔族』たるもの、決して人に弱味を見せてはならぬ。相手が自分の大恩人であっても、傲ごう慢まんに尊大に狡こう猾かつに振る舞うべし」




　ぱちぱちと、キキモラは金色の目を瞬またたかせた。

　頭の中で、ぐるぐると思考を回転させる。

　それから──彼女は、シーツを巻き付けた胸をそらせ、笑みを浮かべた。

「そうか。手間をかけたね、礼を言うよ。わたしの名前はキキモラという。その、──そう、旅芸人をしているんだ。どうも、ありがとう」

　張りのあるキキモラの声に、少女はちょっと首をかしげた。キキモラの心臓はばくばく鳴っている。自分の演技に、どこか不審な点があったのだろうか──その不安を払ふつ拭しよくするために、彼女は強しいて微笑ほほえみ、少女に顔を近づけた。

「きみの名前を、聞いてもいいかな？」

　実をいえば、キキモラは彼女の名前に心当たりがあった。しかし、確信はなかった。そんなにうまい話が、転がっているわけがないと思ったのだ。

　だが。

「はい。わたくしは、イリステラと申します。どういたしまして、キキモラさん」

　彼女は、あっさりとそう答えた。

　──イリステラ！　イリステラ・クィンストラウス！　クィンストラウス王国の第一王位継承者にして、『聖夏祭サンフエスタ』の、『祈フりレ乙イ女ア』！

　内心の驚おどろきと興こう奮ふんを押し隠かくすために、キキモラは全力を用いなければならなかった。必死になって心を落ち着かせながら、彼女はできるだけ陽気を装って、

「へえ。この国の王女さまと、同じ名前なんだね？　流行っているのかな」

「ええ。まあ、そんなところですわ」

　イリステラは苦笑して、そう答えた。

　この反応。まず間違いはないだろう。キキモラは自らの幸運に感謝を捧ささげる。なぜならば、キキモラは『聖夏祭』を破は滅めつさせるためにここにいるのだから。それが、早々に『聖夏祭』の最重要人物と接触することができた。

　この繋つながりを、逃す手はない！

　心の中で、一直線にそこまで決意を固める。敵地の中央に、文字通り裸で放り出されたことへの不安はあるものの、それよりも使命感のほうがはるかに勝っていた。それに、自分は決してひとりではない。キキモラにはなによりも心強い味方がある。そう、お師さまが与えてくれた、『立派な魔族エマ＝デモナスになるために』が──

　あ。

「……と、ところでイリステラ。わたしの荷物に、本があったと思うのだけれど、心当たりはないかな」

「ああ、これのことですか？」

　枕まくら元もとに置いてあった本を、イリステラは無造作に取り上げた。口から心臓が飛び出しそうになるが、表紙を見て彼女の緊張は安あん堵どへと変わった。

　イリステラが取り上げたのは、なんの変哲もない黒い表紙の本だった。一語般言コモンで記されたタイトルは、『キュリエルス・ジャグルギグルの自律魔法技術論』。

「ずいぶん難しい本をお読みになるのですね。魔法を扱えるのですか？」

「い、いや、それはその──人からの頼まれものだよ。わたしが読むわけじゃない」

「そうですか……、あ、失礼しました。はい、お返しします」

「う、うん。そこに置いておいてくれ」

　無礼と思われないか不安だったが、イリステラは話に聞くとおり優やさしい性格の持ち主だった。気にした素そ振ぶりさえなく、枕元に置いてくれる。

　そのとき、外で物音がした。

「すみません、ちょっとここでお待ちになっていてください」

　イリステラは目を見開き、立ち上がった。彼女が部屋から出て行ったのを確認してから、キキモラは枕元の本を手に取り、その表紙を軽く撫なでた。

　すると、黒い表紙はぼやけて消え──その下から、笑うドクロの意い匠しようが現れた。

　ほっと、キキモラは笑う。さすがはお師さまだ。きっとこういう事態を想定して、『魔族』以外のものの手にあるときは《擬視ミミシス》の魔法が発動するようにしていたのだろう。

「さ、早速、今みたいなときの対処法を……！」

　つぶやいて、キキモラはぱらぱらとページをめくりはじめた。真面目なキキモラは、マニュアル通りに行動するのが好きなのだ。

　さすがに『裸で単身敵地に乗り込んだときの処し方』までは記されていなかったが、それに近いものは見つけ出すことができた。曰いわく──




「『魔族エマ＝デモナス』にとっては目的を果たすことがなによりも重要なことである。そのために手段を選ぶ必要はない。機会を見つけたら即座に行動し、機会を決して逃さないことが肝要」




　そのとき、部屋の外から響ひびく物音が大きくなった。扉が開いたのを見て、キキモラは慌あわてて本をベッドの中に隠かくす。

　部屋に入ってきたのは、イリステラではなかった。鷲わしのような髭ひげを口元にたくわえ、鷹たかのように鋭い目を持つ初老の男性だ。キキモラは呼吸を止め、それから自分が裸であることを思い出し、ベッドの上でぎゅっと身を固くした。

「マルベス、なにをしているのです！　淑女レデイの部屋ですよ、わきまえなさい！」

　焦あせったような声を出しながら、イリステラが戻ってきた。初老の男性──マルベスは、そんなイリステラをじろりと見み遣やり、

「このような下げ賤せんなものを『上層部アツパーヤード』に連れてくるなど、感心いたしませんな、姫さま」

　下賤、という一言に、キキモラはぎくりとした。もっとも、キキモラを『魔族』だと見抜いたわけではないらしい。今のところキキモラは旅芸人ということになっている。城に住むような人間に比べれば、旅芸人は確かに『下賤』な存在だろう。

　イリステラはきっとまなじりを吊つり上あげて、キキモラをかばうように前に立った。

「今の言葉を取り消しなさい、マルベス。いかに内務大臣のあなたとはいえ、わたくしの客人に対する無礼は許しません！」

「城の外で気まぐれに拾ってきたものを、客人などと呼んではなりません。まったく、なんのために騎き士しがついているのやら！　ドル・ドーザ伯はく爵しやくがいない今、姫さまをお止めすることだけが、あの若造の役目だというのに」

「あ、アッシュは悪くありません！　城の外に出たのは、あくまでもわたくしが勝手にしたことで──」

「その『勝手』を止められなかったのが、あの若造が無能であることの証明でしょう」

　キキモラは首をすくめた。ベッドカバーの下に隠れてしまいたくなる。こういう、誰だれかと誰かが争っている場面は苦手だった。その原因が自分にあるとしたらなおさらだ。

　しかし、そこでキキモラは、重大なことに気づいた。

　イリステラが自分に背中を向けている。

　これは……チャンスだ。

　イリステラ・クィンストラウスが、若年ながらも強力な『神聖魔法』の使い手であるということを、知らぬものはいない。彼女の前で『魂繰りマインドハツク』を使うのは賭かけだったが──背後から、『神陣様式ピクトグラム』を使用すれば、気づかれないはずだ。

　決定的な行動に移るのはまだ早い。だが、最終的な目標──『聖夏祭サンフエスタ』の破は滅めつという成果を得るためには、なんらかの行動を起こさなくてはならない。

　そう──機会を見つけたら、決してそれを逃してはならないのだ！

『立派な魔族エマ＝デモナスになるために』の文言を思い起こして、キキモラは自らを奮ふるい立たせた。意を決して顔をあげ、マルベスをじっと見つめる。鷹たかのように鋭い目つきが、何気なく自分に向けられた瞬間を見計らって──キキモラは、《甘ラ言イ》を口にした。

「あの──、マルベス、さま」

　金の瞳ひとみを見開いて、キキモラはマルベスに語りかける。

「なんだ、貴様ごとき、…………」

　マルベスは不快そうに顔をしかめたが、すぐにその表情から意思が抜け落ちた。どれだけ高い地位にあろうが、ただの人間がキキモラの『魂繰り』から逃れることなどできない。

「ご迷惑なのは重々承知ですが、あと少しだけここに置いてはもらえませんか？」

「当然です！」

　そう叫んで、イリステラは振り返った。キキモラは慌あわてて顔を背ける。危なかった！　もう少しで、『神陣様式』を見られてしまうところだった。

「あなたを引っかけてしまった馬車は、『演舞壇ステツプ』を作るためのもの。ということはつまり、あなたの怪け我がは国の、わたくしたちの責任でもあるのですから！　このわたくし、イリステラ・クィンストラウスの名に於おいて、あなたの傷が完治するまでこの城に滞在することを許します！　──いいですね、マルベス、反論は許しませんよ！」

　キキモラの頭をぎゅっと抱いて、イリステラは鼻息も荒くマルベスを振り向いた。か弱い少女の振りをしながら、その実キキモラは内心でも動揺している。なんでこの人、わたしにはこんなに優やさしいんだろう？　お姫さまだから？

　イリステラに挑戦状を叩たたきつけられたマルベスは、しかし、そのことにさえ気づいていないような、茫ぼう洋ようとした視線を向けていた。

「？　マルベス？」

「…………ああ、はい…………それで、構わないでしょう…………」

　そう言ったマルベスに、イリステラは目をぱちくりさせ、キキモラは胸の中で「よし！」と快かい哉さいを叫ぶ。

「よ、よろしいのですか？　本当に？」

「……ええ……そのものの、言うとおりに……、む……？」

　ぱちぱちと瞬まばたきをして、マルベスは額ひたいに手を当て、軽く首を振った。《甘ラ言イ》が解けたのだ。《甘言》をかけられた人間の記憶はあいまいになるが、なにをしたかは薄うすく覚えている。

「──なに、なぜ、わたしは──いや、今はそんなことはどうでもよろしい。とにかく、姫さま。城の外に出ていたことも含めて、あなたにはあとでたっぷりとお話をさせていただかなくてはなりませんな」

「……そ、それは、もちろん。承知しております」

「よろしい。それでは、姫さま、参りましょう。巡礼団の方々がお待ちです」

　言い置くと、マルベスは早々と出て行ってしまった。しきりに首をかしげ、自分がなぜキキモラの滞在を許してしまったのか疑問に思っているようだが、そこに他者キキモラの介在があったことは誰だれにもわからない。

　息を詰めていたキキモラは、ふう、という安あん堵どの息が自分のものだと勘違いした。見上げれば、それは自分を抱きしめているイリステラのものだった。

「頑がん固こ者もののマルベスが許してくれるなんて、珍しいこともあったものですね……あ、ごめんなさい。苦しかったでしょう？」

「あ、いえ、そんなこと──」

　キキモラは慌あわてて口を噤つぐんだ。思わず素が出そうになってしまったのだ。ぐっと言葉を呑のみ込み、なるべく自然な表情を作り、

「……そ、そんなことはないさ、イリステラ、さま。まさか本物の王女さまだったなんて驚おどろいたよ。失礼なことを言ってしまった、申し訳ない」

　イリステラは不思議そうに、キキモラの顔を覗のぞき込んだ。少し不自然だっただろうか、と不安になる。もっと驚いたほうがよかったかもしれないが、もう取り返しがつかない。

　しかし、イリステラはすぐに笑みを戻し、

「いえ、お気になさらないでください。それで──申し訳ないのですけど、しばらくここで休んでいてくださいますか？　わたくしは、ちょっと用ができてしまいました」

　キキモラはあいまいに頷うなずき、イリステラはにこにことした顔で、

「ティリエル──わたくしのメイドに、あなたが不自由をしないように申し伝えておきます。なにかあったら、いつでも彼女に申しつけてくださいな」

「む、う、うむ。気を遣っていただいて、ありがたく思うよ、王女さま」

　イリステラはにこやかに一礼して、そのまま部屋から出て行った。

　ひとり残されたキキモラは、安堵と喜びの吐息を漏もらした。

「や、やった……！　成功しました、お師さま、見ていてくださいますか……？」

　枕まくら元もとの『立派な魔族エマ＝デモナスになるために』を手に取り、笑うドクロに向かって話しかける。まるでそれがお師さまの代わりだとでもいうように。

　しかし、キキモラはすぐに三十五ページ四行目を思い出した。たとえ独り言でもこんな謙けん虚きよではいけない、と真面目なキキモラは思い込み、「こほん」と咳せき払ばらいをして、

「ふ、ふふふ、愚おろかな人間共め、自ら身のうちに毒を取り込むとは救いがたいな！　見ているがいい、わたしに優やさしくしてくれたことを、すぐに後悔させてやるからな！　ふふふ、あははははは、はーっはっはっはっは！」

　外に聞こえないように小声で勝ち誇ほこるという器用なことを、ひと通りやり終えてから、キキモラはふと不安になった。「こ、これでいいのかな……？」とつぶやきながら、彼女は再び『立派な魔族エマ＝デモナスになるために』を開き、それを熟じゆく読どくしはじめた。




　　　　◆




　マルベス・アーデルハイド。六十二歳。侯こう爵しやく位にある上級貴族であり、クィンストラウス王国の内務大臣を任ぜられている。名門アーデルハイド家に生まれ育った彼は、二十一歳の折に内務局書記官補佐の職に就いてから四十年あまり、国内のさまざまな政務に携たずさわってきた、クィンストラウスきっての政治家である。

　マルベスはまた、その輝かがやかしい経歴と同時に、騎き士し団だん長ちようドル・ドーザに匹ひつ敵てきするほどの頑がん固こ者ものとして知られている。ドル・ドーザと異なるのは、彼が実力主義者であることに対し、マルベスは階級主義者であるということだ。高貴に生まれたものには、それ相応の権利と、そして、義務が発生する。そう考えるマルベスは、当然のことながらイリステラがドル・ドーザと同じくらい苦手とする老人なのだ。

　そんなわけだから、マルベスの立ち会いのもと、『祈フりレ乙イ女ア』として巡礼団と打ち合わせをしてきたイリステラは、今にも倒れてしまいそうなほど疲れ切っていた。

「ひ、姫さま。お疲れさまです──」

　先に部屋に戻っていたティリエルは、慌あわてて立ち上がりイリステラを迎えた。

　しかしイリステラは無言。のろのろと歩み寄ると、ふっと身体から力を抜き、ティリエルに向かって倒れ込んだ。

「わっ!?　い、イリステラさまっ!?　大丈夫ですか!?」

「だめです。わたくし。もうだめ。さきだつふこうを、おゆるしください──」

「な、なにを仰おつしやるのですか、しっかりなさってください！」

　アッシュは頭を掻かいた。ティリエルの目には涙さえ浮かんでいる。つかつかと近づいて、アッシュはイリステラの腕を取り、

「お戯たわむれもほどほどに、イリステラさま」

　呆あきれたように言って、ソファに座らせた。

　ティリエルは、イリステラの身体を抱きとめようとした体勢のまま、固まっている。

　涙の浮かんだ目をぱちくりさせると、そこから雫しずくがこぼれ落ちた。

　イリステラは、素早く手を伸ばして指先でそれをすくい取った。口元に運ぶ。

　ティリエルの涙で喉のどを潤うるおしたイリステラは、にっこりと微笑ほほえむと、

「ふう。ようやく人ひと心ごこ地ちがつきました。ごちそうさま」

「ひっ、姫さまっ……！」

　本気で心配したのにと、まだ潤うるんでいる瞳ひとみが訴うつたえかけていた。が、その表情こそがイリステラの望んでいたものだった。大好きなティリエルが恥じたり困ったり涙ぐんだりしている姿ほど、イリステラが好むものはない。

　こほん、と咳せき払ばらいをして、アッシュはイリステラとティリエルのあいだに立った。

「そういうことはやめてくださいと、いつも申し上げているでしょう」

　イリステラは上目遣いにアッシュを見上げ、

「なんです。いいじゃありませんか今くらい。こんなにもくたびれ果てているんですもの、ほんの少し遊ぶくらいの余裕がないと、わたくし、本当に死んでしまいます」

　唇をとがらせて、すねたようにそう言った。すねるということは甘えるということである。ティリエルはアッシュと顔を見合わせてから、諦あきらめたように首を振った。手の甲で涙の残ざん滓しを拭ぬぐい、立ち上がる。

「だいぶお疲れのご様子ですね。お茶を淹いれますよ」

「ありがとう、ティリエル。手間をかけますね」

　物もの憂うげにソファにもたれかかったまま、イリステラはティリエルの労をねぎらう。つい一瞬前までティリエルをいじめていたくせに、その微笑みは慈じ愛あいと真情に満ちていた。

「ところで──」

　と、果実茶に蜂はち蜜みつを垂たらしながら、イリステラはふとティリエルを見た。

「キキモラさんは、どうなさっていますか？」

　なぜだろう。

　ただその一言で、ティリエルがきゅっと唇くちびるを噛かんだのは。

　そうしながら、彼女はうつむき加減に、ぽつぽつと言葉を落とす。

「今は、休んでもらっています。イリステラさまの『神聖魔法』で怪け我がを癒いやしたとはいえ、安静にしていなければなりませんから」

「あの方の服は、どうなさいました？」

「……姫さまの仰おおせのとおり……上級メイドの制服を貸し与えました」

「そうですか！　それは、ありがとうございます、ティリエル」

　ぱあ、と表情を輝かがやかせたイリステラに、ティリエルは「くっ」とうめいて横を向いた。

　アッシュはその二人を交互に眺ながめて、内心で思う。

　なにやら──自分の知らないところで、不ふ穏おんな事態が進行しているらしい。

「キキモラさんって、あの馬車に引きずられてた女の子ですよね？　あの人が、どうかしたんですか？」

「……別に、どうも、しないわよ……」

　低くつぶやいたティリエルの声は、明らかに「どうかしました」と言っていた。そんな彼女の袖そでを引き、イリステラは輝かがやくような笑顔のまま、

「ねえねえ、ティリエル、それならわたくし、キキモラさんにお会いしたいです。先ほどのマルベスの非礼をきちんとお詫わびしなくてはなりませんし、それにほら、メイド服のキキモラさんを見てみたいのです！」

　はしゃぐイリステラの姿を見て、アッシュは嫌いやな予感を覚えた。

　この人が、こういう表情をするのは、たいてい『趣味』がらみのときだ。

　ティリエルはじっとりとした目でイリステラを見つめていたが、やがて小さく息を吐き、

「……わかりました。では、参りましょう」

「はい！」

「ぼ、ぼくもご一緒します」

　己おのれの直感に従って、アッシュはそう言い出した。その申し出にイリステラが一瞬固まったのを見て、アッシュはその直感が正しかったことを知った。




　部屋の中央で、キキモラはちょこんと椅い子すに腰かけていた。

　上級メイドの制服に包んだ身を、もじもじと落ち着かなそうにしている。白く端たん整せいな顔立ちは、わずかに緊張しているようだった。大きな金色の瞳ひとみが、部屋に入ってきたイリステラたちをまじまじと見つめている。愛らしい人形が椅子に飾られているかのようだ。

「まあ！」

　それを見て、イリステラは胸の前で手を組んだ。キキモラを見る瞳はきらきらと輝いて、恋する乙女のそれである。その態度に、ティリエルがますます不ふ機き嫌げんになった。

　椅子に腰かけながら、キキモラは唇くちびるの端を吊つり上あげた。

「や、やあ、王女さま。ご機嫌はいかがかな」

　おや、とアッシュは意外に思った。

　最初に話したときと、言葉遣いが違う。こんなに横おう柄へいな話し方ではなかったはずだが──

「おかげさまで。キキモラさんは、なにか不自由はございませんか」

「丁重にもてなしてもらえて、感謝しているよ。こんなに素敵な服もいただけたしね」

「……別にあげたわけじゃないわ。貸してるだけよ」

　ぼそりとティリエルがつぶやき、イリステラは咎とがめるように彼女を見る。

「ティリエル、言葉には気をつけなさい。キキモラさんの怪け我がには、わたくしたちにも責任があるのですから」

「うっ……、申し訳、ありませんでした……！」

　ぎりぎりと、歯ぎしりの音が聞こえてくるような謝罪に、キキモラは明らかな困惑の表情を浮かべた。それとなくティリエルから視線を外し、「こほん」と咳せき払ばらい、

「そ、そのことはいいよ。あれは事故だったんだし、それに、きみたちのほうがわたしを助けてくれたみたいなんだし」

「そう言っていただけると助かりますわ、キキモラさん」

　イリステラはにこにこしながら、ふとアッシュたちを振り返り、

「そうそう、改めて紹介いたしますね。こちらの二人は、わたくしの従者のティリエルとアッシュです。あなたを馬車から解き放ったのは、こちらにいるアッシュのほうですよ」

　唐突に紹介されて、アッシュはやや戸と惑まどいながらも、礼儀正しく頭を下げた。

「アッシュ・ウィリアックです。大事がなくてなによりでした」

「あ、う、うん。あのときは、どうも──」

　言いさして、キキモラの顔がみるみる赤くなっていく。アッシュと初めて言葉を交わしたときのことを、思い出したのかもしれない。アッシュも気まずい思いで目をそらした。悪気がなかったとはいえ、お尻しりを見てしまった。

　と、場を和ませるように、イリステラがにこにこしながら付け加えた。

「アッシュは『竜戮騎士テイフオニロス』でもあるのですよ」

「『竜戮騎士』!?　その若さで──」

　さすがに驚おどろいて、キキモラは大きく目を見開いた。アッシュは慌あわて、

「いやっ、『竜戮騎士』といっても、まだ見習いだよ！　全然未み熟じゆくだし、そんなに大したものじゃない！」

　そう弁解しながら、アッシュは恨みがましくイリステラを見た。どうもこの人は『竜戮騎士』という名の重みを理解していない。ひとつの王国で最強の部類に入る戦士のみが許される称号なのだ。見習いにも、その重みの一いつ端たんがある。他国人においそれと教えて欲しくなかった。

「そうか……きみが……いや、なるほど……」

　キキモラはしきりに頷うなずき、何事かを考えている。そんな彼女に、イリステラは言う。

「キキモラさん」

「えっ？」

「先ほども申し上げましたとおり、キキモラさんの怪け我がはわたくしたちにも責任の一端があります。あなたの身体が癒いえるまで、クィンストラウス王国の名に於おいて、きちんと面倒を見させていただきます」

「そ、そうか。それじゃあ、ひとつ提案なんだけれど──」

「はい、なんでしょうか？」

「……わたしを、この城で雇ってはもらえないかな？」

　アッシュは目を瞬またたかせた。ティリエルの表情に浮かぶ警けい戒かい心しんが色濃くなる。

　そして、イリステラは──青い目を、きらりと輝かがやかせていた。

　そのことに気づいているのかどうか、キキモラは胸に手を当てて、つらつらと語る。

「わたしは旅芸人なんだ。芸をして、そのおひねりをもらって生きている。『聖夏祭サンフエスタ』は、まさにかき入れ時なのだけれど、ちょっとこの身体じゃ芸はできそうになくてね、」

「それ、怪け我がの補ほ償しようをしてほしいっていうこと？」

　冷静なティリエルの言葉に、キキモラは慌あわてて首を振り、

「い、いや、そうじゃなくて！　ほら、他の方法で路ろ銀ぎんを稼かせがなくてはいけないだろう？　だから、もしよかったらここで働かせてもらえないかと、そう思ってだね──」

　イリステラが満面の笑みを浮かべながら、ぱちん！　と両手を打ち合わせ、

「それくらいでしたら、おやすい御用──むぐっ」

「ちょっと失礼しますイリステラさま」

　さっと手を伸ばして、ティリエルは不ふ遜そんにもイリステラの唇くちびるを手で塞ふさいだ。

「あたしは姫さまに仕える上級メイドの束ね役をしてるわ。そうである以上、そう簡単に見ず知らずの人間を迎え入れるわけにはいかない」

「う……」

　ティリエルの指摘に、キキモラは目に見えてたじろいだ。

「補償を求めるのなら、それはそれで構わないわ。そちらのほうが面倒はないし。でも、働きたいというのなら、それ相応の調査をしなくてはならない」

「そ、それは……」

「そもそもアンタ旅芸人なのよね？　芸人とメイドじゃ求められる能力がまるで違うわ。一体なにができるっていうの？」

「えっと……料理も、掃除も、お洗濯も、できます……あっ違う、で、できるさ」

　ティリエルがなにかを言うたびに、キキモラは一回り小さくなっていくようだった。

　アッシュは、なるほど、と思う。

　先ほどまでは『横おう柄へいな少女』という印象を抱いていたのだが、今では『大人になりたくて背伸びをしている少女』という印象に変わっていた。矢のように投げかけられるティリエルの指摘に、キキモラは金色の瞳ひとみを潤うるませ、たどたどしく受け答えをしている。

　確かに、これは──

「──っぷは！　ティリエル、いつまでそうしているのですか！　キキモラさん、あなたの要望は承知いたしました！　今日からあなたは、わたくし付きの上級メイドです！」

　イリステラが、実に好みそうな素材である。

　そして、『イリステラが好みそう』ということはすなわち『ティリエルが遠ざけたい』と思うことと同じ意味だった。ティリエルはさっと顔色を変え、

「い、イリステラさま!?　そんな、勝手に──」

「なにが勝手です、わたくしのメイドをわたくしが選んでなにが悪いというのですか！」

「悪いですよ！　だってイリステラさま、あの子にも、その、な、なさるおつもりなのでしょう!?」

「なっ！　な、なにを理由に、そのような言いがかりを──」

「……あの」

「ひどいですよイリステラさま、アッシュは仕方がないから認めたのに、こんなに次から次へと──イリステラさま、あたしに飽きてしまったのですか!?」

「あの」

「そ、そのようなことはありません！　ティリエル、あなたはわたくしにとって、なによりも大事な『遊び』──」

「あの！」

　アッシュは大声で二人の会話を中断させ、そのあいだに割って入った。

「……そのお話は、もう少し落ち着いたところでお願いします」

　そう指摘すると、さすがに二人とも気まずそうな表情になった。肘ひじでお互いを突つつきつつ、そそくさと部屋の外に退散する。アッシュはキキモラに丁てい寧ねいに礼をして、

「すいません、キキモラさん。もう少し時間をいただいてからの返答でいいですか？」

「あ、うん。それは、構わないけど」

　アッシュは頷うなずき、ティリエルとイリステラの話し合いに参加するため、踵きびすを返そうとして、

「あの。アッシュ、さん」

　呼び止められた。

　目を瞬またたかせ、アッシュはキキモラのことを見る。顔を伏せ、椅い子すの上で身を固くしながら、彼女はアッシュのことをちょいちょいと手招きしていた。

「……？」

　不思議に思いながらも、アッシュはキキモラに近づいていく。うつむいていたキキモラは、アッシュがすぐ傍そばまで来た瞬間、ぱっと顔を上げた。

　金色の瞳ひとみが、奇妙な輝かがやきを放った。

「あの王女さまがどういう人間なのか、教えなさい」

　どろり、と、足下の床が泥でい濘ねいに変じた。

　同時に、周りの空気がぐるりと色を変え、キキモラの声と共にアッシュの耳に流れ込んでくる。それは彼から思考力を奪うばい、夢見るような奈な落らくへと突き落とそうとした。

「うっ……？」

　うめきをあげて、アッシュは激しく頭を振り、それに抵抗した。ぎゅっと目を閉じて、歯を食いしばり、足を踏ふみしめて、身を攫さらうような感覚に耐える。

　なにが起きたのか、意識していたわけではない。彼を動かしたのはただ反射、『竜戮騎士テイフオニロス』見習いに相応ふさわしい実力をつけるため、三ヶ月にわたって続けていた訓練の賜たま物ものだ。

「あ、あれ？　なんでっ!?」

　どこか遠くから響ひびく声を、聞くともなく聞きながら、アッシュはぐらつく身体を支えるために腕を伸ばした。柔やわらかいものが手に触れて、それに縋すがるようにぎゅっと掴つかむ。

「ぴっ!?」

　そんな、高い音が耳に弾はじけた瞬間──アッシュを取り巻いていた奇妙な感覚は、嘘うそのように吹き払われた。

　固く閉じていた目を開けると、すぐそこにキキモラの怯おびえた顔があった。アッシュが掴んでいた柔らかいものは、彼女の肩だったのだ。

「ッ!?　ご、ごめんなさい！」

　アッシュは弾かれたように、彼女から身を離した。

「あ、い、いえ──」

　さっと顔を赤らめて、キキモラは再び足下に視線を向けた。気まずい思いに頬ほおを掻かきながら、アッシュは今し方の感覚を訝いぶかしく思い返していた。

　……なんだ、一体？

　一日の疲れが出たのか、とも思ったが、それにしてもあんなめまいは経験したことがない。『収穫祭』で悪わる酔よいしたときのような、そんな感覚だった。

　とはいえ、それを考えるのはあとでいい。

　今は、目の前で怯える少女に非礼を詫わびなくてはならなかった。

「失礼しました、少し体調が優すぐれなくて。それで、聞きたいことというのは？」

　キキモラがなにかを尋ねたという記憶はあるのだが、それがなんなのかは覚えていなかった。めまいと頭痛の波が、アッシュの頭からその言葉を流し去ってしまったようだ。

「あ、あの……ええと……、そ、そう！」

　キキモラは顔を強こわばらせていたが、やがて思いついたように背筋を伸ばし、

「た、助けて下さって、ありがとうございましたっ！」

　そう叫んで、ぴょこりと頭を下げた。

　アッシュは目を丸くしたが、すぐに笑って応じた。

「どういたしまして。騎き士しとして、当然のことをしたまでです」

　キキモラは驚おどろいたように、その顔を上げて。

　アッシュの笑みを見て、わずかに顔を赤らめた。

　その反応に、アッシュは内心で首をかしげたが、あまり深く追求することはしなかった。もう用はないものと判断し、彼はキキモラに礼儀正しく一礼をすると、そのまま部屋から出て行った。













　　　第二幕　金の瞳ひとみが刻むもの







　遥はるか遠くの昔、『帝国』初代皇帝シェルアリラ・リル・ベテルギアスが、名もなき少年の勇者と共に、災さい厄やくの黒い『竜』を屠ほふり、その覇は業ぎようの口火を切った頃ころ──

『竜』の屍しかばねは、新しい災厄の種になろうとしていた。

　斃たおれた『竜』の屍し体たいは、一国を悠ゆう々ゆうと横切るほど巨大なものだった。いかに彼女を屠ったシェルアリラといえども、それほどの巨体を片付けることはできなかった。

　なお悪いことに──『竜』の屍は、彼女が生前に撒まき散ちらしていた毒の息よりも、さらに強い致ち死し性せいの猛もう毒どくを放つようになったのである。

　シェルアリラの防護魔法でさえも防ぎきることのできない病毒に、大地は汚され、大河は腐くされ果てた。仕方なく、シェルアリラと勇者は『竜』が斃れた地を『死竜の寝床ブラツクレア』と名付け、誰だれも近づけないように封印を施ほどこしたのだった。

　その屍から、無数の『竜』の子が産まれるということを、そのときは誰も知らなかった。

　人も、獣けものも、虫さえも寄りつかなくなった不ふ浄じようの大地で──

　斬きり落おとされた七つの『竜』の首から、いつしか、七人の魔王が生み出された。

　四つの瞳ひとみを持つ魔王たちは、中天に日につ蝕しよくが起こったその日、全員が自らの瞳を抉えぐり、麾き下かとして蠢うごめく二十八の氏族を造り出した。

　そうして、盲もう目もくの七人の魔王たちは、氏族と共に自分たちの国を作りはじめた。

　母なる『竜』の屍しかばねから黒くろ金がねの皮ひ膚ふを剥はぎ取り、それを天に広げてとこしえの夜を創り出した。金こん剛ごうの骨を加工して、病毒に汚れた『死竜の寝床ブラツクレア』をぐるりと囲み、万軍で万年のあいだ攻めつづけようとも決して砕かれることのない城壁を築いた。

『竜』の強きよう靱じんな八本の足からは、八つの都が産まれた。七人の魔王たちはそれぞれの都を選び、残された最後の都は、母なる『竜』が復活したときの聖地とした。

　災さい厄やくの『竜』から産まれた、災厄の種族──『魔族エマ＝デモナス』。

　彼らの使命は、彼らの喜びは、ただのひとつに過ぎない。母なる『竜』を滅ほろぼした人間どもに、破は滅めつと混こん沌とんをばらまくこと。いずれ『竜』がこの世に舞い戻ったそのとき、母に相応ふさわしい『巣』を用意しておくことこそが、彼ら暗き種族の唯ゆい一いつの喜びなのだった。




　というようなお話を、キキモラは魔都パンデモニアスの自分の家で、母親に毎夜のように寝物語で聞かされて育った。

　そのお話のどこまでが神話で、どこからが事実なのか、キキモラは確かめたことがない。少なくともパンデモニアスではそういった確認をするのは、不敬ではないにしろ、時間の無む駄だとされていたからだ。

　第一、キキモラは教えられたことを疑うような少女ではなかった。裏切りと背信を美徳とする『魔族』の中にあって、キキモラのように純粋で素直な女の子が育つことは、ほとんど奇跡といってよかった。

　パンデモニアスで、キキモラは紛まぎれもなく異い端たんの存在であったが、その能力は誰だれもが認めるところだった。決して努力を怠おこたることなく、自らの魔法の力を磨みがきつづけた結果、彼女は二十八の氏族のひとつである『マインドハッカー』の称号を与えられるまでになった。

　しかしキキモラは、真面目な一方で要領に欠けるところがあった。

　生き馬の目を抜く『魔族』社会において、それはほとんど致ち命めい的てきな欠点だった。

　数多あまたの手柄を立て、しかしそのほとんどを同どう輩はいに奪うばわれ、しかもそれに気づきもしないキキモラを、パンデモニアス評ひよう議ぎ会かいは持てあました。『学校』に置いておくには強力すぎるが、『使徒』として扱うには頼りなさすぎる──そんな矛盾に頭を悩ませた評議会は、ある条件をキキモラへの試金石とした。

　すなわち、『聖夏祭サンフエスタ』を妨ぼう害がいし、その国の『霊脈レイライン』を乱すこと。

　いかに強力な『魂繰りマインドハツク』の使い手とはいえ、ひとりで行うにはあまりにも重すぎる工作任務だった。お師さまはそれを受けるのを渋ったが、キキモラとしてはむしろ望むところだった。どんなことでも努力をすればできないことはない、というのが、彼女の（極めて『魔族エマ＝デモナス』らしからぬ）持論だった。

　そして、現在──

　キキモラは、敵である人間の王国、その城の一室で目を覚ました。

　窓の外からは陽光が差し込み、スズメの鳴き声が聞こえる。永遠の夜に包まれたパンデモニアスではあり得ない光景に、キキモラはぼんやりと見入っていた。

「……む。よし！」

　キキモラは起き上がり、ぱちん、と両りよう頬ほほを叩たたいた。

　眠気が覚め、自分のなすべきことが思い起こされる。

『聖夏祭サンフエスタ』を妨ぼう害がいし、この国を破は滅めつさせるために、まずなすべきこと。それは──

　着替えだ。

「えと……確か、これだよね」

　ベッドから降りてクロゼットを開け、そこに収められていたメイド服を手に取る。昨晩はほとんど使う間もなかったが、今日からはこれがキキモラの第二の皮ひ膚ふになるだろう。そう、彼女が『聖夏祭』を破滅させるための、格好の化けの皮に──

「ふふふ……人間どもめ、わたしをこの城に招き入れてしまったことを、あとになってからせいぜい悔やむが──」

「失礼します」

「ぴっ!?」

　にやりにやりと笑って、ひとりで見栄を切ろうとしていたところで、突然部屋の扉が開いた。キキモラはメイド服を手にしたまま、ぎくっと身体を硬直させる。

　部屋に入ってきたのは、空色の髪かみと紫むらさきの瞳ひとみを持つ、小柄な少女だった。キキモラが手にしているものと同じ、メイドの制服を着ている。

　彼女は機械のように正確に、完かん璧ぺきに礼をして、自己紹介した。

「はじめまして、ユーピッドと申します。メイド長のティリエルさまから、あなたの指導をするように仰おおせつかっております。──着替えの途中でしたか？」

　こくこくと頷うなずいたキキモラに、ユーピッドは一度だけ目を瞬またたかせ、

「お手伝いします」

　なぜか、そういうことになってしまった。

「はい、ばんざーい」

　幼児に言い聞かせるようなユーピッドの声に、キキモラは顔を赤らめる。パジャマを脱がされ、下着姿になったキキモラにメイド服を着せると、次にドレッサーの前に引き出した。桃色の髪は、寝ね癖ぐせでぐしゃぐしゃになっている。

　ブラシを手に取って、ユーピッドは教科書を読むような平板な口調で、

「わたしたちが働く『上層部アツパーヤード』は、貴族の皆様がいらっしゃるところです。上級メイドとして、礼を失さないように振る舞うことはもちろん、身だしなみにも気をつけてください」

「は、はい……」

　なんだか得体の知れない迫力を感じて、思わず素で答えてしまう。

　キキモラは鏡の中にある自分の顔を見つめながら、状況を整理する。

『聖夏祭サンフエスタ』を破は滅めつさせるために、キキモラはいくつかの手立てを用意してきた。しかしどの手段が一番いいのかは、まだわからない。それを判断するには情報を集めなくてはならない。

　もっとも必要としているのは、『祈フりレ乙イ女ア』イリステラ・クィンストラウスの情報だった。しかし王女さまのことを嗅かぎ回るのは、不ふ審しんに思われるかもしれない。

　しばらく考えてから、キキモラはぽつりと尋ねた。

「アッシュさんって、『竜戮騎士テイフオニロス』見習い、なんですよね」

「はい」

　ユーピッドの答えは、簡かん潔けつにして明めい瞭りようだ。キキモラは、アッシュが自分の『魂繰りマインドハツク』に耐えきったことを思い出していた。

　見習いとはいえ、さすがに『竜戮騎士』というべきだろう。魔法の素そ養ようがない人間でありながら、《甘ラ言イ》を耐えきるとは。よほど魔法に対する『耐性レジスト』が強いのか、それとも意思が強いのか──いずれにせよ、彼が最大の敵になりそうだ。

　ふと、キキモラは、アッシュが自分を助けてくれた恩人であることを思い出して、沈ちん痛つうな表情になった。とはいえ、良心などというものは『魔族エマ＝デモナス』の中では悪徳である。それを振り払うように、キキモラは確認を続ける。

「優ゆう秀しゆうな人、なんですね」

「いいえ」

「へっ？」

　思わず声をあげてしまったキキモラに、ユーピッドは少し考えてから、説明する。

「アッシュさまは努力家ですが、あの方に剣技の稽けい古こをつけているティリエルさまのお話を聞く限り、その方面に関して優秀な方とは判断できません」

「え、いや、でも、そんな……」

　優秀でないのに、『竜戮騎士』になるということがありえるのだろうか？　いや、確か見習いだったろうか──そもそも『竜戮騎士』見習いなどという称号があっただろうか──ある程度の技量がなければ、任じられることさえないはずだ。

「………………」

　鏡の向こうにいる自分の目が、きらりと光った。

　その状況は、実に不自然である。

　そして、不自然なところにこそ、『魔族じぶん』の付け入る隙すきがある。

「ユーピッドさん。アッシュさんのことを、もう少し、教えていただけ──、教えて、くれないかな？」

　三十五ページ四行目のことをぱっと思い出したキキモラは、唐突に口調を変えてそう言った。そのことに気づいたのかどうか、ユーピッドは表情を変えず、キキモラの桃色の髪かみにヘッドドレスを載のせた。

「お仕事の話を終えたあとに、機会がありましたら」

　そう言われて──キキモラは、自分がこの城のメイドとして働くことになったのだということを思い出し、小さく頷うなずいた。




　　　　◆




『上層部アツパーヤード』、尖せん塔とうの最上階、『武勇の円技場ヴエイラーホール』。

　アッシュとティリエルは、そこで対たい峙じしていた。

　木製のレイピアを構え、腰を低く落としながら、ティリエルの赤い眼は瞬まばたきを忘れてしまったかのようだった。微び動どうだにしないまま、じっとこちらの隙すきを探っている。

　じり、と、隙を作らないようにしながら、アッシュは両手に構えた木剣を動かした。

　アッシュの双剣は、左右で大きさと重さが異なっている。右は小さく軽く、左は大きくやや重い。最初は手に馴な染じまず苦労したのだが、今ではそれなりに扱えるようになった。

　アッシュの構えを見て、ティリエルはぽつりとつぶやいた。

「なかなか堂に入ったものね。やっぱりそっちのほうが合っていたということかしら」

　言いながら、ティリエルはわずかに身体をたわめた。アッシュの内心の緊張が高まっていくが、それはおくびにも出さず、笑ってみせる。

「きみの訓練のたまものだよ、ティリエル」

「お世辞を言っても手加減しないわよ」

「当たり前だ。手加減をしてもらったら訓練にならない」

　ティリエルは赤い眼を細め、ぺろりと唇くちびるをなめた。

「本気を出さないと、あたしがアンタに勝てないとでも思ってんの？　──少しくらい強くなったからって、調子に乗らないことね！」

　叫んでティリエルは地面を蹴ける。雷らい光こうとさえ称される、素晴らしい突きがアッシュの喉のど元もとを襲おそった。合わせてアッシュは後退しながら、素早く右の短剣を滑すべらせた。

『軽い』短剣でレイピアの突きをいなしつつ、アッシュは一歩だけ前に出た。眼前にまで迫ったティリエルの顔面めがけて、頭突きを叩たたき込こもうとして、

「ふん！」

　ティリエルは自分から額ひたいを打ちつけてきた。

　がづん、と額ひたい同士がぶつかり合い、視界が一瞬白くなる。とはいえそれは織おり込こみ済みのこと、彼は慌あわてずに左手、『重い』短剣を振るってティリエルのこめかみに叩たたきつけた。

　しかし、一瞬だけ遅かった。ティリエルはするりと後退してしまう。本当なら、奇き襲しゆうの頭突きによってその『一瞬』を稼かせぐ手はずだったのだが──ティリエルのほうも、同じことを考えていたらしい。あるいは、弟子アツシユが師匠テイリエルの思考を真ま似ねた、というべきか。

　アッシュは逃がさない。その後退に添そうように、まっすぐ前進する。

　ティリエルの戦法の本質は、『一撃離脱ヒツトアンドアウエイ』である。レイピアのリーチと爆発的な瞬発力を武器として、敵の届かない場所から強きよう襲しゆうし、一撃を加えてまた届かない場所へと去っていく、その繰り返しこそが彼女の強みだ。

　それを封じるには──常に、間合いを詰めていなくてはならない。

「ちっ！」

　ティリエルは不快そうに舌打ちをして、顔をしかめた。敵が不快に思うことを積み重ねた結果に勝利があるということを、アッシュは学びはじめていた。

　しかし、彼は失念していた。

　目の前にいる赤あか髪がみの少女は、それを教え込んだ本人であるということを。

　そんな彼女が、『不快』などというあからさまな情報を、敵に与えるはずがないのだ。

　後退するティリエルに誘われるように、アッシュは不用意に踏ふみ込こみ──

　彼女が突然足を止めた瞬間、自分の誤ちを悟った。

　不快に歪ゆがんでいたティリエルの口元が、にやりと笑った。

　反射的に右、『軽い』短剣を突き入れるが、いつの間にか逆手に握り直していたレイピアの柄つかで、あっさり弾はじかれてしまった。『軽い』短剣は弧こを描いて飛んでいき──次の瞬間、レイピアの柄が、アッシュの顎あごを強打していた。

「がっ!?」

　濁にごった声をあげて、アッシュの身体がぐらりとふらつく。悪あがきで振るった『重い』短剣を悠ゆう然ぜんと躱かわし、ティリエルはアッシュの下腹部に前まえ蹴げりを見舞った。無様に転んだ彼の首筋に、レイピアを突きつける。

　ふふん、と、紅あかい瞳ひとみが勝ち誇ほこっていた。

「それで、ほかに言うことは？」

「…………参りました」

　ティリエルはにんまりと笑み、ゆったりとした動作でレイピアを腰に収めると、その右手をこちらに差し出してきた。アッシュのことを立ち上がらせつつ、論評する。

「隙すきを見つけたからって不用意に突っ込まないこと。もしかしたらその隙は、相手が用意したものかもしれないでしょ」

「う、うん」

「返事は『はい』。それと、突っ込むなら突っ込むで、ちょっとは勝率の高いほうに突っ込みなさい。なんでさっきの状況で右の短剣を使うのよ。普通に考えたら威い力りよくの高い左のほうでしょ？　あそこで弾はじかれなきゃ、まだメはあったかもしれないのに」

「はい……」

　ぱんぱん、と衣服の汚れを払いながら、アッシュはため息をつくように返事をする。

　もう三ヶ月にもなる。ティリエルとの訓練は、百回にも及んでいるが──勝てることができたのは、ほんの数えるほどだ。

　もともと、アッシュは『外衛騎士団アウターガーズ』でも『落ちこぼれ』として知られていた。三年間、騎き士し見習いとして学んできたが、訓練試合で勝てたことはほとんどない。たかだか三ヶ月くらいで目に見えて成長するはずもないとわかってはいるが──

　今のアッシュは、ただの騎士見習いではない。『竜戮騎士テイフオニロス』見習いなのだ。その称号の重みが、両肩に食い込んでいるようだった。

　両手に握った短剣を見下ろしながら、アッシュはぽつりとつぶやく。

「本当に、これでよかったのかな……？」

　聖堂を巡めぐる冒険において、強力な魔法の双剣──『シャルクインの双そう星せい』は失われてしまったが、あの経験はアッシュのスタイルにちょっとした変化を与えていた。

　一本の短剣ではなく、二本の双剣を扱うようになったのである。

　最初、それを言い出したとき、ティリエルには反対されるかと思った。二刀流などというものは、いかにも子供っぽいアイディアのようだったし、発案者であるアッシュ自身、ちょっとした思いつきに過ぎなかったのだが──

「なに言ってんの。アンタにぴったりじゃない、それ」

　タオルを放って寄よ越こしながら、ティリエルはあっけらかんと言った。

「そう、かな」

「そうよ。いくらアンタが非力ったって、二本の短剣を扱えないほど力が弱いってわけじゃないでしょ。それに、短剣の強みである手数が増えるのも好都合ね。まあ、まだ慣れないかもしれないけど──アンタの器用さを生かせば、なんとかなるんじゃない？」

　ひらひらと手を振るティリエルの姿は、あまり真面目なものとしては映らなかった。しかし、彼女の実力をよく知るアッシュは、それを『師匠からのアドバイス』と受け止めた。

　アッシュは真面目な人間である。ティリエルに、彼は深く頭を下げた。

「わかった。気弱なことを言ってすまなかった。弛たゆまず努力するよ」

　そんなアッシュを見て。ティリエルはため息をつき、

「堅かたッ苦くるしいわね、知らない仲じゃないんだから、もうちょっと砕けないものかしらね」

「……ぼくが砕けたら、きみたちの『趣味』が手が付けられないことになるだろ」

「む……」

　ティリエルはぱっと顔を赤らめた。あの天てん真しん爛らん漫まんな姫さまとは異なり、彼女のほうは『そのこと』に関して多少の羞しゆう恥ち心しんがあるらしい。

　その話題を振り払うように、ティリエルは乱暴に自分の髪かみを拭ふきながら、

「と、とにかく！　アンタの上達に付き合うことは、あたしの仕事でもあるんだから！　そんなに改まった礼なんて、しなくていいの！」

　照れているらしきティリエルの姿に、アッシュはちょっと笑い、しかしそれ以上は言い及ぼうとしなかった。タオルを使い、自分も灰色の髪を拭こうとしたところで、

『武勇の円技場ヴエイラーホール』の扉が、重々しい音を立てて開いた。

　その向こうから現れたのは、見知った顔だった。

「よ、アッシュ。元気か？」

　騎き士しの平服を身につけた、背の高い少年──トレイン・コルトロは、アッシュを見て軽く手を上げ、笑った。もうひとりの少女、キキモラのほうを見下ろして、礼を言う。

「ありがとうな、お嬢じようさん。案内してくれて」

「い、いや。おやすい御用さ」

　澄すました顔で近づいてくるキキモラに、ティリエルはわずかに眉まゆを寄せ、

「アンタ、仕事はどうしたの？」

「えっ？　そ、それは、その……」

　しどろもどろになるキキモラに、隣となりにいるトレインが助け船を出した。

「この子が掃除をしてるところに、おれが案内を頼んだんだよ。『上層部アツパーヤード』にはあんまり詳くわしくなくてな。客を案内するのも、メイドの仕事だろ？」

「ふうん──なら、いいけど。姫さまの温情があるからって、サボっても大目に見られるなんて思うんじゃないわよ」

　ティリエルの態度が刺とげ々とげしいのは、つまるところ嫉しつ妬となのだろう。キキモラが城に招き入れられたのは、イリステラが彼女に関心を寄せたからだ。恋人を取られる──そんな心境になっているのではないだろうか。

　頭痛をこらえながら、アッシュは話題を変えた。

「そ、それより、トレイン。久しぶりだね」

　トレインは、アッシュの親しい友人である。しかし、アッシュが『竜戮騎士テイフオニロス』見習いとなり、宿舎が変わってからは顔を合わせる機会がほとんどなくなっていた。

　しかし、トレインの様子に変わったところは見られない。彼は屈くつ託たくなく笑いながら、

「『外そと衛え』の宿舎におまえ宛あての手紙が届いてたんだ。そいつを届けがてら、久しぶりに顔を見ようと思ってな。ほら」

　差し出された手紙を受け取って、アッシュは驚おどろきの声をあげる。

「故郷からだ！　ずいぶん久しぶりだな──いや、わざわざありがとう、トレイン」

「いいってことよ、『竜戮騎士テイフオニロス』見習い殿」

　トレインはふざけてそう言ったが、アッシュは少し心が重くなった。『竜戮騎士』という言葉が持つ重みを、トレインは誰だれよりもよく知っている。それは、彼がいつかなろうと見定めていた夢そのものだったから。

　それを、ほとんどなにもせずに得た自分を、トレインはどう思っているのだろう。

　そんな物思いは、横からかけられたキキモラの声に邪じや魔まされた。

「アッシュさんは、『竜戮騎士』見習いなんだよね」

　場の視線が、一斉にキキモラに寄せられた。

　彼女は一瞬怯ひるんだ様子だったが、それでも、臆おくさずに言葉を続ける。

「そんなに若いのに『竜戮騎士』の名を冠するなんて、優ゆう秀しゆうなんだね。一度でいいからその剣技を見てみたいものだ」

　うっ。

　気まずさに、アッシュは顔を引きつらせる。アッシュが『竜戮騎士』見習いという過分な称号を得たのは、イリステラの『秘密』──人をいじめて喜ぶ彼女の性せい癖へきを知ってしまったという事情が大きな理由になっている。実力で勝ち取ったわけではないのだ。

　しかしもちろん、そう答えるわけにはいかない。どうごまかせばいいか悩んでいると、横からティリエルが助け船を出してくれた。

「良い度胸してるのね、キキモラ。臨時とはいえ上級メイドであるアンタが、メイド長であるあたしの前で堂々とサボり宣言だなんて」

　きゅっ、とキキモラの喉のどが鳴った。やや青ざめた顔色で、彼女は首を振る。

「そ、そんなつもりは、ないんだけど──」

「じゃあどういうつもりなのよ」

「あの、それは──この人を案内したんだし、少しくらい、いいかなって」

「そういう公私混同が許されるのは『下層部ロウアーヤード』までなの。配置換えがしたいならいつでも言いなさい、メイド長の権限ですぐに認めてあげるから」

　うう、と泣きそうになったキキモラに、トレインが慌あわてたように取りなした。

「ま、まあまあ、そんなにキツく言わなくてもいいじゃないか。あのな、お嬢じようさん──キキモラさんとかいったか。こいつはな、ちょっと前にお姫さまの命を助けたことがあるんだよ。それで、『竜戮騎士』見習いの称号をもらってな──」

　事情を聞かされたキキモラは、ぱちぱちと目を瞬またたかせた。

「でも、それだけで『竜戮騎士』だなんて、やっぱりおかしいよ。第一、誰だれが指名したんだい？　『竜戮騎士』になるためには、王族の指名が不可欠のはずだけど──」

　ぐっと、トレインは言葉を呑のんだ。アッシュも、物も言わずキキモラを見つめてしまう。

　キキモラの言っていることは、それほど奇異なことではない。むしろ、三ヶ月前の当初には多くの騎き士したちのあいだで取とり沙ざ汰たされた台詞せりふだった。

　アッシュが剣技に長たけているのならまだ説得力があったかもしれないが、彼は自他共に認める『落ちこぼれ』であった。それを押し込めたのは、主にドル・ドーザやイリステラなど、『高い人』の無言の圧力だった。

　旅人であるキキモラが無造作に疑問を呈ていしたとしても、仕方のないことではあったが、それはアッシュに返答を窮きゆうさせるものだった。

　なんとも言えない空気が、『武勇の円技場ヴエイラーホール』に漂ただよい──

「……アンタね、いい加減にしなさいよ……」

　ティリエルが、その沈ちん黙もくを破った。

　つかつかと近づき、キキモラの腕を取る。キキモラの表情に後悔が滲にじんだが、ティリエルは容よう赦しやしなかった。『秘密』に触れられたためか、その表情を緊張させながら、かろうじて『無礼を働いた部下を怒る上司』の体裁を取り繕つくろう。

「働きもしないで、人様の庭の事情に口を挟むんじゃないの！　来なさい！　アンタのことは、あたしが直々にこき使ってやるわ！」

「えっ、そ、そんな！　まだわたしは──」

　みなまで言うことはできず、キキモラはティリエルに引きずられるようにして、『武勇の円技場』から出て行った。

　あとに残されたアッシュとトレインは、呆ぼう然ぜんと互いを見交わした。

「……なんだったんだ、あの子？」

「さ、さあ……」

　言いながら、奇妙な空気が自分と親友のあいだに漂っているのを、アッシュは感じていた。自分の上に乗っかった『竜戮騎士テイフオニロス』見習いという称号を、トレインも心のどこかで訝いぶかしく思っているのだろう。

　本当のところ、どうなんだよ──そう尋ねているようなトレインの視線から、アッシュはそれとなく顔を背そむけ、ため息をついたのだった。




　　　　◆




　潜せん入にゆう開始、三日目。

　キキモラは、上級メイドの仕事が意外に楽しいことを発見していた。

　もともと真面目な性格のキキモラである。自分から考えて行動を起こすよりも、人に命令されて動くほうが性に合うのだ。家事も得意なほうだった。お師さまは魔法の腕は随ずい一いちだったけれど家のことはからきしで、その分をキキモラが行っていたからだ。

　それに、この国の人たちは、みんないい人ばっかりだし。

　山盛りの洗せん濯たく物ものを運んだり、お皿に載のった料理を運んだりしているときは、必ずどこからか手助けが現れる。それは、キキモラがメイドに不慣れなためでもあるし、また彼女が子供のように小柄でもあるからだろう。

「ああ、ありがとう。一応は礼を言っておくよ」

『魔族エマ＝デモナス』は常に傲ごう岸がんにして不ふ遜そんでなくてはならぬ。お師さまの命に忠実なキキモラは、いつもそんなふうな受け答えをした。嫌きらわれるかもしれないと、心のどこかで思いはしたが、なぜか、周囲の人間たちは、気を悪くした様子も見せなかった。

　最初こそ、酢すを飲んだような表情をするのだが──

　三日目の今ではもう、キキモラが澄すまし顔で礼を言っても、苦笑するばかりなのである。

　こんなに傲ごう慢まんに振る舞っているのに、なぜこの人たちは怒らないのだろう。

　その不思議は、次第に、周囲の人たちへの好意へと転じていた。正直なところ、パンデモニアスの意地悪な同どう胞ほうよりも、ずっと好感が持てるくらいで──

「──────!!」

　そこまで考えて、キキモラはふと我に返り、ぶんぶんと首を振った。

「な、なにを考えてるの、わたしは！　敵にほだされて、どうするの！」

　自らを叱咤しつたし、包丁を叩たたきつけるように置く。

　しばらく気を落ち着かせてから、キキモラはお盆に食器を載せていく。湯気の立つシチューとみずみずしいサラダ、香ばしい焼きたてパン。『上層部アツパーヤード』に駐ちゆう屯とんする騎き士し団だん、『近衛騎士団インペリアルナイツ』の人々へ給する昼食だった。

　それを持ち、食堂へと運びながら、キキモラは思い直す。

『潜せん入にゆう作戦』はあまり進んでいなかった。確かに《甘ラ言イ》を使えば、相手にそれと悟さとられることなく情報を収集することが可能だし、情報収集自体ははかどっている。

　しかし、決定的な情報を手に入れることができない。

『聖夏祭サンフエスタ』の最終日──すなわち、『祈フりレ乙イ女ア』が『サンカラペッジオの聖せい墓ぼ』によって『霊脈レイライン』を浄化する日まで、あと四日しかない。

　焦しよう燥そうが、じわりと胸のうちに広がり──

　ふと、キキモラの視界に、ひとりの少年が映った。

　灰色の髪かみと、灰色の瞳ひとみを持つ小柄な少年。

『竜戮騎士テイフオニロス』見習い、アッシュ・ウィリアックだ。

　ぐっと、なにかが胸の奥で鳴る音がした。

　昼食の時間だというのに、彼は『近衛騎士団』の食堂には向かっていないようだ。腰に二本の短剣を差したまま、尖せん塔とうへと入り込んでいった。

「………………」

　それを見届けてから、キキモラはある決意をして、足早に歩きはじめた。

『近衛騎士団インペリアルナイツ』の食堂で昼食の支度をする。出来合いの食事を並べるだけだから、他の上級メイドたちと協力すればそれほど時間のかかる作業ではない。

　ぞろぞろと食堂に入ってきた『近この衛え』の騎士たちと入れ違うようにして、キキモラは再び厨ちゆう房ぼうへと戻った。パンをざくざくと切り刻み、そこにハムと野菜を挟み、マスタードと塩コショウで味付けをする。

　四つほどサンドウィッチを作ると、キキモラは蓋ふたつきのカップを用意し、そこに紅茶を注いだ。お盆に載のせ、尖せん塔とうへと向かった。

　その最上階、『武勇の円技場ヴエイラーホール』には、予想通り、アッシュの姿があった。

「………………」

　扉の陰から、キキモラは息を詰めてそれを見守る。

　剣の訓練をしているようだった。両手に短剣を握り締め、素す振ぶりを繰り返している。訓練相手のティリエルの姿はないから、これは彼の自主的なトレーニングなのだろう。

　お盆を持ったまま、キキモラはそっと『円ホ技ー場ル』の中に入った。

『聖夏祭サンフエスタ』を揺るがせる情報があるとしたら、それは、あの少年の中にある。王女の危機を救ったという功こう績せきは、確かに賞しよう賛さんされてしかるべきものなのかもしれない。しかし、それならば勲くん章しようのひとつでも与えればいいのに、なぜ王族の護ご衛えいを専任とする『竜戮騎士テイフオニロス』の称号を与えられたのか。

　恐らくはそこに、なにがしかの『秘密』がある。

　自分の『魂繰りマインドハツク』によって──その『秘密』を暴あばき出だすのだ！

　そう考え、声をかけようとしたところで、アッシュが不意にこちらを向いた。

「あれ」

　ぎくっと鳴った心臓を、かろうじて無表情の下に抑えつけ、キキモラはつんと澄すまして両手のお盆を掲かかげた。

「食事だよ。きみは食堂に来ないみたいだから、わざわざ持ってきてあげたんだ」

「あ、ありがとう」

　珍しい生き物を見るように、アッシュは目を丸くしてキキモラを見つめている。キキモラは内心の動どう揺ようを隠かくしながら、周囲を見渡した。バルコニーにテーブルセットを見つけ、そちらに近づいていく。

「せっかくだから、わたしの賄まかないも一緒に済ませてしまっていいかな」

「え、あ、うん。それは、構わないけど」

　戸と惑まどいつつも、アッシュはそう答える。首にかけたタオルで汗を拭ぬぐい、少し迷うような素そ振ぶりを見せてから、キキモラの後からついてくる。

　バルコニーに出ると、夏の強い日差しがキキモラの背中を焼いた。しかし、テーブルセットにはご丁寧にパラソルがついている。それを開くと、過ごしやすい日陰が生まれた。そこに昼食を開いて、キキモラとアッシュは揃そろってテーブルにつく。

　間。

「あー……その、なんだ……」

　アッシュの不思議そうな視線を、それとなくそらしながら、キキモラは言葉に迷う。どう切り出すべきかわからないが、とりあえず、

「た、食べたらどうだ？」

「うん。いただきます」

　頷うなずいて、アッシュはサンドウィッチを手に取り、ぱくりと囓かじった。

「あ。おいしい」

　アッシュが小さく感想を漏もらしたのを聞いて、キキモラはもじもじと身体を動かした。自分が用意したものを喜んで食べてくれる姿を見ると、なんだか無性に嬉うれしくなってしまうのだった。自分も手を伸ばし、サンドウィッチを取る。

　しばらく無言の昼食が続いたが、やがてアッシュのほうから話しかけてきた。

「キキモラさん、仕事は慣れた？」

「んっ？　──あ、ああ、まあね。親切な人ばかりだから、いろいろ助けられてるよ」

　思わず本音で返してしまうと、アッシュは笑い、

「ティリエルはどう？　あいつ、きみに意地悪とかしてない？」

「そんなことはない。ちょっと刺とげ々とげしかったりするけれど、仕事をきちんと教えてくれるし、手を貸してくれることも多いから」

「そっか。確かにティリエルは、仕事の上では真面目だからね」

　まるで他のどこかが不真面目のような言い方だ。遠い目をしているのも気になる。

　それにしても、と、もぐもぐと口を動かしながらキキモラは思う。

　情報収集するにしても、切り口が見つからない。

　他の人間のように、《甘ラ言イ》を使って引き出すわけにはいかない。精神力の強さからか、あるいは生まれつき『耐性レジスト』があるのか──アッシュに『魂繰りマインドハツク』が効きにくいことは、出会った日に実証済みだった。リスクは犯せない。少なくとも今は、魔法に頼らず探りを入れるべきだ。

　ぐるぐると考えた挙げ句、キキモラは世間話のようなことを口にしてしまう。

「……えっと……アッシュさんは、『竜戮騎士テイフオニロス』見習いなんだろう？　王女さまのお側そばについていなくても、構わないのか？」

　アッシュは紅茶を啜すすり、頷いた。

「いつもならそのはずなんだけど、今は『聖夏祭サンフエスタ』だからね。イリステラさまが『祈フりレ乙イ女ア』をするということは、知ってる？」

「も、もちろん」

「そのための打ち合わせを巡礼団の人たちとやっているんだけど、ぼくの同席は許されなかったんだ。だからこうして、訓練をしてるんだ」

「許されないって──『竜戮騎士テイフオニロス』なのに？」

　素そ朴ぼくな疑問を口にすると、アッシュは苦笑した。

「ぼくのことを認めていない人も多いから。マルベス閣かつ下かとか、『近この衛え』の人たちとか。もっとも、認められないのも仕方ないんだけどね。ぼくはまだまだ未み熟じゆく者ものだし」

　キキモラは、金色の眼を瞬またたかせた。

　じんわりとしたものが、胸の中に広がる。

　それが、共感と呼ばれるたぐいの感情であることを、キキモラは知らなかった。

「だから、ここで訓練をしていたの？　『竜戮騎士』に相応ふさわしい人間になるために」

　アッシュはちょっと恥ずかしそうに頬ほおを掻かき、

「ま、まあ、そう、かな。ぼくなんかがどれだけ頑がん張ばっても、『竜戮騎士』になれるはずなんてないんだけどさ──」

「そんなこと！」

　思わず、そんな声が、キキモラの唇くちびるから迸ほとばしった。

　アッシュは口を噤つぐみ、驚おどろいたようにキキモラのことを見つめている。しまった、と思いはしたが、言葉は止まらなかった。

「──そ、そんなことはない。努力をすれば、必ず、報われるはずだ！」

　力がこもってしまったのは、それがキキモラの信念だったからだ。パンデモニアスでは、『魔族エマ＝デモナス』のあいだでは受け入れられることのなかった信念。弛たゆまぬ努力こそが結果を生むのだというキキモラの考えに共感してくれたのは、今までお師さまだけだった。

　けれど。

「うん。そうだね。ぼくも、そう思う」

　今、目の前に、二人目がいる。

　アッシュの柔やわらかい微笑ほほえみに、キキモラは自分の頬が熱くなるのを感じた。慌あわてて顔を伏せたから、アッシュには気づかれなかったはずだ。

　と、キキモラのうなじに、アッシュはふとこんな声をかけた。

「ところでさ」

「な、なにかな？」

「なんでそんな口調なの？　最初に会ったときは、もっと普通だったのに」

　キキモラは、ばっと顔を上げた。混乱と動どう揺ようが、どうしても顔に浮かんでしまう。自分の演技になにか不備があったのだろうか。キキモラは慌てて言い訳しようとしたところで、

　視線を感じた。

　アッシュも同様だったのか、キキモラと同時に顔を上げ、そちらに目を向ける。『武勇の円技場ヴエイラーホール』に立ち並ぶ円柱の陰から、半分だけ覗のぞかせている顔は──

　キキモラの標的、『祈フりレ乙イ女ア』であるイリステラ・クィンストラウス、その人だった。




　　　　◆




「い、イリステラさまっ？　なにをなさってるんですか？」

　思わずアッシュはそんな声をあげてしまう。キキモラも、驚おどろいたように彼女のことを見つめていた。

「じー……」

　イリステラはそんな擬ぎ音おんを口にするだけで、答えを返してはくれなかった。青い瞳ひとみに浮かんでいるのはじっとりとした色、いつも天てん真しん爛らん漫まんなイリステラとしては珍しい感情だ。

　唇くちびるをとがらせて、イリステラはしずしずと柱の陰から出てきた。その姿に、アッシュは思わず息を呑のむ。

　イリステラの服装は、彼女が普段好む、上品なドレスではなかった。

　肩から羽は織おった長衣は輝かがやくような純白、その肩口から手首にかけて朱色の刺し繍しゆうが施ほどこされている。フレアスカートには幾いく重えもの襞ひだが織おり込こまれ、縁ふち取どりには炎のような揺らめく紅色の意い匠しよう。頭からすっぽりと、修道女のようなヴェールをかぶっている。

　そこから覗くイリステラの顔には、珍しく化粧が施されていた。目の縁ふちに薄うすいシャドウ、額ひたいから頬ほほにかけて印しるされている奇妙な紋もん様ようは、恐らく『神陣様式ピクトグラム』──魔法を発動させるための、一種の魔法陣だろう。

　ただでさえ美び貌ぼうで知られるイリステラの、ただならぬその姿は、神々しいほどの威い容ようを備えているように、アッシュの目には映った。

　が。

「なんです、二人して、わたくしを差し置いて」

　中身は、やっぱりいつものイリステラだったらしい。

　イリステラは、二人のあいだの椅い子すにちょこんと腰を下ろし、

「アッシュはわたくしの騎き士しで、キキモラさんはわたくしの客人なのですよ。わたくし抜きで楽しくお喋しやべりをするのは、ずるいです」

　ちょっと頬を膨ふくらませて、そんなことを言った。

　キキモラはきょとんとしているが、アッシュとしては苦笑いするほかない。

「それは、申し訳ありませんでした、姫さま──」

　と、そこでふと思い当たり、

「って、待ってください。巡礼団の人たちはどうしたんですか？」

　イリステラは『祈り乙女』である。『聖夏祭サンフエスタ』の最終日である四日後の正午に、王国中の『霊脈レイライン』を正すための大規模魔法を行うため、『帝国国教会』巡礼団の面々と打ち合わせをしているはずなのだが──

「小休止が入りましたから、ちょっと抜け出してきたのです」

「……嘘うそですね」

「ほ、本当ですよ！　主の言葉を疑うのですか、アッシュ!?」

「休きゆう憩けいが本当だとしても、こんなところまで出てくることは許可されていないでしょう。マルベス閣かつ下かが知ったら怒りますよ」

　王国の内務を司つかさどるマルベスは、『聖夏祭サンフエスタ』の実行責任者でもある。今ごろは躍やつ起きになってイリステラのことを探しているだろう。

　図星を突かれたのか、イリステラは「むう」と頬ほおを膨ふくらませ、

「ま、まあ、確かにほんの少し休憩を長引かせてはいるのですけど……いいじゃありませんか、少しくらい。ここのところずっと『祈フりレ乙イ女ア』の練習をしているのですから、たまには息を抜きたいのです」

　イリステラは背もたれに身体を預け、ヴェールを脱いで膝ひざの上に載のせた。彼女の表情には、確かに疲労の色が濃い。ここ数日、アッシュやティリエルを近づけることもなく、黙もく々もくと『祈り乙女』の練習に打ち込んできたのだ。これくらいは仕方ないかもしれない。

　と、そのとき、イリステラのお腹が「きゅう」と鳴った。

「っ」

　イリステラは、ぴくりと肩を震ふるわせた。化粧を施ほどこしたその顔が、ほんのりと紅あかくなる。それを隠かくすように、彼女はヴェールを顔の前に持ってきた。

「イリステラさま、もしかして、お昼ご飯を召し上がってないんですか？」

「………………休憩が終わったら、いただく予定、でした………………」

　空腹をこらえてでも休憩を長引かせることを選んだ、ということか。しかし、食べるものを食べなければ、疲れが取れることもあるまい。

　ふう、と小さく息をついてから、アッシュは手つかずのサンドウィッチのバスケットを、イリステラのほうに押しやり──

　キキモラも、まったく同時にサンドウィッチをイリステラの前に置いた。

　アッシュは驚おどろいて、キキモラのことを見る。向こうも同じ感想を抱いたらしく、金色の眼が丸くなってこちらに向けられていた。それから、恥ずかしそうに顔をうつむかせてしまう。

「……あの、これは？」

　二つのサンドウィッチを渡されたイリステラが、困惑したように尋ねてくる。

「サンドウィッチ、お嫌きらいですか？」

「い、いえ、そういうわけではないですけど──アッシュとキキモラさんの分でしょう？」

「お腹を空すかせているイリステラさまを差し置いてご飯なんて食べてたら、ドル・ドーザ団長とティリエルに殺されますよ」

　肩をすくめてそう言うと、キキモラもこくこくと同意する。

　イリステラは、しばらくのあいだ、難しい顔で目の前に置かれた二つのサンドウィッチを見つめていた。それからおもむろに手を伸ばして取ると、

「えいっ」

　半分になるように、サンドウィッチをちぎり取った。キキモラの分も同じようにしてバスケットに戻し、二人のほうにそれを押おし遣やる。

　ちぎった分のサンドウィッチをお盆の上に載のせて、イリステラは自らの前に引き寄せる。自分の両肩に触れ、胸の前で手を重ねた。神に祈るときのサインである。

「では、これだけをいただきますわ。ありがとうございます、アッシュにキキモラさん」

「べ、別に、礼を言われるほどのことではないさ」

　キキモラは照れたように顔を背そむけ、それを見てイリステラはくすくすと笑い声を漏もらす。もともと、キキモラが城のメイドとして雇われることになったのは、彼女の愛らしさにイリステラが目をつけたからだが──今ではアッシュも、その判断を歓迎するようになっていた。口調と態度はアレだが、キキモラは心こころ優やさしい女の子だ。

　サンドウィッチを食べながら、三人は取とり留とめもなく談笑をする。イリステラはキキモラから、彼女が旅した諸国の様子を聞きたがったが、なぜかキキモラは口がうまく立たないようだった。

「わ、わたしのことなんて、どうでもいいじゃないか。それより、お姫さま、きみの仕事のほうを聞かせてくれないかな」

「仕事？　『祈フりレ乙イ女ア』のことですか？」

「そ、そうっ。ぜひ、それを聞きたいなっ」

　イリステラはにこにこしながら、

「『祈り乙女』の仕事というのは、基本的にひとつだけです。国土全体に《浄化ピユトリフアイ》をかけること。ああ、それと、《浄化》が必要とする莫ばく大だいな量の『魔マ源ナ』を集めることも仕事ですね。そのために、『聖舞踊サンクトルフ』というものを行うのです」

「……『聖舞踊』？」

　聞き慣れない言葉にアッシュは首をかしげ、キキモラはすぐに答える。

「積せき層そう型がた魔法陣──正確には『神陣様式ピクトグラム』と『魂刻様式ルーングリフ』を組み合わせた『複合様式コンプレツクス』と呼ばれる手法だが、それを即そつ興きようの踊りを模もしたやり方で築き上げる儀式のことだ。広場にあった『演舞壇ステツプ』も本来はそのための舞台さ。これは『魔源』の元となる国民の熱狂を盛り上げるために必要な装置で──」

　キキモラはすらすらと述べる。どこか得意そうな表情に、アッシュとイリステラの視線が突き刺さった。ただの旅芸人にしては、やけに詳くわしい。

　と、キキモラはなにかを思い出したかのように、ぐっと口を噤つぐんだ。金色の眼が焦あせったようにきょどきょどと動き、それから彼女は懐ふところから一冊の黒い本を取り出した。

「──と、この本に書いてあったんだ！　う、受け売りになってしまったけれど、今ので、合ってるかなっ!?」

「ええ。そのとおりです、キキモラさん」

「でも」と、キキモラはイリステラの表情を窺うかがいながら、

「こ、この本によると、淀よどみなく踊りながら『複合様式コンプレツクス』を創り出すなんて、とても難しいことだと書いてあったけど──王女さまは、本当にそれができるのかい？　一歩でも踏ふみ間違えたら失敗してしまうのだろう？」

　そんなにシビアなものなのか、とアッシュは驚おどろき、イリステラを見た。こんなところで、休憩などしている場合ではないのではないか。

　しかし。

「まあ。わたくしのことを、誰だれだと思っていらっしゃるのですか？」

　イリステラは静かに微笑ほほえみ、

「わたくしは、幼少の頃ころより数えればもう十回近くも『祈フりレ乙イ女ア』の務めを行っているのですよ。今年も例年と同じこと、全ぜん霊れいを尽くして『聖舞踊サンクトルフ』を行うつもりでいます。失敗することなんて、ありえませんわ」

　絶対の自信と共に、そうつぶやいた。

　アッシュは、驚きと共にイリステラのことを見つめた。

　過信や傲ごう慢まんではない。目の前で微笑むイリステラの裡うちに潜ひそむのは、人を統すべることを運命づけられた『王族の誇ほこり』だ。それも、イリステラが誇りとしているのは、自らに流れる血筋だけではない。それに裏打ちされた弛たゆまぬ修しゆう練れんこそが、彼女の自信の源みなもとなのだということが、見ているだけでわかった。

「……し、失礼いたしました。お許しください」

　いつになく真しん摯しな口ぶりになって、キキモラは頭を下げる。その顔色が優すぐれないのは、無礼を働いてしまったという自覚があるからだろうか。アッシュの胸にも、数々の奇行によって最低ラインまで下がっていたイリステラへの尊敬が次第に蘇よみがえってきた。

「いいえ。お気になさらないでください」

　イリステラは朗ほがらかに笑む。王族の気高さに満ち溢あふれていた先ほどの表情から、天てん真しん爛らん漫まんな少女の笑みへと変わっていた。それでも、イリステラの魅力が減じることはなかった。

　と、彼女はふと空を見上げる。傾きかけている太陽を見て、残念そうに、

「そろそろ戻らなくてはなりませんね。いつまでも、巡礼団の皆様をお待たせするわけには参りませんし──」

　それから、キキモラをちらりと見て、

「キキモラさん。お供をお願いできますか」

「あ、はい。畏かしこまりました」

「それではアッシュも。よく励はげんでくださいましね」

　にこやかにそう言って、イリステラはキキモラと連れ立って、『武勇の円技場ヴエイラーホール』から出て行った。
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　焦あせりの炎が、キキモラの胸を焼いていた。

『聖夏祭サンフエスタ』の初日に、首尾良く城に潜ひそむことができたから、心のどこかで軽く見ていたのかもしれない。人間のことを、侮あなどっていたのかもしれない。

　甘かった。

　彼女は──イリステラ・クィンストラウスはただの人間ではない。『クィンストラウスの至宝』とも『絶聖の白乙女デイバインブランシユ』とも称される、王の血筋を引く人物なのだ。その神聖魔法の手腕と才能は、遠くパンデモニアスまで聞こえるほどだ。

　その天才が自分の敵だということを、キキモラはまざまざと痛感していた。

　だからこそ、焦りを覚える。『聖夏祭』を妨ぼう害がいする手段は、まだ決まっていない。ひとりでできることなどタカが知れているし、イリステラにはどんな妨害も通じないように思えた。

　一体、どうすれば──！

「……あの、キキモラさん？」

　焦りと絶望に沈んでいたキキモラに、その声は届かなかった。そっと肩を叩たたかれて、ようやくイリステラが自分を呼んでいることに気づいた。

「えっ？」

「巡礼団の方々がいるのは、こちらではありませんよ？」

　キキモラは目を丸くして周囲を見回した。メイドになって三日目のキキモラは、城内をすべて把握しているわけではない。ここがどこなのか、わからなくなってしまった。

　イリステラは眼を細め、

「もしかして、迷ってしまったのですか？」

「……は、はい……その、申し訳ありません、まだ、不案内で……」

「まあ、どうしましょう。わたくしもこの辺りの通路はよくわからないのです。巡礼団の方々をお待たせすることになってしまいますね」

「うっ……」

「いえ、大丈夫ですよ、キキモラさん。あの方々に謝罪をするのはわたくしなのですから、あなたはあまり、気にしないでくださいね」

「あううっ……！」

　イリステラの言葉に、キキモラは身が縮ちぢこまるほどの罪悪感を覚えた。焦あせりの炎がますます強くなっていく。ただでさえ妨ぼう害がいの手段が見つかっていないのに、ここでイリステラに見放されたら近づくことさえできなくなる──そんな思いに、キキモラの顔が青ざめていく。

　イリステラがそんなキキモラを、ほっこりと眺ながめていることに、彼女は気づかない。

「ご、ごめんなさい！　すみません！　お許しください！」

　ぺこぺこと頭を下げながら、キキモラは必死になって考えを巡めぐらせた。

　いかに神聖魔法の名手であり、汚れなき聖女と評判が高くても、イリステラが人間であることに違いはない。それならば、必ず弱い心があるはずだった。

　すなわち、欲望と呼ばれるものがあるはずだった。

　どんなに清らかな人間でも、欲望から解き放たれることは困難である。イリステラでも、それは例外ではない。例外ではない、はずだ。──例外だとわたしが困るんだ！

　キキモラは、真面目で、気弱な少女だった。そういう性格の持ち主が窮きゆう地ちに追い詰められたとき、選ぶ行動はひとつしかなかった。

　すなわち、『暴発』である。

「イリステラさまっ！」

「はいっ？」

　唐突に大声をあげたキキモラに、イリステラは身体をすくませた。キキモラが口にした『霊唱様式スペルワード』に驚おどろいたのかもしれない。その機を掴つかんで、キキモラは顔を上げ、金に輝かがやく視線をイリステラに叩たたきつけた。

「あなたが本当にしたいことを、わたしに教えてください！」

《甘ラ言イ》の魔法と共に、キキモラはそう命じた。

　賭かけだった。しかも、分の悪い賭けだ。強力な魔法の使い手は、当然その魔法を避ける術すべを熟じゆく知ちしている。《甘言》などという初歩的な『魂繰りマインドハツク』に、あのイリステラが引っかかることを期待するなど、薄はく氷ひようを踏ふんで湖を渡りきるような無む謀ぼうな試こころみだった。

「………………」

　イリステラは、ぼんやりと、キキモラの顔を見つめている。

　キキモラの心臓は、痛いほどに鳴っている。

　成功すれば、自分の目的に大きく近づくことができる。しかし、失敗すれば──それは、我が身の破は滅めつを意味していた。天敵である人間の城で、『魔族エマ＝デモナス』であることが露ろ見けんすれば、タダでは済まない。待っているのは拷ごう問もんか、それとも処刑台か──

　と。

　イリステラが手を伸ばし、キキモラの腕を取った。

　絶望の一色が、キキモラの表情を覆おおう。

　やはり失敗した！　こんなやり方、うまく行くはずがなかったんだ！　ああ、ごめんなさいお師さま、キキモラはしくじりました、もうあなたに会うことはできません──！

　そんな声が耳元でこだまする。イリステラは構わず、彼女を『上層部アツパーヤード』の一室へと連れ込んだ。キキモラにあてがわれたのと同じ、貴族用の客室のようだ。そこにキキモラを引っ張り込むと、彼女は扉の前に立ち、かちゃり、と後ろ手に鍵かぎを閉めた。

　そこで、ようやくキキモラは気づいた。

　イリステラの青い瞳ひとみから──意思の光が、抜け落ちている。

「……わたくしの、したいこと……」

　ぼんやりと、夢見るような口調は、《甘ラ言イ》をかけられたものの特徴だ。キキモラは信じられないような面持ちで、じっとイリステラを見つめ──

　喜びが、胸のうちに爆発した。

「は、はは……ははははははははっ！　や、やった、やりました、お師さま！　成功です！　これで、わたしはようやく──」

　ぼんやりと立ち尽くすイリステラの前で、キキモラは喜びに身を躍おどらせる。が、すぐに自制を取り戻した。まだ終わったわけではない。すべては、これからなのだ。

　それでも、顔がにやつくのを抑えることはできなかった。にまにまとイリステラを見上げて、キキモラは反そらした胸に手を添える。

「そうだ、お姫さま！　あなただって人間なのだから、そうしたくてたまらない、どうしても我慢できないというようなことがあるはずだろう？　さあ、それをこのわたしに、教えてくれたまえ──」

　興こう奮ふんに赤らんだキキモラの顔に、イリステラは茫ぼう洋ようとした視線を向けている。

　やがて、その唇くちびるが動き、ぽつりと、

「……そうですか……キキモラさん、知りたいのですね……」

「ああ、ぜひともね！　さあ、早く教えて──」

「……ティリエルが怒るから、なるべくしたくなかったのですけれど……キキモラさんが望むなら……仕方ありませんよね……！」

　そこで、キキモラは異変に気づいた。

　イリステラの手が、そっと自分の腕を掴つかんでいる。

「え？」

　きょとんとした声をあげたときにはもう、イリステラはキキモラのことを、するすると奥の寝室に連れ込んでいた。とん、とイリステラが軽く押すと、子供のようなキキモラの身体は、あっさりとベッドの上に投げ出された。

　そこに、イリステラがのしかかってくる。

　化粧を施ほどこされた美しい顔が、妖よう艶えんな笑みを浮かべていた。

「え、──えっ!?」

「……うふふふ、キキモラさんたら……わたくしにいじめられたいなら、最初から、そう言ってくださればよろしいのに……」

「ええええええええええっ!?」

　イリステラの膝ひざが、キキモラの足のあいだに差し込まれる。抵抗しようとしたときにはもう、自分の両手首が布切れで縛しばられていることをキキモラは発見した。悪魔のような早はや業わざだった。

　イリステラの『欲望』、その正体をキキモラが理解したとき──イリステラは、かぷりとキキモラの耳たぶを噛かんだ。
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「……もう、本当に、いけない子ですね、キキモラさんは！　わたくしがたっぷりお仕置きして差し上げます。なにがよろしいですか？　鞭むちですか？　縄ですか？　それとも──おうまさんごっこが、よろしいのですか……!?」

　イリステラの、そんな囁ささやき声を耳にした瞬間──

　甲高い悲鳴が、キキモラの喉のどから迸ほとばしった。
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　訓練を終え、『武勇の円技場ヴエイラーホール』から降りてきたところで、ティリエルに出くわした。

「あ、アッシュ！　アンタ、イリステラさま見なかった？」

　数人のメイドを従えて、焦あせりも露あらわに尋ねてくるティリエルの姿に、アッシュは思わず頬ほおを引きつらせてしまう。さすがというべきか、ティリエルはその表情の変化だけですべてを読み取った。自らも顔を強こわばらせ、アッシュの胸ぐらを掴つかんだ。

「……どこにいるの。言いなさい」

　イリステラが絡んだときのティリエルには、逆らわないほうが賢けん明めいである。

「い、いや、今の居場所はわからないけど──ちょっと前までは、ぼくと一緒に昼食を──」

「お昼ご飯!?　このあたしを差し置いて、二人きりで!?」

「いやいやいや！　あの、ほら！　キキモラさんも一緒だったから！」

「き、キキモラまで……！　なんで!?　アンタらより、あたしのほうがずっと長くお側そばにいるのに！」

　火に油だった。進退窮きわまり、アッシュは彼女の背後に控える三人の上級メイドのことを、助けを求めるように見た。

　無む駄だだった。彼女たちは表情ひとつ動かさずに地面を見つめていた。『こう』なったときのティリエルに関わらないほうが無難だと熟じゆく知ちしているのかもしれない。

「ああ、もう！　アンタも一緒に探しなさい！　マルベス閣かつ下かがお怒りなのよ！」

　アッシュはこくこくと頷うなずき、ティリエルに連れられて走り出した。

「で、でもさ、ティリエル。イリステラさまは、キキモラさんと一緒に巡礼団の人たちのところに戻ったはずだよ。もしかして入れ違いになったんじゃないのか？」

「そうなったら、すぐにあたしのところに連絡が来るはずよ。そのためにユーピッドを残してきたんだから。それがないってことは、迷ってるか、もしくは──」

　そこまで言いかけて、ティリエルはふと口を噤つぐんだ。

「……まさか、イリステラさま……」

　紅あかい瞳ひとみに浮かんだ不安の色に、アッシュも自分の胸がざわめくのを感じた。イリステラの身を案じるティリエルに、同意の頷きを返し、

「ああ、まさかとは思うけど、なにかトラブルに──」

「キキモラのことを、お見み初そめに……!?」

　あ、全然違った。

「ばっ、おま、こんなところで言うな！」

　小声で叫び、紅い髪かみをハタく。それでティリエルも正気に戻ったようで、

「あたっ、──そ、そうよね、ごめんなさい」

「第一、いくらあのイリステラさまでも、そんなことするはずないだろ。アレはきみくらい気を許した相手にしかしないはずなんだから」

「そ、そっかな？　まあ、そうよね！　あたしの取り越し苦労か──」

　ティリエルが胸を撫なで下おろそうとした、そのとき。

「ぴいいいいいいいいいいいいいっ!!」

　聞き覚えのある悲鳴が、『上層部アツパーヤード』に響ひびき渡った。

「────────」

　アッシュとティリエルは、同時に足を止め、同時に顔を見合わせた。「まさか」という思いが頭をかすめていた。そんなまさか。そんなことがあるわけない。いかに変態的な性せい癖へきを持っていたとしても、あの人は一国の王女なのだ。それに相応ふさわしい節度と礼儀をわきまえているはずなのだ。そんな彼女が、イリステラ・クィンストラウスが──

「だ、だれかあっ！　たすけてえっ！」

「…………ッ！」

　ティリエルはぐるりと向きを変えた。悲鳴が響いた部屋を光の速さで特定し、その部屋の扉に取りついたところで、ぴたりと足を止める。

　彼女の麾き下かのメイド隊は、困ったように顔を見合わせていた。

　この部屋の中でなにが行われているにしても──それを彼女たちに見られるのは、非常にまずい。まだ見たわけではないにもかかわらず、アッシュはそんな直感を抱いた。

　それは、ティリエルも同じだったらしい。彼女は冷れい厳げんな声で、

「アンタらは、向こうに行ってなさい！」

「えっ？　いや、でも──」

「なに。あたしの言うことが、聞けないの!?」

　ティリエルの怒りに触れるということがどういうことなのか、彼女たちはようく知っていた。彼女の怒声にメイド隊は騎き士し団だんもかくやという規律の良さで踵かかとを鳴らし、

「「「とんでもありませんっ！　お先に失礼します！」」」

　同時に叫んで、さっさと退散してしまった。アッシュは複雑な気持ちでそれを見送り──そして、部屋の扉を開け、中に入る。

　貴族用の客室は、リビングと寝室に分けられている。悲鳴が聞こえてくるのは寝室からで、ティリエルはなんというか、燃える氷のような表情でそこに近づいていった。

「……ふー……」

　寝室のドアノブを握り締めて、ティリエルは覚悟を決めるように、大きく息を吐いた。紅あかい眼をかっと開くと、彼女は意を決して扉を開け、




　イリステラが、キキモラを手て籠ごめにしようとしていた。




『祈フりレ乙イ女ア』の衣装はそのままに、イリステラは上気した顔をキキモラに近づけ、彼女の小さな身体をベッドに組くみ敷しいていた。キキモラはうつぶせになって、どうにかしてイリステラの毒どく牙がから逃れようと足あ掻がいているが、布切れで手を縛しばりつけられているためうまくいかない。そのあいだにもイリステラは手早くキキモラのスカートをまくり上げ、その白いお尻しりを露ろ出しゆつさせ、今にも平手打ちを加えようと手を高々と上げていた。

　どこに出しても恥ずかしくない、弁解のしようがない婦女暴行現場だった。

「あっ!?　だ、だれ──ううん、誰だれでもいいですっ、助けてくださいっ!!」

「……うふふ……もう、キキモラさんったら、素直じゃないんですから……！」

　キキモラは首をねじ曲げ、必死に助けを乞こう。ティリエルのことがわからないのは、彼女が目め隠かくしをされているためだ。白布の目隠しは、涙を吸って薄うす暗ぐらく滲にじんでいた。

　むごい。

　アッシュは咄とつ嗟さに口元を押さえ、目の前で繰り広げられる凄せい惨さんな光景から顔を背そむけた。部屋の前で固まっているティリエルに、そっと声をかける。

「……ティリエル。頼む」

　ティリエルは、ゆらりと動いた。頷うなずいたようにも見えたが、はっきりとはしない。彼女はゆっくりと、「よいではないか、よいではないか」とうわごとのように繰り返すイリステラに近づき、その身体を、どん、と押しのけた。

「あいたっ!?」

　ベッドの端はしにいたイリステラは、その衝しよう撃げきで向こう側まで転げ落ちてしまった。頭をさすりながら、ベッドの向こうで膝ひざ立だちになり、

「いたた……な、なにをするのですか、いきなり。いいところでした、の、に──」

　そこで。

　イリステラは、夢から覚めたように、目をぱちくりとさせた。

　目の前では、ティリエルがキキモラを解放しつつある。手て枷かせと目隠しを外されたキキモラは、恐怖に青ざめた顔をティリエルの胸に押しつけていた。かちかちと、歯の根も合わないほどに怯おびえた姿は、虐ぎやく待たい児童のように哀あわれましかった。

「…………………………あら？」

　イリステラはようやく事の重大さに気づいた。

　ティリエルと、アッシュ。二人の従者が自分を見つめている。

　ティリエルの紅あかい瞳ひとみに怒りはない。ただ、どうしようもない悲しさが浮かんでいる。まるで家族が人を殺あやめてしまったときのような、そんな表情。

　そしてアッシュは、紛まぎれもない軽けい蔑べつの視線と共に、イリステラをびしりと指差し、

「……あなたには心底がっかりしましたよ！　イリステラさま！」

「えっ、──えっ!?　あれっ!?　ち、違うのです、これは──」

　ようやく自分のしでかしたことに気づいたように、イリステラはぱっと立ち上がると、弁解をしようとした。しかし、それに耳を貸すものは、この場には存在しなかった。

「大丈夫？　怖かったわね、キキモラ」

　慈じ愛あいに満ちた姉のように、ティリエルはキキモラの桃色の髪かみを撫なでている。キキモラはまだかたかたと震ふるえながら、何度も何度も頷うなずいていた。しばらくそうして、彼女を落ち着けてから、ティリエルはアッシュのほうに彼女を預けた。

「アッシュ。この子をお願い」

「ああ、わかってる」

　キキモラの身柄を引き受けて、アッシュは彼女の背中がはだけていることに気づく。自らの上着を脱いでかけてやると、キキモラは顔を赤らめて、アッシュに礼を言った。

「あ、ありがとう……」

　アッシュは優やさしく笑って頷き──そんな彼の後ろで、ティリエルの声が響ひびいた。

「イリステラさま。一体、なにが、どうして、こんなことに、なったのか。ゆっっっくり、お聞かせ願えますか？」

「は、はい……」

　ティリエルはイリステラの腕を掴つかんで歩き出した。そのさまを一言で表すのならば、『現行犯逮捕』ということになるだろうか。

「ごめん、キキモラさん。怖いだろうけど、まだ一緒にいてくれないか」

　これ以上、彼女に辛つらい目を見せたくはなかったが、詳くわしい事情を知るためには『被害者』の声も必要だ。怯おびえたようなキキモラを励はげましながら、アッシュは客室をあとにした。




　　　　◆




「ね、イリステラさま？」

　王女の私室のドアを後ろ手に閉めると、ティリエルはとびきりの笑顔でそう言った。

「は、はい？」

　さすがのイリステラも、怯えて震えてしまうほど、ティリエルの笑顔は明るく、優しく、そして、恐ろしかった。

「イリステラさまは、正座、ってご存じですか？」

「へっ？　せいざ、ですか──？」

「ええ。こう、両足を内側に折り畳たたんで、脛すねを地面につけるような感じの座り方です。あたしは知らなかったんですけど、いつだったかアッシュが教えてくれたんですよ」

「そ、そうなのですか、それはまあ──」

「これは東方の国で、子供が悪さをしたときにやらされる罰ばつだそうです。大人が悪いことをするとその上位版として、正座した膝ひざの下にギザギザの石版を敷しいて、膝の上には大きな石を載のせられるらしいですよ」

「な、なるほど、それは、なんといいますか、心こころ躍おどる──」

　ティリエルは満面の笑みのまま、イリステラの肩を叩たたいた。「ん」と、顎あごで部屋の一画、バルコニーへと通じる窓付近の床を示す。

　そこだけは絨じゆう毯たんが敷かれていない。代わりに、固そうな石造りになっている。

　イリステラの頬ほおが、ぴくっ、と動いた。

「……せ、正座？」

「正座」

　正座。

　そうしてイリステラは、足を内側に折り畳たたみ、レイピア（本物）を片手にぶら下げたティリエルの前で、ことの次第を説明することになってしまった。

「事情と言われましても、わたくしにも、なにがなにやらさっぱり」

「わけもわからずあんなことしたっていうんですか？」

「いえ、その……うっすらとは、覚えてるんですけど……」

　イリステラは、ぽつぽつと語りはじめた。

　キキモラと一緒に『上層部アツパーヤード』を通り、巡礼団の人々の元へ戻ろうとしているときに、急にそんな気分になってしまったのだという。なんだかよくわからないが、前を行くキキモラがどうしようもなく愛いとしく、かわいく思えてしまったのだ。しかも、キキモラはそれを嫌いやがる素そ振ぶりを見せなかった。これはもう合意の上です間違いありませんと意気込んで、イリステラは彼女を空あき部屋に連れ込み、

「押し倒してしまった、と」

「……その、はっきり覚えてませんけど……たぶん、はい……」

　まるっきり性犯罪者の言い分である。アッシュの傍そばにいるキキモラはますます怯おびえ、彼にぴったりと寄より添そった。

　一方、ティリエルはレイピアを握る手に白く筋張るほどの力を込めて、ひくひくと顔を引きつらせていた。こめかみに血管を浮かべている人を、アッシュは初めて見た。

　無理もない。ティリエルにとってイリステラは、敬けい愛あいする主人であると同時に、同じ『趣味』を共有する掛け替えのない仲間なのだ。その『趣味』を他の相手に振るわれてしまったのだから、ティリエルの怒り──というか、嫉しつ妬とは想像するにあまりある。

　イリステラは、浮気をした亭主が浮かべるような愛あい想そ笑いで、

「あ、あの、ティリエル？　お顔が怖いですよ？　そういうあなたも素敵ですけれど、わたくし、もっと笑っているティリエルのほうが好きだなー、なんて──」

　ティリエルは返答の代わりに、どん、とレイピアの先端を床に叩きつけた。

　イリステラはびくっと身をすくませて、それきりなにも言わなくなった。

　こういう光景を見るのは初めてではない。いわゆる『痴ち話わ喧げん嘩か』である。なにしろイリステラの『趣味』の毒どく牙がは、アッシュに対しても向けられてきたのだから。そのたびにティリエルは怒り、アッシュに八つ当たりをし、イリステラに拗すねてみせるのだ。

　一度、アッシュは尋ねてみたことがある。

『イリステラさま。どうしてティリエルが怒るってわかってるのに、ぼくにそういうことをするんですか？』

　八つ当たりされるこっちの身にもなってください、という意味を言外に込めたのだが、イリステラはまったくそれを汲くみ取ってくれず、代わりに慈じ愛あいの笑みと共にこう答えた。

『アッシュにはまだわからないでしょうね。──喧けん嘩かのあとが、一番燃えるんですよ？』

　ああそうかこの人は馬ば鹿かなんだな、とそのとき思ってしまったのだが、それはさておき。

「キキモラさん。今のイリステラさまの供述に、嘘うそはないかな？」

　アッシュはキキモラに向き直り、そう尋ねた。

　キキモラは泣きそうな顔で、それでも必死に笑みを作ろうとしながら、

「ま、まあ、大体のところは、合ってると思う。でも、あまり王女さまを責めないであげてくれないか。わたしは、全然、気にしていないから。それに、このことを、ほかの人に言ったりもしないさ。め、迷惑は、かけないよ」

　本来ならば訴うつたえ出でてもいいはずの不ふ祥しよう事じなのに──いや、そんなことをしてももみ消されるだけだと、キキモラは考えているのかもしれない。清せい廉れん潔けつ白ぱくで知られるイリステラ王女が旅芸人を手て籠ごめにしようとしたなど、そんな話に取り合う人がいるはずがなかった。

　アッシュはせめてもの誠意として、深々と頭を下げ、謝罪した。

「本当に、申し訳ない。うちの姫さまが、とんでもないことを……」

「い、いや、別に、いいさ。ほら、わたしは旅芸人だから、あの──」

　顔を真っ赤にしてうつむかせ、手をもじもじと絡ませながら、消え入りそうな声で、

「──こういう、い、い、色事、には、な、なな、──慣れている、から──」

　どこの誰だれがどう見たところで、その姿が『色事に慣れている』とは映らないはずだ。キキモラがこういう主張をするのは今に始まったことではないが、なにがそこまで彼女を駆かり立てるのだろう。婀あ娜だっぽい女性に憧あこがれる年とし頃ごろなのだろうか。

「イリステラさまには、あとでちゃんと謝罪していただく。きみにも事情を聞くことになると思うけど、そのときは気兼ねせず、起きたままのことを証言してくれ」

「う、うん、わかった。──あの」

「なに？」

「部屋に戻っても、いいかな。その、いろいろと、気持ちを整理したくて」

　キキモラの主張はまったくもって当然のことだったから、アッシュは頷うなずいた。一通りの供述と証言は得られたから、もう引き留める必要はないし──それに、これ以上イリステラと同じ空間にキキモラを置かないほうがいい。

「ティリエル。彼女を部屋まで案内してくれないか。これ以降、イリステラさまとは接触を持たせないようにしよう」

「わかってるわよ。まったくもう、イリステラさまったら……！　あ、そうだ、アッシュ。あたしがいないあいだ、イリステラさまのお説教、お願いね」

　忌いま々いましげにつぶやいて、ティリエルはキキモラと共に、私室から出て行った。

　アッシュは後ろを向いた。

　イリステラと目が合った。彼女は必要以上ににこにこしていた。しかしその頬ほおを汗が伝っている。足が良い感じに痺しびれてきたのか、イリステラはちょっと腰を浮かしかけ、

「あ、あの、アッシュ。もう、普通に座っても、よろしいでしょうか？　その、さっきから、足の感覚がなくなってきてですね、」

　それに対して、アッシュは満面の笑みで答えた。

「だめです」




　　　　◆




　ティリエルの後ろを歩きながら、キキモラはどうすればいいか考えていた。

　イリステラの『秘密』を握ることには成功した。いささか意外な『秘密』ではあったが、この情報は確実に役に立つ。しかしその代だい償しように、イリステラに接近することを封じられてしまった。自分が疑われたわけではないが、近づけなくなったことに変わりはない。

　それにしても──まさか、絶世の美び貌ぼうを誇ほこる姫君が、あんな倒とう錯さくした『趣味』の持ち主だったなんて。

　もちろん、『魔族エマ＝デモナス』であるキキモラは『趣味』のことを知っていた。『魔族』のあいだにもそれを愉たのしむものがいたからだ。足で踏ふんだり踏まれたり、足をなめたりなめさせたり、ときには相手のことを『豚』とか『犬』とか呼んで罵ば倒とうしたりするという、キキモラにはなにが楽しいのかさっぱりわからない遊びである。

　あんなに綺き麗れいな人が、わたしのことを、その、そ、そうしようとしてたなんて、今でも信じられない。純真な『魔族』であるキキモラは、押し倒されたときのことを思い出して顔を赤くした。

　そのとき、ティリエルの歩みが、ぴたりと止まった。

「ねえ」

　彼女は振り向いた。ルビーのような瞳ひとみが、じっとキキモラのことを見み据すえている。透き通った視線に、キキモラはわけもなくぎくりとする。

「は、──な、なにかな？」

「本当に、このことは、誰だれにも言わないのね？」

　念を押すような口ぶりに、キキモラは瞬まばたきをした。しかし、すぐにティリエルの意図はわかった。確かに、王女があんな『趣味』の持ち主だと外に漏もれたら──それは、大変な騒動になるだろう。まして聖女と評判高いイリステラであれば、なおさらだった。

　キキモラは首を振り、

「ああ。そんなことをしても意味がないし、第一、誰も信じてくれないだろう」

　事実だった。キキモラの役目は、『聖夏祭サンフエスタ』を破は滅めつさせることだ。イリステラの不ふ祥しよう事じをばらまくなどという些さ末まつなことではない。

「そう。なら、いいけど」

　前を向こうとして、ティリエルはぴたりと止まった。紅あかい眼を、きゅっと細め、

「……もうひとつ、聞いてもいい？」

「こ、今度はなんだ？」

「イリステラさまに、どんなことされたの？」

　キキモラは言葉に詰まった。そんなの、恥ずかしくて言えるわけがないではないか！

　頬ほおを染めたキキモラを見て、ティリエルの表情から余裕が消える。ごくり、と唾つばを飲み込むと、彼女はずいと顔を近づけてきた。

「お願い。大事なことなの。教えて？」

　なんだか嫌いやな予感がして、キキモラは一歩後ろに引いた。

「お、教えてと言われても──」

　しかしティリエルは逃がしてくれない。手を伸ばして、キキモラの両肩を掴つかむ。

「そんなに難しいことじゃないでしょ？　それともなに？　ここじゃ言えないくらい、す、すごいことを、されたとか……？」

　ティリエルの整った顔が、じくり、と歪ゆがんだ。羨せん望ぼうと嫉しつ妬とがない交ぜになった、美しい表情だった。ぱちぱちと目を瞬またたかせ、キキモラは頭に浮かんだ疑問をそのまま口にする。

「……うらやましいの？」

「なっ！　べ、別に！　そんなわけないじゃない！　全然うらやましくなんてないし！　あれくらいのこと、あたしだって毎日していただいているし！」

　その怒鳴り声は、キキモラにひとつの理解を与えた。

　イリステラは、『人をいじめて喜ぶ人』だった。

　そしてティリエルは、彼女のお相手の、『人にいじめられて喜ぶ人』なのだ。

「た、ただ、ほら、参考までに、聞いておきたいの。どんなことをされたのか。多分、全然、ぜんっぜん大したことはないと思うんだけど、一応！　一応ね！　教えてくれる？　どこを叩たたかれたの？　どれくらい気持ち良──、痛かったの!?」

　もうやだこの国！　変態しかいないの!?

　キキモラは泣きそうになりながらそう思う。変態のお姫さまから逃げ出して、一安心と胸を撫なで下おろしていたら、付き添っていたメイドまで変態だったなんて。どこかで耳にした怪かい談だん話ばなしのような展開である。

「さあ、早く、教えなさい。なんて呼んでもらったの？　道具は使ってもらった？」

　キキモラは壁際に追い詰められた。ティリエルの紅あかい瞳ひとみが、さらに赤く血走っているのを見て、泣きそうなほどの恐怖に襲おそわれる。なにか答えなければ殺される、本気でそう思ったキキモラは、押し倒されたときのイリステラの言葉をそのまま口にしていた。

「ど、どういうふうって、その、あの、えと──お、おうまさんごっこ、とか？」

「おうまさんごっこぉ!?」

　雷かみなりに打たれたようにティリエルは叫び、キキモラは「ひっ」と怯おびえて首をすくめる。ティリエルはわなわなと身体を震ふるわせ、キキモラは悪あく魔ま憑つきを見るような目でそんな彼女を凝ぎよう然ぜんと見つめている。

　もちろん、キキモラは知るよしもない。また、知ったとしても理解もできなかっただろう。このときティリエルの頭に浮かんでいた、甘かん美びな想像を。





　──はいどう、はいどう、とイリステラが明るく優やさしい顔で『馬』に声をかける。もちろんこれはティリエルの想像なのだから、『馬』はキキモラではなくて彼女自身だ。両手のひらと両りよう膝ひざに、冷たく固い床の感触。その一方で、背中にしずしずと乗る、温かく、柔やわらかな重み──イリステラさまのお尻しり、もとい、お身体だ。身体を横向けにして足をぶらぶらさせながら、彼女は笑みを含んだ声で言う。

「がんばって、ティリエル、ほらもう少し」

　励はげましてくれるのはいいのだが、なにしろ部屋をぐるぐる巡めぐるだけなのだから、いずれティリエルの体力にも限界が来てしまう。へたばり、ついに動けなくなってしまうと、イリステラはちょっと困ったような顔をして、それから、その手を伸ばすのだ。

　ティリエルの、お尻に向けて。

「仕方ありませんね」

　そうつぶやくと、イリステラは白い手で、ティリエルのお尻を叩たたく。ぱしん、ぱしん、と最初は弱く、次第に強く──

「ほら、しっかり、ティリエル」

　その声の調子は変わらないのに、ティリエルのお尻を叩く手はどんどん強くなってくる。ティリエルは必死で歩く。疲れた手足を動かして、恍こう惚こつの笑みを浮かべながら。それなのに、イリステラはお尻を叩くのをやめてくれない──いや、それこそがティリエルにとってなによりの『ご褒ほう美び』だと、彼女は理解しているのだ。主人と心が通じていることを実感し、ティリエルは喜びの涙を流しそうになりながら、ただぐるぐると部屋を巡りつづけるのだった──






「……あああああああっ……！」

　自らの身体を抱きしめ、ティリエルはくねくねと身み悶もだえている。

　どうしよう。この人、きもちわるい。

　青ざめながら、キキモラは心底そう思った。今のうちに逃げてしまおうか、という考えが頭をよぎったが、しかし、それは『魔族エマ＝デモナス』としての目的と合致しない。

　冷静に考えてみれば、これは、チャンスなのだ。

　ここ数日のあいだに集めた情報によれば、ティリエルはそこらの騎き士しなど寄せ付けないほどの剣技の持ち主なのだという。今の醜しゆう態たいを見る限りではとても信じられないが、イリステラがそうだったように、性せい癖へきと才能は別のことなのかもしれない。

　そのティリエルが──今、自分の目の前で、隙すきだらけの馬ば鹿か面づらを晒さらしている。

　キキモラは気弱だったが、それ以上に真面目だった。頭の中で教典のように繰り返されるのは、お師さまから頂いた『立派な魔族になるために』の文言だった。

　機会を見つけたら、決して逃がしてはいけない。

　良心がちくちくと痛みを上げる。キキモラは、それを無視した。人を思いやる心などというものは、『魔族』にとっては足かせでしかない。真に『魔族』たらんとするならば、まずはそんな弱い心を捨て去らなくてはならないのだ。

　最後にそう決心を固め、キキモラは顔を上げた。

「ティリエルさん」

「あああああああっ……、え？」

　そうして、キキモラは金色の瞳ひとみを見開いた。同時に、言葉を叩たたきつける。

「アッシュさんも、同じことをされていましたよ」

「────」

「いいんですか、そんなことを許して。許せませんよね、アッシュさんのことを」

「──────」

「さあ、その剣を執とって、アッシュさんを打ちのめすんです」

　かくん、と。

　ティリエルが頷うなずいたその姿は、糸を引かれた操り人形にそっくりだった。紅あかい瞳から自由意思が抜け落ち、代わりに凄すさまじいまでの怒りが浮かび上がる。

《妄執モノマニア》。『魂繰りマインドハツク』の一種であり、《甘ラ言イ》の上位に位置する魔法である。真っ白になった頭に『霊唱様式スペルワード』を吹き込むことで、対象にあるひとつのことを思い込ませるのだ。絶対にそれを果たさなければならないと、そうしなければ死んでしまう──《妄執》に取とり憑つかれたものは、そう考える。

「アッシュ！　こ、このあたしを、差し置いて！」

　──まあ、これはちょっと、効き過ぎのようだが。

　ティリエルは大またに歩き出した。キキモラはどきどきと早はや鐘がねを打つ心臓を抑えながら、一緒について行こうとして、ふと、気づく。

「あ、あの、メイド長？」

「マルベス閣かつ下かが、その、とてもお怒りで、早く姫さまをお連れしろと──」

　ティリエル麾き下かのメイド隊が、不安そうにこちらに近づいてきていた。

　人数は四人、どれも見たことのある顔ばかりだった。キキモラの顔色がさっと変わったが、しかし、すぐに思い直す。

　賽さいは投げられた。もはやなにも恐れることはないのだ。むしろ逆である。ついに自分は、恐るべき『魔族エマ＝デモナス』の本性を露あらわにするのだ。破は滅めつと混こん沌とんを撒まき散ちらすものとして──彼女たちのことも、いいように使ってやればいいのだ！

『立派な魔族になるために』の言葉を、心の中で何度も繰り返しながら──

　キキモラは、自らの本性を隠かくしていた《擬視ミミシス》の魔法を解いた。




　　　　◆




　前触れもなくドアが開いたとき、アッシュとイリステラは格かく闘とうの最中だった。「もう限界です後ご生しようですから立たせてください」と言うイリステラの両肩に「まだ終わってません良い機会ですからイリステラさまもお仕置きを受けてみればいいじゃないですか」とアッシュが手を置いて押さえつけている。その二人は、揃そろってドアを見た。

「……ティリエル？　どうしたんだ？」

　キキモラを護ご送そうしたはずのティリエルが、なぜ戻ってきたのだろう。その疑問が、アッシュの手を弱め、その隙すきにイリステラは逃げ出してしまった。足を伸ばし、ソファに縋すがりつくようにして腰かけて、「あいたたた……」と涙目で脛すねをさする。

　む、と不満に思いはしたが──どうも、そんなことをしている場合ではないらしい。

　ティリエルが、抜き身のレイピアを握り締めている。

「ティリエル──？」

　嫌いやな予感が、アッシュの背筋を駆かけ抜け──

　そして、それは的中した。

　ティリエルはレイピアを軽く払い、持ち上げた。訓練のときと同じように切っ先をこちらへ向け、しかし訓練で見たことのない鋼はがねの輝かがやきが光っている。

　イリステラがぎょっとしたのが気配で伝わってきた。アッシュも思わず腰を浮かせ、

「な、なにしてるんだ、ティリエル？」

「──、────」

「……なに？」

「アレは、あたしだけって約束したのに、イリステラさまの、ばかあああああっ!!」

　アッシュは目を見開いた。ティリエルの言葉の内容に、ではない。ティリエルの紅あかい瞳ひとみを縁ふち取どるように、金色の光が宿っていたからだ。

　驚おどろき、戸と惑まどうアッシュたちの前に、ひとりの人物が姿を現した。

「…………キキモラ、さん？」

　自分の声が、まるで他人の声のように聞こえる。それくらい、目の前で起きている出来事は現実味のないものだった。

　四人のメイドに囲まれるようにして、キキモラが部屋の中に入ってくる。顔をうつむかせているために、その表情は見えない。しかしその姿は、明らかに変わっていた。

　今のキキモラは、メイドのエプロンドレスを身につけてはいない。暗い赤色をした革製の踊り子衣装に身を包んでいた。白く美しかったその肌は、美しさはそのままに、死体のように薄うすく青ざめていた。奇妙な、入いれ墨ずみのような黒い紋もん様ようが、薄青い肌の上にツタのように絡まりながら躍おどっている。

　そして、なによりも異様なのは──

　桃色の髪かみから生やした二本の黒くろ山や羊ぎの角と、背中に生やしたコウモリの翼つばさだ。

　異様な姿だった。この姿は、まるで──

　おとぎ話に出てくる、『魔族エマ＝デモナス』のような出いで立たちではないか。

「ティリエル」

　キキモラが言葉を落とした。奇妙な、底そこ響ひびきのする声だった。

　それに操られるように、ティリエルは姿勢を沈める。その動きを見ただけで、アッシュは彼女が本気であることを知った。本気で──自分のことを、攻撃しようとしている。

　冷や汗が、アッシュの頬ほおを伝って落ちる。

「アッシュ……」

　不安そうなイリステラの声を耳にしながら、アッシュは双剣を抜く。

　ティリエルの紅い瞳は、金色の光に縁取られて、アッシュにひたりと据すえられていた。次に彼女が動くときは、自分の急所めがけて雷らい光こうのような突きが放たれるはずである。今まで何十、何百と稽けい古こを繰り返してきたが──アッシュが『最初のひと突き』を避けられる可能性は、十に二つというところだ。

『その瞬間』に向けて、アッシュは緊張と警けい戒かいを、満身にみなぎらせ──

　不意に、ティリエルが口を開いた。

「アッシュ、アンタもでしょ？」

「なに？」

「アンタも──姫さまに、おうまさんごっこをしてもらったんでしょ!?」

　………………はい？

「あたしのことを差し置いて!!　この、──裏切りものおっ！」

　叫んで、ティリエルは床を蹴けった。

　鋭いが、しかし、普段の彼女ほどではなかった。アッシュの目でも軌き道どうを捉とらえられるほど。二本の短剣を交差させ、アッシュはその刺突をかろうじて食い止めた。

　鉄と鉄が軋きしみ合う音を耳にしながら、アッシュは大声で叫ぶ。

「な、なに言ってるんだおまえは!?　正気に戻れ！」

「うっさい！　ごまかしたって無む駄だだかんね！　あたしは知ってるのよ、あの子が教えてくれたんだもん！　アンタが、イリステラさまと、おうまさんごっこを──」

「だからなんなんだよおうまさんごっこって!?」

　と、成り行きを見守っていたイリステラが「ガタッ」と立ち上がり、

「アッシュ、おうまさんごっこというのはですね、まず相手を四よつん這ばいにさせて、その背中に腰を下ろし、かけ声をかけてお尻しりを叩たたきながら部屋の中をひたすら巡めぐるという」

「イリステラさまは・早く・逃げてください!!　事態が把は握あくできないんですか!?」

　首をねじ曲げて怒鳴ったアッシュに、イリステラはしゅんとしてソファに座り込んでしまった。「だって、アッシュが知りたいというから、説明しましたのに」と寂さびしそうにつぶやいて、彼女はふと、顔を上げた。

　化粧をした美しいその顔に、常ならぬ厳しい色が浮かんでいる。

「それに、出口はもう塞ふさがれています。そうでしょう、キキモラさん？」

　イリステラが、そう語りかけると──

「ああ」

　キキモラは、ようやく顔を上げた。

　その顔には、『神陣様式ピクトグラム』が浮かび上がっていた。全身を覆おおうツタのような紋もん様ようと同じだが、額ひたいから眼の周りを強調するように刻まれている。

　そして、キキモラの眼には──瞳孔の代わりに『神陣様式』が刻まれている。

　ティリエルとつばぜり合いをしながら、アッシュは息を呑のんだ。

「キキモラ、きみは──？」

「『魔族エマ＝デモナス』さ」

　あっさりと、キキモラは、そう答えた。

　引き結んでいた唇くちびるが、きゅっと歪ゆがんだ。笑おうとしたのかもしれない。

「『竜』の申し子、ヒトの天敵、災さい厄やくを振りまき不幸を糧かてとする呪のろわれた種族だ。きみたちは気づかなかったようだけれどね。どんな気分かな？　自分たちの手で、悪魔を城の中に引き入れてしまった気分は」

　薄うす笑えみを浮かべるキキモラを、アッシュはまじまじと見つめた。

　そんなはずはない。反射的に、そう思ってしまう。

「ふふふ。わたしの演技に、すっかり騙だまされたようだね」

　確かにキキモラは演技をしていた。大人っぽい女性、という演技である。しかしそれに騙だまされてはいなかったように思う。あれだけあからさまに『作った』口調を演技ということさえおこがましいが、まさかその中に見え隠かくれしていた純真な少女の素顔さえも、彼女の演技だったということなのだろうか──

　いいや。

「はっはっは！　どうだい、ぐうの音も出ないだろう！　愚おろかな『竜戮騎士テイフオニロス』見習い！」

　腰に手を当て、胸をそらして笑うキキモラを見て、アッシュは確信する。確かに彼女は『魔族エマ＝デモナス』なのかもしれない。にわかには信じがたいが、そうなのだろう。

　しかし中身までが演技ということは、絶対にない。

　アッシュはキキモラからティリエルに視線を移した。彼女は殺意に満ちた眼まな差ざしで、ぎりぎりとレイピアを近づけてくる。

「ふッ！」

　アッシュは鋭く息を吐き、ティリエルと競せり合う上半身から力を抜いた。思わず前につんのめったティリエルの腹に、カウンターの蹴けりを叩たたき込む。ティリエルの身体が吹っ飛んだが、それは衝しよう撃げきを受けたためではなく、自ら後ろに飛んで衝撃を殺したのだ。

　そのまま、彼女はキキモラの隣となりに降り立つ。

　キキモラは腕を組み、ティリエルの横顔を見た。

「ティリエルはわたしの手の内さ。無知な人間では、なにをしたのか、見当さえ──」

「『魂繰りマインドハツク』」

　ぽつりとつぶやいたのは、イリステラだった。キキモラは目を丸くして彼女を見る。

「ですね？　いつか、わたくしの師から聞いたことがあります。人の肉体と魂たましいを癒いやす『神聖魔法』と真逆の理念を持つ『暗黒魔法』──その中でも、人の精神を弄もてあそぶことに特化した『魂繰り』という手法があると」

　キキモラの笑みが、やや引きつった。

「……さ、さすがはイリステラだな、しかし……」

「そうですね。しかし」

　イリステラは立ち上がった。淡い笑みを浮かべながら、白い杖つえを取り出す。

「わたくしに、魔法での戦いを挑もうだなんて。キキモラさんはなんてかわいらしいのでしょう。いいですわ、受けて立ちます」

「えっ」

　イリステラは、白い杖をティリエルにまっすぐに向けて、

「──ティリエル！」

　頭の中にずしんと響ひびくような、威い圧あつ的てきな声が響き渡った。すぐ傍そばにいたアッシュでもびりびりと感じるほど、それを向けられたティリエルに至っては、身体を硬直させてレイピアを取り落としてしまった。

「なにをしているのです、剣を仕舞いなさい！」

「『霊唱様式スペルワード』──わ、わたしの《妄執モノマニア》を解くつもり!?」

　キキモラが焦あせったように叫ぶ。イリステラの力持つ言葉に打ち据すえられて、ティリエルはその場に立ち往生している。その隙すきを、アッシュは逃さなかった。素早く跳ちよう躍やくし、ティリエルの身体を押し倒して、その剣を奪うばおうとしたところで──

　キキモラの、金の瞳ひとみがアッシュを見据えた。

　恐ろしいまでに美しいその瞳が、一瞬、煌こう々こうと輝かがやいたように見えた。

「アッシュ・ウィリアック！　眠りなさい！」

　がづん、と。

　目の奥で火花が散った。身体が揺らぎ、踏ふみとどまろうとして、アッシュは無様に尻しり餅もちを突いて転んでしまう。かろうじて双剣は手放さなかったが、戦せん闘とう力りよくの大半が根こそぎにされたということは、誰だれよりもアッシュ自身がわかっていた。

　──なんだ。なにが起きた!?

　内心の疑問に、キキモラが忌いま々いましげに答えた。

「《強令コマンド》まで使うハメになるなんて……！　こ、こうなったら！」

　そう言うと──キキモラは、素早くティリエルに近づき、その手からレイピアを奪うばい取った。ゆらゆらと身体を揺らめかせているティリエルの瞳には、まだ意思の光は戻らない。

「イリステラ、こいつの命が惜しければ、杖つえを捨てろ！」

　キキモラは、レイピアの刃をティリエルの喉のど元もとに当てた。かすむ意い識しきの中で、アッシュはぎょっとして彼女の顔を見上げる。

　なにかに耐えるような、今にも泣き出しそうな、そんな表情をしていた。
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　彼女が本当に何者なのか、アッシュにはわからない。『魔族エマ＝デモナス』だというのなら、そうなのかもしれない。けれど──

「……やめろ、キキモラ」

　キキモラが、本当はそんなことをしたくないのだということは、その姿を見ているだけで、痛いほどにわかった。

「そんなことを、したら──！」

「う、うるさい！　だから！　今までのわたしの姿は、全部、え、演技だったと言っているだろう!?　わたしは『魔族』なんだ！　人の破は滅めつこそがわたしの喜びだ！　だから──人の、い、命を奪うことだって、なんとも思わないぞ！」

　ぶるぶると、レイピアを握る手が震ふるえている。金色の瞳には涙が浮かび、その表情は怯おびえに覆おおわれている。明らかな虚きよ勢せいとは裏腹に、その姿は「本当にやるかもしれない」という危機感を孕はらんでいた。キキモラは、『真面目』な性格だ。その『真面目』さに従って、どんなことでもやってしまうのではないかという危うさがある。

　そのとき、からん、という音が響ひびいた。

　イリステラだった。彼女の唯ゆい一いつの武器である『神聖魔法』を行使するための杖つえ。イリステラはそれを、迷うことなく投げ出した。

　小さくため息をつき、

「仕方ありませんね。ティリエルを危険に晒さらすわけにはいきません」

「……ふ、ふん。最初から、そうすればよかったんだ」

　あからさまにほっとした態度で、キキモラは傍かたわらに佇たたずむメイドにレイピアを渡した。何事かを囁ささやくと、メイドは彼女に代わってティリエルの首筋に切っ先を突きつける。

　キキモラは、自らの頭に手をやった。そこから生やした、二本の黒くろ山や羊ぎの角。そのうちの一本を、あっさりと取り外すと──

　それはぐるりとキキモラの指に巻き付き、禍まが々まがしい形状をした青黒い爪つめになった。

　キキモラが、ゆっくりとイリステラに近づいていく。

　アッシュは這はいつくばりながら、それを見上げている。

　身体は──動く。いや、動かないことはない、といったレベルだ。この状態で飛びかかって、果たして目的を達せられるかどうか。それに、ティリエルが人質になっていることも気がかりだった。仮にキキモラを取り押さえることができたとしても──あのメイドの行動を阻そ止しすることは、できないだろう。

　だが、そうしなくてはならない。

　なぜならば、アッシュは騎き士しだからだ。イリステラを護まもると誓ちかいを捧ささげたものだからだ。その務めを放ほう棄きすることはできない。

　ぐっと歯を噛かみしめ、アッシュは全ぜん霊れいを尽くして、その場に立ち上がろうとして──

　その肩に、そっと手が置かれた。

　イリステラのものだった。

「…………イリステラ、さま……？」

「いけませんよ、アッシュ。あなたの務めは確かに大事なのでしょうけど──それは、決して、命に代えられるものではありません。ここは、大人しくしていてください」

　優やさしい笑みと共にそう言われて、アッシュは自分の身体から力が抜けるのを感じた。

　イリステラは自らキキモラに近づいていく。キキモラは複雑な表情でアッシュのことを見下ろしていたが、すぐにイリステラに向き直った。

「まったく、手を焼かせてくれるね。でも、これで終わりだ。きみたちの『聖夏祭サンフエスタ』は、これで破は滅めつする──」

「キキモラさん」

「──、はい？」

「他のことはともかく、ティリエルに手を出したことは許せません。クィンストラウス王家の名に於おいて、いつか、あなたのことをお仕置きさせていただきます。覚悟しておいてくださいましね？」

　ぬけぬけとそう言って、イリステラはにっこりと微笑ほほえんだ。キキモラは恐怖に唾つばを飲み込みながら、それを振り払うように足を踏ふみ込み──

　彼女の肩口に、青黒い爪つめを突き刺した。













　　　第三幕　『呪のろい』にかけられて







「このっ……馬ば鹿か者ものが！」

　内務大臣マルベス・アーデルハイドは、鷲わしのような髭ひげを怒りに震ふるわせていた。

　医務室前の通路には、幾人もの人々が詰め寄せていた。『魔族エマ＝デモナス』に傷つけられ、治ち療りようのために運び込まれたイリステラを守るための『近衛騎士団インペリアルナイツ』や、彼女への加か護ごを神に祈る巡礼団の面々、心配そうに表情を曇くもらせるメイドたちも、祈るように手を組んでいる。

　その中で、イリステラを守れなかったアッシュは、ぎっと唇くちびるを噛かんでいた。

「だからわたしは反対だったのだ！　貴様のような下げ賤せんなものを、よりにもよって姫さまのお側そばに置くなど！」

「……申し訳、ありません……」

「黙だまれ！　姫さまの身を守ることもできず、犯人も取り逃すとは、なんたる醜しゆう態たいだ！」

「マルベス殿。どうか、お静かに」

　小声で彼を制したのは、『帝国国教会』の巡礼団、その団長を務める老人だった。『司聖』と呼ばれる、『帝国国教会』の中でも高位にある聖職者だ。

　マルベスは口を噤つぐむ。アッシュをにらみつける目の鋭さに変わりはなかったが、客人の前で声を荒げることが礼を失した行為であることを思い出したのだろう。

「これは、失礼をいたしました、司聖さま」

「いいえ。それよりも、今はイリステラ姫の無事を祈りましょう──」

　そのとき、医務室の扉が開き、中から医務官の女性が現れた。

　マルベスは、やや青ざめた顔で彼女に近づき、何事かを囁ささやいた。初老の女性はマルベスのことをちらりと見上げ、皺しわの刻まれた顔に人当たりの良い笑みを浮かべた。

「ご心配には及びません。姫さまのお命に、別状はないようです」

　言いしれぬ安あん堵どが、医務室前の通路に満ちた。

「不幸中の幸い、とでも申しましょうか。ともかくもようございました」

「しかし、それでは『魔族エマ＝デモナス』は、王女殿下に一体なにを──？」

　そう言い交わしたのは、巡礼団の人々だった。医務官はもう一度マルベスに視線を向ける。マルベスがかすかに頷うなずいたのを見ると、彼女は説明を始めた。

「先ほども申し上げましたとおり、『呪のろい』です。『魔族』は、姫さまのお身体に『呪印マーク』を残していったのです」

　巡礼団がざわめいた。そのうちのひとりが、身を乗り出すようにして、

「一体、どのような『呪い』が王女殿下にかけられたというのですか？」

　その質問に、医務官は静かに答えた。

「お恥ずかしながら、わたしは魔法の知識に乏とぼしくあります。しかし、他でもないイリステラさまのご慧けい眼がんにより、『呪印』の効果が判明いたしました」

　アッシュは顔を上げ、医務官の顔を見つめる。自分の失敗が招いた結果を、彼は見定めなくてはならなかった。

「他の魔術師や宮廷図書室からの資料とも照らし合わせる予定ですが、ともかくも『魔族』が姫さまに施ほどこした『呪い』は──『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』と呼ばれるもののようです」

　一瞬、間があった。

　司聖を始めとする巡礼団の面々は、目を丸くして医務官を見つめた。マルベスや近この衛え騎き士したちは、よく意味がわからないといったふうに、互いに顔を見合わせている。

　それから、巡礼団は大声で笑い出した。

「──はっ、はははははははは！　それはまあ、なんとも──」

「しょせん悪魔は悪魔というわけですな！　イリステラさまのご尊顔が眩まぶしすぎて、ろくに『呪い』もかけられなかったと見える！」

「いや、一時はどうなることかと思いましたが、そういうことでしたか。これなら、『聖夏祭サンフエスタ』も滞とどこおりなく進めることができそうですな」

　安あん堵どしたように言い合う巡礼団に、こほん、とマルベスが咳せき払ばらいをした。

　司聖がそれに気づき、自らの安堵を伝えるために、口を開いた。

「っと、これは失礼しました。ご説明させていただきます『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』というのは有名な『呪のろい』でしてな。知らぬものはいないというほどの、恐ろしい『呪い』なのです」

　マルベスは目を見開き、

「そ、そんな『呪い』が姫さまにかけられたというのなら、それこそ一大事では──」

「いえ、言葉が足りませんでした。『常人には』恐ろしい、とでも言いましょうか」

「常人には──？」

「つまり、『増魔の呪印』の効果というものは、『人の内心にある欲望を増ぞう幅ふくする』というものなのです。この『呪い』を受けた者は、次第に克こつ己き心しんが弱くなっていきます。自らの中にある憤ふん怒ぬ、傲ごう慢まん、嫉しつ妬と、怠たい惰だ──そういった、人の弱さや欲望を抑えることが、できなくなっていくのです」

　それを聞いて、事情を知らない人々がざわめいた。司聖は手を上げてそれを制し、

「常人であれば、これは大変な脅きよう威いとなります。我々のような弱き子羊は、ただでさえ自らの欲望に振り回されやすい。ただびとがこの恐ろしい『呪い』を受けて、どうして堕だ落らくせずにいられましょう。ですが──」

　そこで、司聖は微笑ほほえみを浮かべ、首を振った。

　マルベスや近衛騎士団インペリアルナイツも、話の流れがわかったのか、その表情を緩ゆるませていた。

　ただひとり、アッシュの表情だけが、石のように硬かたい。

「相手は、イリステラさまです。イリステラ・クィンストラウス王女殿下。この王国を問わず、内外に彼女の声望を知らぬものはいないでしょう」

　巡礼団の面々も、口々に賞しよう賛さんの言葉を紡つむぐ。

「わたしはあの方に出会うまで、この世に聖人がいるとは思いもしなかった。どのような人間であっても、弱さと脆もろさを持っていると、そう思っていました」

「しかし、イリステラさまは違う！　あの方は、至難と言われる『祈フりレ乙イ女ア』の大役を十年近くも果たしてこられました。それこそがイリステラさまに邪じや心しんがないというなによりの証あかしでしょう。ないものを増やすことなど、いかに悪魔といえどできるはずがないのです」

「まあ、そのようなことは、我々のような部外者が言うまでもなく、この国の方々が十分にご存じのことでしょうな」

　司聖がそう言うと、その場にいる人々は揃そろって頷うなずきを返した。医務官も近衛騎士たちも、イリステラが聖女に等しい存在だと本気で信じ込んでいるためだ。

　ただひとり、アッシュだけが、凍りついたように動けない。

「それでは、『聖夏祭サンフエスタ』は──」

　マルベスの問いかけに、司聖は大きく頷き、

「問題なく実行できるでしょう。いや、一時はどうなることかと思いました。『聖夏祭サンフエスタ』は『帝国』に所属するすべての国で、滞とどこおりなく行われなければなりませんからな。中止などということになれば、それこそ皇帝陛下のご不ふ興きようを買いかねない」

　ふと、僧そう侶りよのひとりがアッシュを見た。馬ば鹿かにするような口ぶりで、

「そちらの騎き士しどのも、さぞかし安心なされたことでしょう」

　しかし、もちろん、アッシュは、そんなはずがないと知っていた。

「それで、医務官どの。王女殿下に面会は可能でしょうか？」

「ええ。『呪印マーク』以外には目立った傷はありませんから」

「もう少ししたら、国王陛下と王妃殿下もおいでになるはず。この報を聞けば、きっとご安心いただけるでしょう──」

　言い合いながら、マルベスと巡礼団の人々は医務室へと入っていった。

　と、アッシュは最後尾にいた医務官を捕まえて、尋ねた。

「あの、姫さまは、お目覚めなのでしょうか？」

　彼女は初老の女性らしい優やさしさで、失敗した騎士に微笑ほほえみかけた。

「ええ。最初は気を失っておいででしたけれど、今はすっかりお元気になられて。早くティリエルさんやあなたに会いたいと仰おおせでしたよ。あの方々が立ち去ったあとに、お見舞いにきてくださいね」

　そう言って、医務官は部屋に戻っていった。

　彼女の言葉を吟ぎん味みしながら、アッシュはその場に立ち尽くしていた。近衛騎士団インペリアルナイツの騎士たちが、そんな彼を見て嘲ちよう笑しようを浮かべている。事態についていけない愚ぐ鈍どんな騎士──彼らの目に、アッシュはそんなふうに映っているのだろう。

　やがて、アッシュは、踵きびすを返し、歩きはじめた。アッシュが、アッシュだけが気づいている『危険』について相談できるのは、ひとりしかいない。

　イリステラの『遊び相手』──サージッド＝《エルド》＝ティリエルだ。




　　　　◆




「メイド長」

「…………」

「メイド長」

「…………」

「メイド長──」

　上級メイドの詰め所で、普段は無口なユーピッドが、延々と話しかけている。

　その先にいるのは、ティリエルだ。

　丸い。

　こんなに丸いティリエルを見たのは初めてだ。普段はしゃんと背筋を伸ばし、誰だれに対しても威い風ふう堂どう々どうと振る舞うのに、今の彼女はまるで、壁際に座り込んだダンゴ虫だった。

「メイド、──アッシュさん」

　アッシュが入ってきたことに気づき、ユーピッドは空色の髪かみを揺らして振り向いた。人形のような面差しに、かすかな困惑が滲にじんでいた。これほどまでに落ち込んでいるティリエルは、ユーピッドとしても初めて見るらしく、「助けてください」とその瞳ひとみが物語っている。

　アッシュは頷うなずき、ティリエルに話しかける。

「イリステラさまは、ご無事だ。『呪のろい』を受けたけれど、お身体に別状はないらしい」

　詰め所にいる上級メイドたちの視線が、アッシュに向けられた。

　その視線を物ともせず、アッシュはティリエルに近づいていく。彼女が落ち込む気持ちは、痛いほどよくわかった。イリステラを守れなかったどころか、彼女に剣先を向けてしまったのだから。普段の尊敬が深いだけに、自らを責める気持ちは誰よりも強いのだろう。

　しかし、だからといって、放っておくことはできない。

「ティリエル──」

「ほっといて」

　涙に濡ぬれた声だった。壁を向いているのは、今の顔を部下に見られたくないからだろうか。うずくまっているのは、床に落ちた涙のあとを見つけられたくないからかもしれない。

　しかし、アッシュは首を振った。

「そういうわけにはいかない。まだ、やることがある」

「イリステラさまはご無事だったんでしょ。ならいいじゃない。あたしたちのすべき、ことっ、なんて、もう、なにもっ、ぐっ──」

　アッシュは、小さくため息をついた。ティリエルの襟えり首くびを掴つかみ、猫の子を持ち上げるように引き立たせる。一発ビシっと言ってやらないとわからないようだ。落ち込むことができるのは、落ち込む権利を持っている奴やつだけなのだと──

「ぶっ!?」

　思いも寄らぬ反撃が来た。立たされたティリエルは、そのまま上半身を伸び上がらせて、自分の後頭部を思いっきりアッシュの鼻っ面に叩たたきつけたのだ。

「……アンタは、良いわよね。アッシュ」

　なにが、と問い返すことも、その背中は許してくれなかった。

「あいつに、操られたりなんか、しなかったんだから。あいつに操られてっ、それでっ、イリステラさまにっ、──イリステラさまに、刃を向けたりしなかったんだからっ!!」

　アッシュは押し黙だまった。ティリエルは振り返る。

　ひどい顔だった。メイド長の威い厳げんなどどこかに吹き飛んでしまっていた。ぐしゃぐしゃに泣き崩くずれたその顔は、親から見捨てられた幼児のものだ。涙も鼻水もだらだらと流しながら、ただその紅あかい瞳ひとみだけが、怒りと悲しみと悔しさと情けなさに燻くすぶっていた。

「誰だれがなんと言おうとも、あたしはもう、あたし自身を許せない！　よりによって、イリステラさまを危険に晒さらすなんて！　耐えられないわ！」

　逆上したティリエルは、レイピアを引き抜いた。器用にくるりと回転させて、自らの喉のどに当て、目を閉じる。

「……イリステラさまに、伝えておいて。ティリエルは合わせるお顔がありません、死を選びます、って」

　アッシュは慌あわてた。本当にやりかねないと思ったからだ。

　ティリエルは、誰よりもイリステラのことを深く想おもっている。アッシュとてイリステラを敬けい愛あいしているが、彼女に比べれば劣おとる。それだけに、どれだけ深い罪悪感がティリエルを蝕むしばんでいるか、容易に想像がついた。

　しかし、だからといって、死ぬほどか──!?

　アッシュは姿勢を低くし、いつでも飛びかかれる態勢を作った。とりあえずあの物騒なものを取り上げないと、話もできない。

　そのとき、凛りんとした声が響ひびき渡った。

「ティリエルっ！」

　その場にいた誰もが、声の主を振り返った。

　イリステラがそこにいた。背後にマルベスや巡礼団を付き従えている。白はく皙せきの顔に色濃い疲労を浮かべているが、それを掻かき消すほどの怒りが全身から立ち上っている。

「…………あなたはっ…………！」

　ティリエルのことをにらみつけながら、イリステラは唇くちびるを震ふるわせた。しかし、叱しつ声せいは出てこない。あまりに巨大な怒りは、人から言葉を失わせるのだ。

　その怒りに射すくめられたティリエルは、ぴたりと凍りついたまま、動くことさえできない。ただ、その手が緩ゆるみ、レイピアが滑すべり落ちて床の上で固い音を立てた。

　そうして、イリステラはまっすぐにティリエルに歩み寄り──

　思いっきり、その頬ほおを平手打ちした。

　その場にいる全員が、絶句してその光景を見つめた。

　あのイリステラ・クィンストラウスが、誰かをひっぱたく姿など、想像したこともない。

　あまりの衝しよう撃げきに、ティリエルは尻しり餅もちを突いてしまった。呆ぼう然ぜんと自分を見上げる紅い瞳に、イリステラは涙さえ浮かべて、叫ぶ。

「あなたは、命を、なんだと思っているのですか!?　自ら死を選ぶなどということを、一体誰が許しました！　思い上がるのもいい加減になさい!!」

　ティリエルの身体が、雷かみなりに打たれたかのように震えた。

　イリステラは眉まゆを逆立て、歯を食いしばっている。痛みに耐えているかのように──いや、まさしくそうなのだろう。イリステラのような心こころ優やさしい少女にとって、誰だれかを叩たたくということは、誰かに叩かれる以上の苦痛であるに違いなかった。

　少なくとも、その場にいたアッシュ以外の人間はそう思った。上級メイドたちはイリステラの厳しさと優しさに思わず涙ぐみ、そっと目元を拭ぬぐっているものもいる。

　ただひとり、アッシュだけが疑いを捨てきれない。

　その疑いは、イリステラがティリエルを立たせたとき、確信に変わった。

「い、イリステラさま、ごめんなさ──、あっ！」

　イリステラは再びティリエルの頬ほおを叩いた。ティリエルは再び崩くずれ落ちる。イリステラはまたティリエルを立たせようとする。

「自分で自分のことを罰ばつするなんて、どうしてそんなことをしようとするのですか！　あなたの身体は、あなただけのものではないのですよ！」

「イリステラさ──、あんっ」

「今度という今度は、許せません！　そんなもったいないことをしようとするだなんて、あなたには命の尊とうとさというものを、しっかりと教えてあげなければいけないようですね！」

「イリ──、あんっ♪」
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　さすがに背後で巡礼団が疑わしそうに、

「……もったいない？」

「元も子もない──命を無に帰す行為は神と人の尊そん厳げんへの侮ぶ辱じよくだ、と仰おつしやりたかったのでしょう。悲しみのあまり、舌がもつれてしまうとは、おいたわしい」

　そう思ってくれている今のうちがチャンスだ。アッシュは自分も死にたくなるような気持ちを抑えながら、またもや振り上げられたイリステラの手を掴つかみ、

「あの、イリステラさま、どうかその辺で──」

　その手を振り解ほどいて、アッシュはイリステラのほうを向いた。

　青い瞳ひとみは爛らん々らんと輝かがやき、その頬ほおは興こう奮ふんに上気していた。アッシュは自分の確信が深まるのを感じた。彼は今までに、何度もこういう目を見てきた。『趣味』が発動するとき、イリステラはこういうふうに妖あやしく目を輝かせるのだ。

　しかし、今のこれは──

　と、イリステラはその平手を、アッシュの鼻先にばちんと叩たたきつけた。

「あだっ!?」

「お離しなさい、アッシュ！　わたくしは怒っているのです！　あなたも、その怒りを味わいたいというのですか!?」

　アッシュは鼻を押さえて、後ずさった。先ほどのティリエルといい今のイリステラといい、ぼくの鼻になにか恨みでもあるのか。そんなことを考えながら、アッシュはイリステラの肩口を観察する。

　ストールの隙すき間まから覗のぞく肌には、『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』が、青黒い輝きを放っていた。

　忌いまわしいその光は、生き物が呼吸をするようにして明めい滅めつしている。

　アッシュは手を伸ばしてイリステラの手首を掴んだまま、ティリエルのほうにも手を伸ばし、その腕を取った。アッシュはマルベスを振り返り、

「ま、マルベス閣かつ下か。イリステラさまは、まだお疲れのご様子。もう少しお休みになられたほうがよいと思うのですが、どうでしょう？」

　マルベスの顔に、ありありと不快が刻まれた。

「そのようなことは、貴様が決めることでは──、あ、おい！　どこへ行く!?」

「そうですか、ありがとうございます！　それでは失礼します！」

「なんですかアッシュ、わたくしの用はまだ済んでおりません！　まだまだティリエルに、お仕──」

　みなまで言わせなかった。アッシュはイリステラとティリエルを引きずるようにして、メイドの詰め所から出て行き、イリステラの私室へと駆かけ込んだのだった。




　　　　◆




「わたくしが？」

　自らを指差して、彼女はそう尋ねた。アッシュは重々しく頷うなずく。

　王女イリステラの私室は、彼女の『趣味』の話を気兼ねなくすることができる唯ゆい一いつの場所だった。マルベスの監視を逃れて、そこに逃げ込んだアッシュは、イリステラが正気に戻るのを待ってから、彼女の行いを問いただした。しかし──

「い、いくらわたくしでも、人目のある場所でそんなことはしませんよ」

　イリステラは、困惑したようにそう答えた。

　──やっぱり。

　そう思い、アッシュは嘆たん息そくした。

　その隣となりで、ティリエルは赤くなった頬ほおを愛いとおしげにさすりながら、どこか遠くを見るような目つきをしていた。激情に駆かられたイリステラの一撃は、彼女にとってよほど甘かん美びなものだったのだろう。本当にどうしようもないなこいつは、とアッシュは思った。

　イリステラは、嘘うそやごまかしではなく、なにも覚えていないらしい。

　彼女が覚えているのは、自死しようとしているティリエルを見たところまでだった。

　そのときのことを思い出すと、イリステラの面差しは再び怒りに染まった。

「だって！　後先も考えずあんなことをするのですもの。ティリエルは残されるものの、わたくしや、アッシュや、ガーラフさんたちの気持ちは、どうでもいいというのですか？」

　ティリエルは、弾はじかれたようにイリステラを振り返った。さすがに悄しよう然ぜんとして、

「……ごめんなさい、イリステラさま」

「謝るのはわたくしだけですか？」

「…………ご、ごめんね、アッシュも」

　いつになく神妙なティリエルに、アッシュはぽりぽりと頬を掻かき、

「いや、確かにあれはどうかと思いますけど──あまり怒らないでください。ティリエルも、彼女なりの責任を感じてあんなことをしてしまったのですから」

　そう言うと、イリステラはふと肩から力を抜いた。

「そのとおりですね。あんなことをしたのは、それだけティリエルが傷ついていたから。わたくしを守れなかったことを、それほど悔くいてくれたのですね」

　イリステラは、うなだれるティリエルの赤い髪かみをよしよしと撫なでた。

「ありがとう──という言葉は、おかしいでしょうか？　でも、それだけ想おもってくれる人がいることを、わたくしは嬉うれしく思いますよ、ティリエル」

「……うっ……、うわあああああああっ！」

　ティリエルの顔が、再び泣き崩くずれた。イリステラの膝ひざに取りすがり、抑えた嗚咽おえつをあげる彼女の姿は、母親に甘える幼児のようだった。

「それで──」

　ひとしきりティリエルをあやしていたイリステラは、アッシュのほうに目を向け、

「わたくしが、その、巡礼団やマルベスの前でティリエルを叩たたいたというのは──」

「本当です」

　アッシュはティリエルを見た。赤く腫はれ上あがった彼女の頬ほおが、なによりの証拠だ。

　イリステラは自分の手のひらを見下ろして、細い眉まゆを悲しげに寄せ、

「まさかイリステラさま、『そんなおいしいイベントが起きたというのに覚えていないなんて惜おしいことをした』なんて思っていませんよね」

「なっ、なにを根拠にそのようなことを！」

　しかしイリステラの目はきょときょとと泳いでいる。この人の考えることは、本当にわかりやすいな──と呆あきれながら、アッシュは咳せき払ばらいをした。

「とにかく、これは由々しき事態です。今までイリステラさまは、少なくとも人前で『趣味』を行おうとはしなかった。ティリエルに怒っていたのだとしても、せめてティリエルと二人きりになってから、というくらいの自制心は働いたはずです」

　ティリエルが瞬まばたきをした。紅あかい瞳ひとみから涙がこぼれ、彼女は鼻をすすりながら、

「……っ、ぐすっ、……それじゃあ、どうして、やっちゃったのよ？」

　アッシュはティリエルを見返し、少し考えてから、懐ふところからハンカチを出してその鼻先に押しつけた。ティリエルは面食らったようだが、素直にそれを受け取る。

　ちーん、と鼻をかむ音を聞きながら、アッシュは答える。

「『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』だ。──心の中にある悪意や欲望を増ぞう幅ふくさせ、その人を堕だ落らくさせる『呪のろい』。イリステラさまは、キキモラにそれを刻まれてしまったんだ」

　キキモラの名前が出た瞬間、三人は揃そろって複雑な表情をした。騙だまされた、ということもあるが、あの純真な少女が『魔族エマ＝デモナス』であるということがいまだに信じられないのだ。

　と、イリステラがふと気づいたように、手を上げた。

「あっ！　はいはい、アッシュ、わたくし、大変なことに気づいてしまいましたよ！」

「……なんですか？」

「わたくしがキキモラさんに思わず襲おそいかかってしまったのは、彼女の『魂繰りマインドハツク』のせいなのではないでしょうか!?」

　確かにそう言われてみれば、あのときのイリステラは正気を失っていた。『魂繰り』と呼ばれる、人の精神を操る魔法を使うのであれば、あのときのイリステラの暴挙もキキモラがそう仕向けただけなのかもしれない。

　イリステラはジト目になって、アッシュとティリエルをにらみつけ、

「それなのに、二人してわたくしのことを罪人扱いして……許せませんね……これは、おしおきモノです……！」

　どことなく嬉うれしそうに言って、わきわきと両手を動かした。それを見てティリエルはなぜか頬ほおを上気させ、対照的にアッシュは冷めた表情で、

「そもそもイリステラさまがキキモラによからぬ感情を持たなければ、あんなことにはならなかったんじゃないですか？」

「え。──そ、それは、確かにそうかもしれませんけど、でも」

「だったら悪いのはイリステラさまです。話を先に進めていいですか？」

「…………なんだか、最近のアッシュ、冷たいです…………」

　しゅん、とうなだれてしまったイリステラの姿に、罪悪感がちくちくと湧わき上あがってくる。仕方がなかった。

　なぜなら、イリステラの肩に刻まれた『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』が、輝かがやきを増していたからだ。

「イリステラさまには、『増魔の呪印』で増幅される悪い心がないのだと、巡礼団の人たちは言ってました。それは正しいのかもしれません。イリステラさまは、基本的に誰だれもが憧あこがれを抱くような、美しい心の持ち主ですから」

「美しいだなんて、そんな」

　ぽっと頬を赤らめ、イリステラはもじもじとテーブルの上に「の」の字を書くが、それはさておいて、

「でも、イリステラさまは、それだけのお人ではないと、ぼくたちは知ってます」

「……『趣味』のことね」

　ようやく理解したのか、ティリエルがぽつりとつぶやいた。アッシュは頷うなずき、

「そうだ。恐らくキキモラは、そのことがわかって『増魔の呪印』を使ったんだと思う。他の悪意がなくとも、人をいじめたいという欲望があるということを、キキモラは身をもって学んだんだからね」

　王女の私室に、沈ちん黙もくが降りた。

　事態の重みを理解して、アッシュもティリエルも、鉛なまりを飲んだように押し黙だまる。

　イリステラも驚おどろいたように目をぱちくりさせ、自分の肩口を見下ろした。そこには『呪印マーク』が青黒い輝きを放ちながら、その輪りん郭かくを明めい滅めつさせている。

　ふと。

　彼女の視線が横にそれた。目を細め、何事かを考える素そ振ぶり。アッシュはその横顔を見つめながら、低い声でつぶやく。

「まさかイリステラさま、『呪のろいのせいにすれば趣味を出しても怒られないんじゃないか』とか、そんなことは考えていないですよね」

「なっ！　なぜ、そんなことを!?」

　やっぱりだめだこの人。

　と、こちらは真面目な考えごとをしていたティリエルが、ぽつりとつぶやいた。

「イリステラさま。『祈フりレ乙イ女ア』は、『サンカラペッジオの聖せい墓ぼ』を起動するために、心を清きよく保っていなくてはならないんですよね？」

「え、ええ、そうですよ」

「もしも『祈り乙女』が汚れていたとしたら──『聖夏祭サンフエスタ』は、どうなりますか？」

　イリステラは頬ほおに手を当てて考え込んだ。

「さあ、どうでしょう。『サンカラペッジオの聖墓』は、名称こそ『聖墓』ですが、実際には聖でも邪でもありません。『霊脈レイライン』を清せい浄じように保つのは、あくまでも『祈り乙女』の心が真しん摯しであればこそで、それを増ぞう幅ふくするのが『サンカラペッジオの聖墓』の役目ですから──」

　思考を言語化しながら考えることしばし、イリステラは「うん」と頷うなずいて、華やぐような笑みをアッシュたちのほうに向け、

「『祈り乙女』が汚れていれば、王国全土が汚れることになりますね！」

　なんてこった。

　事態を飲み込んだティリエルが、慌あわてふためいてアッシュの胸ぐらを掴つかんだ。

「ど、どうすんのよ!?　『祈り乙女』はイリステラさまなのよ!?　そのイリステラさまに『呪印マーク』がつけられて、欲望が大きくなったりして、その欲望がまるまる『聖墓』に反映されちゃったりしたら──」

「ぼ、ぼくだってそんなのは御ご免めんだよ！　でも、どうすればいいかなんて──」

「あのう」

　恐る恐る、というふうに、イリステラが手を上げた。首をかしげながら、

「人をいじめたいと思う気持ちって、そんなに悪いことなんでしょうか？」

「「当たり前ですっ!!」」

　同時に叫んだアッシュとティリエルに、イリステラは衝しよう撃げきを受けたような顔になった。が、この世間知らずの王女さまに関わっている暇ひまはない。アッシュはティリエルと顔を突き合わせ、善後策を模も索さくする。

「こ、こうなったら、『聖夏祭』を中止してもらうしか──」

「なんて説明するのよ!?　イリステラさまが実は人をいじめて喜ぶ『趣味』の持ち主だから『祈り乙女』を務めるわけにはいきませんって言うの!?　アンタそんなこと言ってみなさい、あっという間に蜂はちの巣すにしてやるから！」

『聖夏祭』を中止するわけにはいかない。ろくな理由もなしにそんなことを言ったら、今度こそマルベスに毒殺される。さりとて本当の理由を説明したら、ティリエルは言葉通りアッシュを刺殺するだろう。そして事態を看かん過かして王国全土が汚されれば、『帝都』から戻ってきたドル・ドーザによってアッシュは殴り殺されるはずである。

　どう転んでも自分の命はないように思えたが、ふとアッシュは思いついた。

　そもそもの問題は、キキモラがイリステラに『呪のろい』を施ほどこしたことにある。それさえなければ、彼女は例年通り、『祈フりレ乙イ女ア』として振る舞うことができるのだ。

「イリステラさま。『呪い』を解くためには、どうすればいいんですか？」

「あ、はい、それは簡単です。『呪い』といっても要するに魔法の一種ですから、『魔マ源ナ』の供給がなければ効果は現れません。ですから、キキモラさんを捕まえて供給を解除すれば、『呪い』は効果を失うはずです」

　一筋の光明が見えたが、しかし、問題はまだある。

「で、でも、キキモラがどこにいるかなんてわかりませんよ!?　今ごろは、とっくに国の外に逃げちゃったかも──！」

　ティリエルの言葉に、イリステラはゆっくりとかぶりを振り、

「いえ、それはあり得ません。『呪印マーク』と術者の接続は、双方の距離があまりに広がりすぎると切れてしまうのです。ですから、『呪印』を発動させておこうとするなら、近くに──少なくともこの城のどこかにいなければなりません」

　ティリエルの紅あかい瞳ひとみが、ぎらりと輝かがやいた。

「なら、やるべきことは、ひとつですね」

　キキモラは、ティリエルに敗北を与えた。心の隙すきを突き、その自由意思を奪うばって、自らの主に剣を向けさせた。しかしティリエルは、もはやそのことを恥としてはいない。

　本当に恥ずべきことなのは──

「この城のどこかにいるというのなら、虱しらみ潰つぶしにしてでも、必ずキキモラのことを探し出してやるわ！　アッシュ！　アンタも手伝いなさい！」

　敗北を糧かてとせず、じっとうずくまっていることなのだ。

　アッシュは頷うなずき、ティリエルと共に、行動を開始した。




　　　　◆




「……ふむう。なにやら、城の中が慌あわただしいのう」

「左様でございますね、ご主人さま」

　キキモラは恭うやうやしく頭を下げて、『主人』に頭を下げた。

　そうしながら、ちらりと視線を上げる。確かに彼の言うとおり、『上層部アツパーヤード』には浮ついた雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。メイドの一隊が足早に歩き抜けていったと思えば、『外衛騎士団アウターガーズ』の騎き士したちが鎧よろいを鳴らしながら走っていく。

『主人』は鼻を鳴らし、

「まあ、よいわ。それより、ほれ、アーデルハイド侯こう爵しやくの元へ早う案内いたせ」

「畏かしこまりました、ご主人さま」

　先に立って歩き出す。彼は下か情じように興味を持たない、典型的な貴族のひとりだった。意思に強いところがなかったからこそ、キキモラを自らの召使いだと思い込んでいるのだ。

　走り行く『外そと衛え』の騎き士しを横目で見ながら、キキモラは内心でため息をつく。

　──わたしを、探しているのかな。

　わずかな後悔が、キキモラの胸に差した。弱気はいけないとわかっていても、生まれ持った性格が、自分の行動の悪い面ばかりを見つけ出してしまう。

　イリステラの『性せい癖へき』を見出して、それを増ぞう幅ふくさせるための『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』を施ほどこしたのは、正しい選択だったと思う。これが成功すれば、『霊脈レイライン』は手の施しようがないほど乱れるはずだ。そしてそれは、この国が『魔族エマ＝デモナス』の温おん床しようになることを意味する。

　──でも、ちょっと、早すぎたかもしれない。

『主人』を先導しながらキキモラが思うのは、そのことである。

『呪のろい』は、それを維持するだけでもかなりの『魔マ源ナ』を食う。ましてキキモラは、イリステラに攻撃を仕掛けるときに多くの『魂繰りマインドハツク』を使っていた。最上位魔法である《強令コマンド》まで使用してしまった。今も《擬視ミミシス》を使って、この貴族を騙だましている。あと五回も魔法を使えば、『呪い』を維持することもできなくなってしまうだろう。

　そんなことを考えているあいだに、目的の場所へとたどり着いた。中から聞こえる話し声は、確かに内務大臣、マルベス・アーデルハイドのものである。

「おお、ここだ。おまえはここで待っておれ」

「仰おおせのままに、ご主人さま」

　室内に入っていく『主人』に、スカートをつまんで礼をしながら、キキモラは彼の存在を頼もしく思った。この貴族の精神は隙すきだらけだ。使用人の名前さえまともに把は握あくしていない。しばらくは、潜せん伏ぷく先に困ることはないだろう。

　壁に背をつけて、ふう、と息を吐く。しばらくは困らない。しかし、その先は──わからない。今のところは、相手の出方を窺うかがうしかないか──

　そう思っていると、聞き覚えのある声がキキモラの耳を打った。

「……それじゃ、『近衛騎士団インペリアルナイツ』は動かないのか？」

　どきっ、と心臓が高鳴った。

　キキモラは息を止め、近づいてくる二人の少年を見つめる。

　アッシュと、トレインという名の騎士だった。

「動かないわけじゃないさ。というか、より重大な仕事で動いてる」

「……『彼女』の捜そう索さく以上に、大事な仕事があるの？」

「そりゃそうだろ。その、なんだ、おまえの言う『彼女』が失敗した以上、『次』があるかもしれないだろうが。それを防ぐために、姫さまの身辺をきっちり固めておかないとな。それが、今のところ第一の仕事だ」

　歩きながら、トレインは肩をすくめ、

「問題の『彼女』の捜そう索さくは二の次さ。だからおれらにお鉢はちが回ってきたんだろう。──それに、おまえにもな、『竜戮騎士テイフオニロス』見習い殿」

「……そうかも、しれない」

「……あー、いや、すまん、アッシュ。冗談のつもりだったんだが……」

　トレインは頬ほおを掻かいて謝罪し、アッシュは笑ってそれを受け入れた。

「いや、いいよ。きみの言うとおりだ」

「と、ところで、イリステラさまはどうなさっているんだ？　いくら効果がないとはいえ、『呪のろい』を受けたんだ。本当にご無事なのか？」

「ああ、まあね。今はお休みだけど、明日からは公務に戻られるそうだよ──」

　彼らが自分の目の前を歩いていく瞬間、キキモラは顔を伏せてしまった。《擬視ミミシス》があるとはいえ、見破られるかもしれないと思ったからだし──

　それに、なぜか、顔が赤くなっていたからだ。

「あれ」

　そのとき、アッシュが立ち止まった。

　心臓が痛いほどに鳴った。

「きみは──」

　──バレた!?　いや、そんなはずはない！　イリステラならともかく、魔法の素そ養ようがないアッシュにわたしの《擬視》が見破られるはずはない──

　白く染まりかけた頭の中で、キキモラは必死にそう考える。

　目の前で立ち止まっているアッシュは、少しとがめるような声で、

「『上層部アツパーヤード』のメイドは、必ず二人一組で行動するようにと通達されてるはずです。もうひとりは、どうしたんですか？」

　ぐっと唾つばを飲み込み、キキモラはうつむいたまま答えた。

「わ、わたしは、その──城のメイドではなく、オーウェン子し爵しやくさまの付き人でして──」

　そう答えると、アッシュは安あん堵どしたように息をつき、

「そうでしたか。これは失礼をいたしました」

　どうやら、うまくごまかせたようだ。

「今、『上層部』は『聖夏祭サンフエスタ』の準備で慌あわただしくなっております。もしかしたら同じような質問を、別のものからされるかもしれませんが、なにとぞご容よう赦しやください」

「あ、は、はい、わかりました──」

　うつむいたままキキモラが答えると、アッシュは一礼をして歩きはじめた。トレインと何事かを話し合いながら、角を曲がり──

　それを見届けて、腰が抜けそうなほどの安あん堵どを感じながら、同時に戦せん慄りつした。

　アッシュたちは、キキモラの隠かくれ場所をきっちりと潰つぶすつもりだ。

『メイドは二人一組で行動する』と、アッシュは言った。確かに、今まで気に留とめていなかったが、『上層部アツパーヤード』を行き来するメイドでひとりで行動しているものはいなかった。恐らくは全員が、『相棒』の名前を知っているのだろう。不ふ審しんなメイドが紛まぎれ込めば、すぐにわかるように。

　それに、キキモラの『魂繰りマインドハツク』にも限度がある。複数の人間にかければ、それだけ多くの『魔マ源ナ』を消費する。メイドたちが二人一組で行動するようになったということは、今後キキモラが《甘ラ言イ》で情報を得ようとすれば、二倍の『魔源』を消費しなくてはならない、ということだ。

　じりじりとした焦あせりが、キキモラの肺はい腑ふを焼きはじめる。

　敵地で情報もなく動くことは死を意味する。しかし、情報を得るための対マ価ナをこれ以上支払うことはできない。『呪のろい』に支障を来きたすためだ。

　キキモラがそっと懐ふところに手を差し込み、『立派な魔族エマ＝デモナスになるために』に触れたそのとき、ちょうど背後の扉が開いた。

「──ははは、わかりました、アーデルハイド侯こう爵しやく。それでは、そのように──」

　談笑しながら、『主人』が出てきた。キキモラは慌あわてて懐から手を出し、背筋を伸ばして『主人』を迎える。マルベスに向けていた愛あい想そ笑いは、キキモラを見ると途と端たんに失うせた。

「ふむ。用事は済んだぞ。案内せい」

「──ど、どこへ？」

「……なにを言うておるのだ、おまえは。領地に戻る。出口に向かえ」

　クィンストラウス城に寝泊まりする貴族はごく一部、マルベスのように国の要職を任されているものや、一時的な用事のために訪れているものだ。『主人』──オーウェン子し爵しやくは後者だったが、その用事はわざわざ城に宿泊するほどのものではなかったらしい。そのことに気づき、キキモラは唇くちびるを噛かんだ。

　立ち尽くす従者に呆あきれ、オーウェン子爵は自ら歩き出した。蔑さげすむように、

「まったく、愚ぐ図ずが、これだから下げ賤せんのものは──」

　その背中を見つめて──キキモラは、まったく別の方向に歩き出した。オーウェン子爵はまだ愚ぐ痴ちを漏もらしていたが、キキモラはもはや聞いていない。彼の使用人をこれ以上続けることはできなかった。城の外に出れば、『呪い』を維持できなくなる。

　足早に歩き、手近にあった部屋のひとつにキキモラは逃げ込んだ。

　昼間、イリステラに襲おそわれたときと同じ造りの部屋だった。そのときのことを思い出し、ぎくりと身を震ふるわせるが、構ってはいられない。『立派な魔族になるために』を取り出し、キキモラは焦あせりに満ちた声を出しながらそれをめくる。

「『魔マ源ナ』……『魔源』さえ回復すれば、まだ……！」

　今回も、キキモラはお師さまの慧けい眼がんに感服することになった。第五章、『魔族エマ＝デモナスのこころとからだ』の項目に、それらしき一節があったのだ。曰いわく、




「──以上のことから、我ら『魔族』にとって『魔源』が尽きるということは死活問題である。よって、失われた『魔源』を迅じん速そくに、かつ大量に回復するための手法を以下に記す。ただしこれはあくまでも緊急的な措そ置ちであるから、濫らん用ようは避けること──」




「わ、わかってます、お師さま！　でも、今がまさに『緊急事態』なんですっ！」

　期待に身を焦こがしながら、キキモラは師が記した『その方法』を目で追っていき──

　そして、キキモラは爆発した。




　　　　◆




　自室に戻って、アッシュは疲れと共に、息を吐き出した。

　部屋の中には、夜の闇やみが満ちている。日はとっくに暮れて落ち、ティリエル麾き下かの上級メイド隊と、トレインを始めとする『外衛騎士団アウターガーズ』によるキキモラの捜そう索さくは、いったん取りやめになっていた。

　扉のすぐ脇の壁には、ランプが掛けられている。手探りでそれを取り、コックをひねると、ほのかな灯あかりが部屋の中の闇を照らしだした。

　アッシュは、『上層部アツパーヤード』の端はしに私室を割り当てられていた。ティリエル曰く、新米の上級メイドが割り当てられるくらいの狭い部屋らしいのだが、もともと貧乏貴族の次男であるアッシュには、十分すぎる広さだ。

　机にランプを置き、ベッドに腰かけながら、アッシュは物思いに耽ふける。

　トレインと協力して仕事に当たるのは、正直、嬉うれしかった。もともとトレインは『外衛騎士団』でも随ずい一いちを誇ほこる剣技の持ち主だが、それ以上に彼が自分の親友だからだ。

　トレインはアッシュの申し出を快こころよく引き受けてくれた。というより、まったく同じ命令がマルベスから下されていたらしい。

　すなわち、『魔族』、キキモラの捜そう索さく、及び捕ほ縛ばくである。

　アッシュとティリエル以外の人間は、それを『優先度の低い仕事』と認にん識しきしている。それはそうだろう。なにしろ、『魔族』は失敗したのだから、躍やつ起きになって彼女を追いかけ回さなくてもいい。

「姫さまを守るのは『近この衛え』の仕事、それ以外の雑用は『外衛おれら』の仕事だとさ」

　トレインは仕方なさそうに肩をすくめていたが、言葉ほどに気を悪くした様子はなかった。彼は王女イリステラのことを心から尊敬し、崇すう拝はいしている。その王女を傷つけた『魔族エマ＝デモナス』を許せない、と意気込んでいたのだ。

　本当のことを言いたかった。

　トレイン。ぼくたちのやっている仕事は、本当に大事な仕事なのだと。『魔族』を捕らえ、『呪のろい』の効力を失わせることは、このクィンストラウス王国を救うことに繋つながるのだと──

　ふと、頬ほおを風が撫なでた。

　机は窓に面している。それが、開きっぱなしになっていた。

　心地よい夏の夜風が吹き込んできて、ランプの小さな火を揺らしている。

「……あれ。閉めたはずだけどな」

　訝いぶかしく思いながら、窓を閉める。

　鍵かぎを掛けて顔を上げると、目が合った。

　窓ガラスに映る自分の姿、そのすぐ後ろに、キキモラの金色の瞳ひとみが煌こう々こうと輝かがやいていた。

　あまりの驚おどろきに、アッシュの呼吸が一瞬だけ止まり、

「アッシュ・ウィリアック。動いてはなりません」

　光と音が、驚きよう愕がくの隙すき間まにするりと忍び込んできた。

　目の奥と耳の奥、光と音が交差する脳のう髄ずいの深い場所が、ぎしりと束そく縛ばくされた。頭の奥底が痺しびれたようになり、考えること自体が困難になる。手足を動かすことなど論外で、自分たちの最大の敵を前にしながら、アッシュは彫ちよう像ぞうのように動けなくなってしまった。

　──な、

　軋きしるような束縛の中で、アッシュはそう考える。

　──なにを、された!?

「……はあ。よかった。今度は成功した……」

　安あん堵どの吐息と共に、キキモラはそんな言葉を漏もらした。それから、ぴくりとも動かなくなってしまったアッシュの身体を引っ張り、

「えいっ！」

　苦労して、ベッドに横たえた。

　それから、キキモラは椅い子すを引いた。その上にちょこんと腰を落ち着ける。その姿はメイドのエプロンドレスだが、肌は青白く、背中にはコウモリの翼つばさを生やし、桃色の髪かみからは一本だけになってしまった黒くろ山や羊ぎの角が突き出ている。「メイドの姿をした悪魔」という感じである。

　動けないアッシュを見下ろして、キキモラは薄うすく笑み、

「わたしのことを探していたのだろう？　わざわざこちらから出向いてやったんだ、感謝して欲しいな」

　アッシュは瞬まばたきをする。それで気づいた。

　手足はほとんど動かないが、まぶたや舌、あるいは指先のような末端の器官は、かろうじて言うことを聞く。喋しやべることもできそうだった。

　もつれる舌を苦労して動かしながら、アッシュはつぶやいた。

「……き、キキモラ……きみは……」

　と、キキモラは驚おどろいたように目を瞠みはり、

「《強令コマンド》をかけたのに、喋ることができるのか？　『耐性レジスト』がよほど高いのか。あのときも動こうとしていたな──」

　うんうん、と頷うなずく彼女は、本当に感心しているようだった。アッシュは閉口し、しかしすぐにそんな場合ではないと気を取り直した。

「……ぼくに、な、にを、した？」

　キキモラはにやりと笑った。『悪そうな笑み』を意識しているのだろうが、子供が気張っているような愛らしさしか存在しないのが残念である。

「《強令》──といっても、きみにはわからないだろうな。ま、わかりやすくいえば、相手にこちらの命令を強制的に実行させる、そんな魔法だ。光栄に思ってくれたまえよ、わたしの数ある『魂繰りマインドハツク』の中でも、最上位にある魔法なんだから」

　そう言いながら、キキモラは口の端はしを震ふるわせて、ゆっくりと足を組み替えようとしていた。顔は真っ赤に染まっている。ベッドの上にうつぶせに倒れ、首を横に向けたまま、アッシュは冷静に指摘する。

「……パンツ……見えてる……けど……」

「みっ、見せてるんだ！　なんだその反応は!?」

　なぜかキキモラは激怒して、ばっとスカートを押さえてしまった。アッシュは困惑する。自分で見せて自分で恥ずかしがって、こいつは一体なにがしたいんだ。

「……なにが、目的、なんだ？」

　まっとうな疑問を、アッシュが口にした、その瞬間。

　顔を赤く染めたまま、キキモラはびしりと固まった。

　アッシュは訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。キキモラはうつむきながら、アッシュに近づき、彼の身体を仰あお向むけにした。その上にまたがってくる。

　アッシュはゆっくりと瞬まばたきをして、今にも爆発しそうなキキモラの顔を見上げた。

「…………なにが、したいんだ…………？」

「こ、この状況でも、まだわからないのか!?　きみはなんて鈍にぶいんだ！」

　そう言われてもわかるはずがない。普通に考えるならば、敵が寝室に忍び込んできてやることといえば『暗殺』くらいしか思いつかない。が、それならばもうとっくにやっているはずだ。わざわざこちらの身体の自由を奪うばってパンツを見せつけなくてもよい。

「……つ、つまり……こういう、ことだ！」

　キキモラは思い詰めた表情をしたまま、アッシュの両りよう頬ほほを掴つかみ、




　その唇くちびるを、アッシュのそれに重ねた。




　時間が、止まった。

　睫まつ毛げが触れ合うほどの近距離に、ダイヤモンドよりも固く閉じたキキモラのまぶたがあった。言葉を発しようとするが、キキモラがそれを許してくれない──彼女の舌がアッシュの舌を絡め取り、その動きを封じていた。

　永遠とも思えるほど長い時間のあとに、キキモラはようやく、顔を離した。

　唇と唇のあいだに、唾だ液えきの糸が架かかっている。

「…………んっ」

　それに気づいて、キキモラは自分の唇に触れた。指先で、その糸を拭ぬぐい取る。

　それから、キキモラは金色に潤うるんだ瞳ひとみで、アッシュをじっと見つめた。

　恨うらみがましくも、なにかを期待するような光に、アッシュはどきりとする。

　それから、キキモラは耐えきれなくなったように顔を伏せてしまった。その喉のどが、ごくり、と音を立ててなにかを呑のみ込んだ。

　その瞬間、キキモラは大きく目を見開いた。

「おお──、す、すごい！　本当だったのですね、お師さま！」

　自らの両手を見下ろして、キキモラは大声で叫んだ。心なしか、金色の眼に刻まれた『神陣模様ピクトグラム』の瞳どう孔こうが、輝かがやきを増しているようだった。

　アッシュは、なにがなにやらさっぱりわからない。

　彼女はそんなアッシュを見下ろし、貧ひん相そうな胸を強調するように腕を組んだ。

「ふっ、ふふふ！　愚おろかな人間の子、アッシュ！　きみはこう思っているだろうね──この『魔族エマ＝デモナス』はいきなりこんなことをして、本当は自分に気があるんじゃないかと！」

「……いや、そこまでは……単に……正気を、疑ってるだけで……」

　正直に答えると、キキモラはぎっと歯を噛かみ鳴らし、

「わたしは正気だ！　今、その証拠を見せてやる──これだっ！」

　そう叫んで、彼女は一冊の本をアッシュの鼻先に突きつけた。

　手のひらに少し余るほどの大きさだ。表紙は臙えん脂じ色いろで、中央に笑うドクロの浮うき彫ぼりが為なされている。タイトルが書かれているが、アッシュには読めない文字──恐らくは、魔法を顕けん現げんさせるための『様式プロセス』のひとつ、『魂刻様式ルーングリフ』で書かれている。

　しかしキキモラは、まるでそうしなければ今すぐ死んでしまうとでもいうような焦あせりようで、開いた本の中身をぐいぐいとアッシュに押しつけてくる。

「み、見ろ、これが証拠だ！　ほら、読むがいい！　書いてあるだろう──『魔族』はヒトの体液を吸い取ることで、自らの身体に流れる『魔マ源ナ』を回復することができると！」

　だからそんなことを言われても読むことができないというのに。

　アッシュが黙だまっていると、キキモラは大きく息を吸って、吐いた。

「ククク……おぞましさのあまり口も利けないようだね、アッシュ。でも、なにも驚おどろくことはないんだよ。『魔族エマ＝デモナス』はヒトに災いを撒まくために生まれた、禍まが々まがしき種族だ。ヒトの生き血や涙をすすり、その糧かてとしたところでなんの不思議もないだろう？」

　よだれも？　と思ったが、やはり口には出さない。

「そっ、それに、あの、なんだ。も、もっと、効果的なやり方も、ある、んだ、よ……」

　なぜかその言葉は尻しりすぼみになり、消えてしまった。キキモラは、開いた本に顔を埋めるようにしてページをめくっている。

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめたアッシュに、キキモラはぐるりと本を回転させ、ページを開いた。

「ほら、ここ」

　視界すべてが本に埋め尽くされているため、キキモラの表情は見えない。

「読んで」

　アッシュは目を瞬またたかせた。

　キキモラの目的は、理解できた。しかしその行動にはまだ謎なぞが多い。ヒトの体液を得ることが目的だとして、どうして自分の部屋に忍び込んできたのか。キキモラの詳くわしい正体を知る自分を、『魔マ源ナ』を吸い取ったあとで始末するつもりなのか──

「……よ、読んでってば」

　いや。この子がそんなことを思いつくはずがない。

　震ふるえる声を重ねられて、アッシュはもつれる舌で、正直に答えた。

「……読めない」

「ッ」

　キキモラはぎゅっと身を固くした。アッシュにまたがっている太ふと股ももが、ふるふると震えはじめる。「そんなにっ……！」とつぶやいたが、それはまとまりのある言葉にはならなかった。本を畳たたみ、小こ脇わきに抱えて、キキモラは顔を上げる。

　泣きそうになっていた。

　そうしながら、笑おうとしていた。

「──ふ、ふん！　ウブなアッシュには、しょ、少々、刺激が強すぎたかな！　いいだろう、そんなに言うのなら、わ、わたしが、読んでやる！」

　……ウブ？

「こ、ここには、こう書かれている。──『魔族』がヒトの体液をすするとき、涙でも血液でも唾だ液えきでも一定量の『魔源』が得られる。しかし、もっとも効率よく吸収できるのは、」

　そこで、キキモラは口を噤つぐんだ。

　唇くちびるが震えている。瞳ひとみが潤うるんでいる。見ているこっちが哀あわれましくなるほどの、身をよじきられるような羞しゆう恥ちに耐えながら、彼女は、ぽつりと、

「……………………、だ」

「なに？」

　悪気はなかったが、あまりの小ささにアッシュは聞き返してしまった。

　キキモラの肩がぷるぷると震ふるえている。目には涙がいっぱいに溜たまり、これ以上ないほどの辱はずかしめを受けているといった表情だ。それでも答えなくてはならないと思ったのか、キキモラはかすれた声で、言う。

「だから……、つまり……、その……、お、」

「お？」

　キキモラは息を吸い込み、大声で叫んだ。

「おとこのひとの、あ、────アレ！　だ！」

　アッシュは呆あつ気けに取られ、自分にまたがるキキモラを見上げた。

　それから、すべてを理解する。

　なぜキキモラがこの部屋に忍び込み、アッシュの身体の自由を奪うばい、わざとらしく足を組み替え、上にまたがってあれこれと説明しはじめたのか、その理由を。

　アッシュの顔色が、さっと変わった。

「まっ、待て、それは──！」

「なんだ!?　怯おびえてるのか!?　まあ仕方ないなどうせ初めてなんだろうし安心しろわたしが手取り足取り教えてやるからな！」

　いかん、完全に暴走している……！

　ようやくアッシュは危機感を覚え、抵抗しようとした。もちろん不可能だった。

　キキモラは乱暴にアッシュの上着を剥はぎ取った。露あらわになった彼の上半身を見て、その表情がぎゅっと歪ゆがむ。まるで自分のほうが乱暴されているような顔だ。

　勘かん弁べんしてくれよ、とアッシュは思う。

「……そ、そうだな、アッシュ、ばかり、というのも、は、恥ずかしい、だろう」

　ぷち、と。

　キキモラは、メイド服の上着のボタンを外した。

　ぷち、ぷち、ぷち──細い指が震えながら、ひとつひとつボタンを外していく。アッシュは息を詰めたまま、そこから視線を外すこともできない。《強令コマンド》は、そこまでの自由を彼に与えてくれなかった。

　やがて、キキモラは大きく息を吐き、

「んくっ──！」

　凄すさまじい意思の力を振り絞しぼって、自分の上着を脱ぎ捨てた。

　メイド服の下にあったのは、暗い赤の踊り子衣装だった。かすかな、しかし確かなふくらみが、キキモラの呼吸に合わせてゆったりと上下していた。
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「……うっ、くうっ……！」

　キキモラは、きゅっと目を閉じて横を向いている。自らの肌を男の前に晒さらしているという羞しゆう恥ちに、細い首筋はもちろんのこと、小さな耳たぶまで真っ赤になっている。目の端はしに涙さえ浮かべながら、彼女は背中に手を回し、ホックを外そうとしていた。

　アッシュから、『アレ』を搾しぼり取るために。

　そのことに思い当たった瞬間、

　アッシュは、「まずい」と感じた。

　これは。

　非常に。

　まずい。

　と、アッシュから一拍遅れて、キキモラも「そのこと」に気がついた。

　金色の眼を大きく見開いて、アッシュのことをまじまじと見つめる。その顔色は絶賛噴ふん火か中ちゆうの火山のようだったが、『神陣様式ピクトグラム』が刻まれた瞳ひとみだけは、異なる色合いを映していた。

　羞はじるような、戸と惑まどうような、けれど、少しだけ嬉うれしいような──そんな色。

　ぱさり、と、上着がアッシュの胸に落ちた。

「……アッシュさん、あなたも」

　ぽつり、とつぶやいて、キキモラは顔を近づけてきた。

　今までのような、不意打ちのキスではない。覚悟を決めたかのように目を閉じて、キキモラはそっと、紅あかい唇くちびるを寄せ──

　こんこん。

「あの、アッシュ。まだ起きていますか？」

　今。一番聞きたくない声が、ドアの向こうから響ひびいてきた。

「きっともう寝てますよ、イリステラさま。戻りましょう」

「な、なにを言うのですかティリエル、まだ返事もないというのに。──アッシュ、えと、少しお話がしたくて、来てしまいました。マルベスがあなたのことを、相当叱しかったという話を聞いて、それで──」

　アッシュとキキモラは、身体を重ねながら、ぴくりとも動けない。このときばかりは二人とも同じことを考えていたはずである。

　イリステラがあのドアを開けたら、いろいろなものが終わる。

「あの。このドアを開けても、よろしいでしょうか──？」

　だっ、

「だめですっ！　絶対！　開けちゃだめっ!!」

　キキモラの甲高い声が響き渡り、

「──────」

　一瞬の沈ちん黙もくのあと、

　どがん！　と、ティリエルがドアを蹴けり破った。

　ドアの向こうから、二人の少女が部屋の中に入ってくる。

　時間の流れが、止まった。

『魔族エマ＝デモナス』と身を寄り添わせている『竜戮騎士テイフオニロス』見習いを目にして、主従の少女二人は、まったく同じ表情を浮かべていた。

　ティリエルが、ぽつりと、

「……なに、してんの？」

　この時点でもっとも脳みそが沸ふつ騰とうしていたのはキキモラだった。それはそうだ。彼女はこの中で一番真面目なくせに、一番精神が弱いという困った性格の持ち主だった。ただでさえ恥じらいにあっぷあっぷしていたキキモラの精神は、さらにその現場を他人に見られたという事実によりあっという間に限界を迎え、ありのままの答えを口にしていた。

「…………せ」

　せ？　と、ティリエルとイリステラは揃そろって首をかしげ、

「せっくす？」

　瞬間、ティリエルはレイピアを抜き、時間が再び流れはじめた。

　ティリエルが身体をたわめたのとキキモラがベッドを蹴けったのがほぼ同時、鋼はがねの切っ先がアッシュの頬ほおをかすめて枕まくら元もとに突き刺さったときには、キキモラのコウモリの翼つばさが空気を打って飛び上がっていた。狭い部屋の中に風の流れが生まれる。それはティリエルの紅あかい髪かみを跳はね上あげ、彼女の視界を塞ふさいだ。

「ぴいっ──」

　泣きそうに顔を歪ゆがめ、甲高い声をあげながら、キキモラは窓ガラスをぶち破り、あっという間に夜の闇やみの向こうに消えて、見えなくなった。

　あとには、半裸のアッシュと──

「………………それで？　どういうことなのか、説明してもらいましょうか？」

　ひくひくと目元を蠢うごめかせているティリエルと、ぽかんと口を開けたままのイリステラが残されたのだった。




　　　　◆




　さて、それから──

　キキモラが射しや程てい外に出たことにより、《強令コマンド》が解除されたアッシュは、必死になって弁解をした。つまり、キキモラは『魔マ源ナ』の回復を望んでおり、その手段としてヒトの体液を欲しており、そしてその中でも特に効果があるのが、その、なんといいますか、

「ばっ」

　小声でその単語を口にすると、ティリエルの顔が「ぽんっ」と赤くなった。

「バッカじゃないの、なによそれ！　意味わかんない！」

「い、意味がわからないのはぼくだって同じだよ！　そもそもぼくが言ったわけじゃ──」

「近づかないで、汚らわしい！　よっ、よりにもよって、悪魔と、だなんてっ──見損なったわよ、アッシュ！」

　アッシュはボタンがちぎれ飛んだ上着を羽は織おりながら、自分の無実を証明しようと、口を開きかけた。

　そのとき、イリステラがティリエルの袖そでを引き、

「ティリエル、ティリエル」

「なんですかっ？」

「キキモラさんとアッシュは、なにをなさっていたのでしょう？」

　ぼふっ。アッシュとティリエルは、同時に吹き出した。

「イリステラさまっ!!」

「は、はい？」

　顔を真っ赤にして怒鳴るティリエルに、イリステラはただ困惑の眼まな差ざしを向けている。それを見て、ティリエルの気き勢せいがそがれた。彼女の発言は無知によるもので、いかにそれが常識外れのものであろうとも、怒るのは筋違いである。

　気息を整え、ティリエルは答える。

「……それは、イリステラさまは、まだ知らなくてもいいことです、けど、つまり」

「はい。つまり？」

「あれは…………、とても仲の良い男性と女性が、一緒に、す、する、ことです。これも、他の人には言ってはいけませんよ！」

「はあ──でも、そうすると──」

「な、なんですか？　まだなにかあるんですか!?」

「アッシュと、その、キキモラさんは──とても、仲が良いということに──？」

　イリステラは、じっと何事かを考えている。ひとつ瞬まばたきをするごとに、頭の良いイリステラは、今し方の光景の意味を理解していくようだった。

　そして、そのたびに──彼女は、不ふ機き嫌げんになっていくのだった。

「アッシュ」

「は、はい」

　なぜだろう。

　イリステラの白はつ金きんの髪かみが、ざわりと揺らめいたように見えたのは。

「こんなことは、言いたくないのですけれど。キキモラさんは、わたくしたちの──敵です。『魔族エマ＝デモナス』であり、わたくしの身体に『呪印マーク』を残していった人です」

　そっと、自分の肩に触れながら、イリステラは感情に乏とぼしい声で言った。

「どうしてアッシュは、そのキキモラさんと、仲良くするのですか？」

「あっ、あの、いえ、それは──」

　アッシュはしどろもどろになる。筋道立てて話せばわかってもらえるはずだ、そのことはわかるのに、全身を圧迫する奇妙な威い圧あつ感かんにうまく口が回らない。

　そんなアッシュを見て、イリステラはにっこりと笑った。

「アッシュ、ごめんなさいね」

　その声音に、アッシュはびくっと身を震ふるわせた。

「もしかしたら、説明が足りなかったのかもしれません。あなたは、わたくしの、騎き士しなのですよ。『竜戮騎士テイフオニロス』です。三ヶ月前に任命したときに、そのことを、もっとちゃんと教えておくべきでしたね」

　イリステラは、笑っている。素晴らしい笑顔だった。隣となりにいたティリエルが思わず唾つばを飲み込み、真顔になってしゃんと背筋を伸ばしてしまうほどの。

　イリステラは、アッシュの肩を掴つかんだ。

「アッシュ？　ご自分がなんなのか、あなたの口から聞かせてくださいな」

「え、で、ですから。ぼくは、『竜戮騎士テイフオニロス』見習いで──」

「いいえ」

　にこにこと笑いながら、契約書をさらに深く折り目づける。

「やっぱり、わかっていないようですね。アッシュは、わたくしの騎き士しなのです」

　そうして、イリステラは大きく目を見開いた。

　青く輝かがやくその目には、笑みの色は少しも浮かんでいなかった。

「いいですか、もう一度言いますよ──あなたは、わ・た・く・し・の！　騎士なのです！　キキモラさんでも、ドル・ドーザでも、他の誰だれかのものでは、決してありません！　あなたが他の誰かの騎士になるときは、わたくしの命が尽きたときです!!」

　イリステラは屹きつ然ぜんと顔を上げ、彼の手をぎゅっと握り締めた。

「命令です。『聖夏祭サンフエスタ』が終わるまで、わたくしの側そばを離れることを禁じます」

「えっ!?　いや、でも、キキモラを──」

「反論は許しません！　キキモラさんのことはティリエルに任せて、あなたは、わたくしのことを守るのです！　いいですね、アッシュ・ウィリアック！」

　形のいい唇くちびるを不満げにとがらせて、アッシュを一心に見上げるその表情は、まるで──

　駄だ々だをこねる、小さな女の子のようだった。




　　　　◆




　次の日。

　朝日の下で、和なごやかな笑い声が響ひびいていた。

　笑っているのは『帝国国教会』の巡礼団、その団長を務める司聖だ。

　巡礼団と『祈フりレ乙イ女ア』の親しん睦ぼくを深めるために、朝食会を執とり行うことは、ひとつの慣例になっていた。『魔族エマ＝デモナス』の襲しゆう撃げきによって、今日は取りやめの予定になっていたのだが、他でもないイリステラ自身の意思により、いつも通りに開催されたのだった。

　当初、マルベスや巡礼団はそれを止めた。『呪のろい』を受け、消しよう耗もうした身体をいたわるためにも、『祈り乙女』の業務にのみ集中したほうがいいと主張した。しかし、イリステラは、その言葉にかぶりを振り、

「今までにもご迷惑をおかけしてきたのです。これ以上、わたくしの都合で慣例を取りやめにすることはできません。それに、わたくし、この国から出たことがほとんどなくて。皆様さえよろしければ、諸国の様子をお聞かせ願いたいのです。いけませんか──？」

　孫のような年齢の姫君に、心を蕩とろかすような微び笑しようと共にそう乞こわれて、司聖をはじめとする巡礼団の面々はいたく感激したらしい。

　イリステラの背後に影のように佇たたずみながら、アッシュはひっそりと思う。

　この人たちがイリステラさまの本性を知ったら、心臓発作を起こすに違いない。

「あら」

　そのとき、イリステラがちょっと目を見開いて、自分の足下を見下ろした。

　純白のドレス、その膝ひざ下したから足首までが黄色く染まっていた。その横では、給仕をしていた上級メイドが、がくがくと震ふるえていた。

　どうやら彼女がミスをやらかしたらしい。蜂はち蜜みつをボウルに注ごうとしたところを、誤あやまってイリステラの足に垂たらしてしまったのだ。

「あ、の、も、申し訳も──！」

「こ、これ、なにをしているのだ、シンディア。王女さまに失礼を──」

　マルベスが、うろたえたように粗そ相そうをしたメイドのことを見た。おや、と思う。その反応がマルベスらしくなかったからだ。メイド風情が姫君の足を汚してしまったのだ、マルベスなら怒り狂って暇ひまを出すくらいはすると思ったのだが。

　イリステラは、恐きよう縮しゆくする上級メイド──シンディアに、微笑ほほえみかけた。

「よいのです。間違いは誰だれにでもありますから、どうか気にしないで。ね？」

　シンディアはただ畏かしこまり、その場にいるものたちは、『クィンストラウスの至宝』の限りない優やさしさに胸を打たれている。マルベスは蜂蜜が染み込んだドレスに目を向け、

「……イリステラさま、代わりのお召し物を」

「そうですね。申し訳ありません、巡礼団の皆様、少し失礼──」

　そこで、イリステラの言葉が不自然に途切れた。

　ぱち、ぱち、と何度か瞬まばたきをする。それから、彼女は蜂蜜をこぼしたメイドを見、

「シンディア？」

　にっこりと笑った。悪意のかけらもない笑み。

　だからこそ、他の誰もが気づかなくても、アッシュは気づいた。

　ドレスの下に隠かくされた『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』が、青く暗い光を放っていることに。

「汚れてしまいました。綺き麗れいにしてください」

　そう言って、イリステラは椅い子すごとシンディアのほうに向きを変え、その脚を差し出した。ドレスから流れた蜂蜜は、白いヒールを履はいたイリステラのおみ足を汚している。
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「あ、は、はい！　ただいま──、えっ？」

　ナプキンを取り出して、慌あわてて拭ふこうとしたシンディアの手を、イリステラが止めた。ゆっくりと首を振る。子供の間違いを優しくたしなめる母親のように。

　その手からナプキンを取り上げたイリステラを、誰もが、アッシュ以外の誰もが訝いぶかしげに眺ながめていた。王女さまは一体なにをなさりたいんだろう──そんな疑問が、全員の頭の上に浮かんで見えるようだった。

「シンディア。わたくしの足を、綺き麗れいに、してください」

　もう一度、イリステラはそう言った。

　シンディアの唇くちびるを見つめながら。

　ティリエルなら即座に理解しただろう。不本意ながら、アッシュにも理解できた。

　イリステラは、自分の足に垂たれた蜂はち蜜みつを綺麗にしろと言っているのだ。ただし、水に濡ぬれたナプキンでもハンカチでもなく──シンディアの唇と舌によって。

「どうしました、シンディア？　大丈夫ですよ、さあ、早く綺麗になめ──あっ」

「失礼します」

　アッシュは唇をへの字に曲げたまま、イリステラの手からナプキンを取り上げた。今まで身じろぎもしなかった『竜戮騎士テイフオニロス』見習いの無礼に、その場にいた全員がぎょっとする。マルベスなどは、殺意に近い眼まな差ざしでアッシュをにらんでいる。

　しかしアッシュは動じない。フィンガーボウルからナプキンに水を垂らし、その場に跪ひざまずいてイリステラの足から蜂蜜を拭ふき取る。頭上にイリステラの熱っぽい視線を感じたが、アッシュはそれをことさらに無視した。

　マルベスが、押し殺した声でつぶやいた。

「……貴様、イリステラさまのお身体に……！」

「失礼をいたしました。どうぞイリステラさまをお連れください」

「──ふん！　イリステラさま、参りましょう！」

　マルベスに促うながされて、イリステラはしぶしぶ立ち上がった。その表情には、ごちそうを食べられなかったかのような不満がありありと浮かんでいる。そのままマルベスに連れられて、イリステラは会食の間から出て行った。

　呆あつ気けに取られている巡礼団と司聖に、アッシュは深く頭を下げ、

「大変お見苦しいところをお見せしました。姫さまは、すぐにお戻りになられるはずです。どうかそれまで、ご歓談を続けてくださいますよう──」

　アッシュの言葉に、司聖はぽかんとしながらも頷うなずいた。イリステラがいなくなったとしても、王国の他の重じゆう鎮ちんはやはり会食の場についている。ぎこちないながらも、再び会食がはじまり、アッシュはほっと息をつこうとして──

　ティリエルが扉の陰からじっとりとこちらを見ていることに気づき、咳せき込んだ。




　　　　◆




　そして、ティリエルはアッシュの隣となりにいる。

「…………」

「…………」

　二人は言葉も交わさぬまま、じっと立ち尽くして、イリステラの『聖舞踊サンクトルフ』を眺ながめていた。

　クィンストラウス城、礼拝堂。ここだけは『上層部アツパーヤード』とも『下層部ロウアーヤード』とも言いがたい。なぜならば、その両方の区画に面した中庭に建てられているからだ。貴族のためでもなく、平民のためでもなく、『唯ゆい一いつ神しん』はただ人のために在ある──その理念から、このような造りになっているらしい。

　イリステラがその神聖魔法で、病気や怪け我がに苦しむ人々を救う『施せ術じゆつ』の日にも、この中庭は使われている。しかし、今日ばかりは別の催もよおしが開かれていた。

『祈フりレ乙イ女ア』による、『聖舞踊』の予行演習である。

　中庭には白く輝かがやく水晶が据すえ置かれている。大きさは両手で抱えるほど、形状は正十二面体。不思議なことに、どんな仕掛けがあるわけでもないのに宙に浮いている。

　イリステラは、その水晶──『サンカラペッジオの聖せい墓ぼ』の周囲を、舞い踊っている。

　炎を纏まとう花嫁のような、『祈り乙女』の衣装に身を包み、淀よどみなく足を運びながら、手にした白い杖つえで空中に金色の『神陣様式ピクトグラム』を描いていく。

　その光景は、人の目を引きつけた。中庭に面した通路を歩くものは、誰だれもが一度は足を止めて、ため息をつくような視線をイリステラに向ける。そのたびに警けい護ごの近この衛え騎き士しが彼らを追い払わなくてはならなかった。

　ティリエルも、そのうちのひとりだった。ほう、と息を吐いて、つぶやく。

「イリステラさま、おきれい──」

　アッシュはなにも言わなかった。ただ頷うなずいただけだ。

　イリステラの舞いは、確かに美しい。それ以外に表現のしようがない。アッシュとしても、他になんの悩みもなければ、安心して見入っているところだ。

　だが──

「なあ。なんできみがここにいるんだ？」

　その言葉に、ティリエルはむっと唇くちびるをとがらせた。

「なに。側そば居い役やくのあたしがイリステラさまのお側にいて、なにがおかしいの？」

「だ、だって、キキモラの捜そう索さくに当たってるんじゃ──」

「陣じん頭とう指し揮きはユーピッドが取ってるの。あの子はあたしと同じくらい有能だから、任せておいてもなんの支障もないわ」

「……それ、『ユーピッドに任せて自分はサボってます』って聞こえ──ぐっ!?」

　最後まで言う前に、ティリエルの踵かかとがアッシュのつま先を踏ふみ抜いた。思わずしゃがみ込んだアッシュを見下ろしながら、ティリエルは冷たく口元を歪ゆがめて言う。

「どうしたの？　靴くつ紐ひもでも解ほどけたかしら」

「こ、このっ……！」

「アンタと一緒にいたら、姫さまが危ないでしょ。キキモラがこれ以上狙ねらってくるとは思わないけど、アンタがイリステラさまに、その──ヘ、ヘンなことを教え込んだりするかもしれないし」

　昨晩のことを思い出したのか、ティリエルは口をへの字に曲げて頬ほおを赤らめた。彼女の中でアッシュは『魔族エマ＝デモナス』と関係を持ちかけたふしだらな人間になっているらしい。不覚があったことは認めるが、あれは無理矢理だったのだとアッシュは主張したかった。

　そのとき、さざめくような拍手が、中庭に響ひびき渡った。

　いつの間にか、『サンカラペッジオの聖せい墓ぼ』を中心として巨大な『神陣様式ピクトグラム』が描かれている。地面にだけではなく、周囲にも光の壁が築き上げられている。輝かがやく魔法陣で築き上げられた円柱の中で、『サンカラペッジオの聖墓』はゆるゆると自転しているのだった。

　ふう、ふう、と可愛かわいく肩を揺らしながら、イリステラはにっこりと笑った。光の壁の一画、渦を巻くような紋もん様ようの中心に手を当て、つぶやく。

「あとは、ここに『魔マ源ナ』を引き込んで、《浄化ピユトリフアイ》を唱えるだけ──」

　言いかけて、イリステラはふと表情を曇くもらせ、自らの肩に触れた。

　それから、彼女はなにかを払うように首を振り、杖つえで紋様の中心を叩たたいた。

　その瞬間、ガラスが砕け散るような音と共に、積せき層そう型がたの魔法陣は光の塵ちりに変わった。

　落らく胆たんの声が周囲の人ひと垣がきから漏もれる。とはいえ、今の光景は失敗を意味するものではない。これはあくまでも予行演習なのだ。最後の仕上げとなる《浄化》の魔法は、『聖夏祭サンフエスタ』の最終日、大勢の民衆が見守る中で行われることになっている。

　司聖はイリステラに柔にゆう和わな笑みを向け、両手を広げて賛さん辞じを贈おくった。

「お見事です、王女殿下。毎年この務めを完かん璧ぺきに果たしているあなたに、我々の指導など、必要ありませんでしたな」

「とんでもありません、司聖さま。わたくしの務めは、皆様の教えがあってこそ。現に、十二拍目の足運びがまだ不安定で──」

　儀式についての打ち合わせをしているイリステラの元に、ティリエルが近づいていった。一礼をして、イリステラを見上げる。

「姫さま、汗を──」

「あら。ありがとう、ティリエル」

　にっこりと笑うイリステラの額ひたいを、ティリエルは柔やわらかく拭ぬぐっていく。巡礼団と一緒にいるマルベスはいい顔をしなかったが、司聖はにこにことした表情を崩くずさない。忠誠心に溢あふれるメイドの姿は、彼の目には好ましく映ったのだろう。

　ふと、司聖はなにかに気づいたような表情になり、

「ところで、王女殿下、肩を気にしていらっしゃるようでしたが」

　イリステラの動どう揺ようは、離れた場所にいるアッシュにも伝わってきた。

「え、ええ、その──効果がないとわかっていても、やはり『呪のろい』があると考えると、あまり落ち着かないのです」

「そうでしたか。なら、今日はもうお休みになってください。予行演習は例年よりもうまくいっているくらいです。今はただ、お身体を休めて当日に備えてください」

　司聖の言葉に、イリステラは頷うなずきかけて、

　その動きが、一瞬だけ、ぴたりと止まった。

「……ええ、そうですね、ティリエル。わたくし、足が疲れてしまいました」

「そ、それは大変です！　あちらで休きゆう憩けいを──」

　ティリエルは慌あわてたようにイリステラの手を取り、休憩所まで引っ張っていこうとするが、イリステラの足は根が生えたように動かない。ティリエルは不ふ審しんそうに眉まゆをひそめ、イリステラはにこにこしながら、

「ごめんなさい、歩くこともできそうにありませんわ。ああ、なにか乗り物があればよかったのですけれど」

「の、乗り物、ですか？」

「ええ。たとえば──」

　そっと、イリステラは口づけをするように、ティリエルの耳に口元を寄せ、

「………………、とか」

　ティリエルの身体が、雷かみなりに打たれたように震ふるえた。

　それを見てアッシュは歩きはじめる。左の『重い』短剣の柄つかを、ぎゅっと握り締めて。

「そ、そんな、イリステラさま、こ、こんな場所で──？」

「あら。いやでしたか、ティリエル？　それではアッシュに」

「いいえ！　いやなものですか！　ああ、イリステラさま、あたしは感動しているんです──やっぱりイリステラさまはあたしのことを、大切に思ってくれていたんだって！」

「…………な、なんのお話ですかな？」

　二人に挟まれるような場所に立っている司聖が、困惑しきりにつぶやいた。周囲の人々もなにか異常があったことを察したのか、かすかなささめきが生まれはじめる。

　アッシュは足を速めた。

「それでは、ティリエル、よしなにお願いしますわ」

「ええ、お任せください、イリステラさま……！」

　胸の前で手を固め、ティリエルは喜びに頬ほおを染めて、足下の草地に跪ひざまずき、

　背後に忍び寄ったアッシュは左手を閃ひらめかせ、彼女の後頭部に短剣の峰みねを叩たたきつけた。

「はうっ」

　短くうめいてティリエルは気絶し、その身体がぐらりと傾いたところを、アッシュの右手が優やさしく受け止めた。司聖が驚おどろきの声をあげる。

　アッシュはティリエルの横顔を見下ろし、ため息をつくような声で、

「イリステラさま。どうやらティリエルは、喜びのあまり気を失ってしまったようです」

　そう言って、青い瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　アッシュの目は、少しも笑っていない。

　イリステラの頬ほおが、ひくっ、と動いた。視線が泳ぐ。『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』に侵おかされてもなお、アッシュだけは自分の意のままにならないと、理解できているらしい。

　アッシュは司聖に向き直り、すまなそうに頭を下げた。

「司聖さま、イリステラさまはお疲れのご様子です。いったん私室にお戻りいただいても、構いませんでしょうか？」

　司聖は戸と惑まどいながら、丁てい寧ねいに頷うなずき、

「予行演習は無事に終わりましたから、それは構いませんが──足がお疲れなのでは？」

「そ、そうです！　わたくし、足が痛くて！　一歩も歩けそうにありません！」

「だから、『おうまさん』が必要だと？」

　先回りしてそう言うと、イリステラは再び頬を引きつらせた。

　こめかみに錐きりで刺されるような痛みを感じながら、アッシュはイリステラに近づき、くるりと後ろを向いて、しゃがみ込んだ。

「申し訳ありません、イリステラさま、城の中庭に馬を連れてくるわけには参りません。その代わり、ぼくがイリステラさまの足になりたいと思うのですが、いかがでしょうか」

　一介の騎き士しが姫君を背負おうなどと、不敬もいいところだ。あちこちからびしばしと視線が突き刺さるが、アッシュは歯を噛かみしめてそれに耐えた。今は『呪印マーク』に踊らされているイリステラを、人目につかないところに届けなくてはならない。

　ふと、柔やわらかいものが、アッシュの背中に押しつけられた。

　イリステラの身体だ。

　物も言わずにのしかかってきたイリステラの重みに、アッシュは口元を引き締めた。そうでもしなければ、突き刺さる視線に負けて顔を伏せてしまいそうだった。

「ふふ」

　嬉うれしそうな笑い声が、アッシュの耳元をくすぐった。かっと顔が熱くなるが、それを意識しないようにしてアッシュは立ち上がる。

「やっぱり、アッシュは、わたくしの騎士です」

『おうまさん』の間違いじゃないんですか、と内心で文句を言いながら、アッシュは歩き出そうとした。そのとき、背後から、怒りに満ちた怒鳴り声が響ひびいた。

「先刻から、一体貴様はなんなのだ、ウィリアック！　姫さまから離れろッ!!」

　マルベスだった。彼の怒りは当然のものだ。事情を知らなければ、アッシュの行動は王族を軽んじているものと見られても仕方がない。

　しかし背中の王族は、そんなことは一向に気にしていないような口ぶりで、

「あら、いけません、追いつかれたら叱しかられてしまいます。というわけで──」

　アッシュの背中を、ぱしん！　と叩たたき、

「はいよう、アッシュ！」

　とてもとても嬉しそうな声で、そう叫んだ。

　アッシュはため息をつきたくなる気持ちを抑えながら、マルベスから逃れるようにして、イリステラの私室に向かって駆かけ出だした。




　　　　◆




「…………いい加減に、して、くださいよ……！」

　イリステラの私室にたどり着いたアッシュは、息を切らしながらそう言った。

　細身のイリステラは、しかしやっぱり人間であって、であるからにはそれなりの重みがあった。人ひとりを抱えて走るという芸当は、非力なアッシュには荷が重すぎた。

　その怒りの矛ほこ先さきは、当然、イリステラに向かうことになった。

「いくらなんでもバレますよ!?　あんな公衆の面前で『おうまさんごっこ』をしようとしなくてもいいじゃないですか!?　助けたぼくのほうが冷たい目で見られてたし、っていうか、イリステラさまだけならともかくなんでティリエルまで乗り気なんですか！」

「わ、わたくしに言われましても──ほら、ここのところ忙しくて構ってあげられませんでしたから、あの子も溜まっていたのではありませんか？」

　のうのうと言ってのけたイリステラに、ついにアッシュの体力がゼロになった。その場にがくりとしゃがみ込んでしまう。

　それを見て、イリステラは心配そうにアッシュに寄り添った。

「アッシュ、無理をしてはいけません。少し休んでください」

「だ、誰だれのせいだと……、っと！」

　いつにない強引さで、イリステラはアッシュの腕を引っ張り、私室のソファへと座らせた。自らも向かいに腰を落ち着けて、テーブルの上の鈴を手に取り、ちりん、と鳴らす。

　すぐに上級メイドが入ってきた。黒い髪かみをアップにまとめて、切れ長の目は涼すずやかな光を宿している。イリステラはその上級メイドを見上げ、

「お茶をお願いします。なにか、疲れが取れるような香草茶があればよいのですけど」

「トルシュ産のアンセムグレイがございますが」

「では、それを」

「畏かしこまりました」

　恭うやうやしく一礼をすると、その上級メイドはきびきびとした仕草で私室から出て行った。洗せん練れんされたその動きに、アッシュは思わず見とれてしまう。

「あの、アッシュ」

　イリステラの呼び声に、アッシュは視線をそちらに向けた。先ほどのやり取りがあったからか、どうしても声にトゲが混じってしまう。

「……なんですか」

「ごめんなさい。あなたにも、ティリエルにも、迷惑ばかりかけてしまいますね」

　まさか素直に謝られるとは思っていなかった。アッシュは思わず間抜けた声を出す。

「へっ？」

「わたくしも、いけないとは思っているのです。流されてはいけない、我慢しなくてはならないと、頭ではわかっているのですけれど」

　きゅっと、悔しそうに唇くちびるを噛かんで、イリステラは自らの肩に触れた。

「この『呪印マーク』が疼うずくたびに、頭の中が真っ白になってしまって──わたくしは、弱い王女です。本当に、ごめんなさい、アッシュ」

「イリステラさま……」

　しゅんと肩を落としているイリステラの姿に、アッシュは己おのれの不明を恥じた。

　イリステラとて、好きであんなことをしたわけではないのだ。自らの『趣味』を公にしてはならないことくらい、いくらイリステラだって理解している。公衆の面前で『趣味』に及ぼうとしたのは、彼女の意思ではなく『呪印』のせいなのだ。

　アッシュは自責の念と共に、苦しげに声を振り絞った。

「いえ──謝らなくてはならないのは、ぼくのほうです。ぼくが無力なせいで、イリステラさまに『呪のろい』をかけられてしまったというのに。それを棚に上げてイリステラさまを怒ることなんて、できるはずがありません。お許しください」

　そのキキモラの捜そう索さくは、まだ進展が得られていない。トレインから定期的に報告を受けていたが、それらしき人物はまだ見つかっていないらしい。その事実が、アッシュの声をさらに重くした。

「キキモラはまだ見つかっていません。このまま、『聖夏祭サンフエスタ』を迎えてしまったら、そのときは──ぼくからマルベス閣かつ下かに申し上げて、『聖夏祭』を中止に──」

「いいえ」

　その声に、アッシュは顔を上げた。イリステラの青い瞳ひとみがアッシュのことをまっすぐに見つめている。穏おだやかな、けれど力強い光が、その澄すんだ眼まな差ざしに宿っていた。

　柔やわらかな微笑ほほえみを向けながら、イリステラはゆっくりと首を振った。

「いいえ、アッシュ。そのようなことは起こりません。わたくしは、あなたとティリエルなら、きっとあの人を捕まえることができるとわかっているのです」

「……ですが……」

「いけませんよ、アッシュ。騎き士しが主人の言葉を疑っては。わたくしが大丈夫だと言ったら、きっと大丈夫。ですから、ね？　そんなに辛つらそうな顔をしないでくださいな」

　敬けい愛あいする姫君に、そこまで言われてしまったのでは、アッシュとしては無理にでも頷うなずくしかなかった。そうしながら胸の中で、キキモラ捕ほ縛ばくに向けて決意を固める。

　そのとき、こんこん、とドアが鳴った。

「失礼します」

　先ほどの、黒くろ髪かみの上級メイドだ。お盆の上にひとつのポットと二つのカップ。アッシュは背筋を伸ばして、『竜戮騎士テイフオニロス』見習い──いや、イリステラの騎士として恥ずかしくない態度を保とうとした。

　上級メイドはカップを置いて、香草茶を注ぎはじめた。心を落ち着かせる香りと、こぽこぽという耳に心ここ地ちよい音が漂ただよう。

　ふと、イリステラは顔を上げ、

「そういえば、アッシュ。ひとつ、お尋ねしたいことがあるのですけれど」

「はい、なんでしょう。ぼくに答えられることなら、なんなりと」

　アッシュは張りのある声でそう答えた。自分の微び力りよくが少しでも役に立つのなら、こんなに嬉うれしいことはない。──このときは、本当にそう思っていたのだ。

　イリステラは、しばらく言葉に迷っていた。どう切り出せばいいものか、わからずにいる。アッシュも急せかしたりはせず、黒髪の上級メイドの手元に視線を向けていた。

　やがて、イリステラは、意を決したように口を開き、




「『せっくす』とはなんでしょう？」




　ばしゃん！

「あっ、────ちいいいいいいいいいいいっ!?」

　ポットの中身を股こ間かんにぶちまけられて、アッシュは叫び声と共に飛び上がった。

　それまでの涼すずやかな表情はどこへやら、黒くろ髪かみの上級メイドはあられもなく狼ろう狽ばいし、

「あ、の、すみっ、すみません！　えと、ご、ごめんなさいっ!!」

　メイド服のポケットからナプキンを取り出して、アッシュのズボンをごしごしと拭ふいた。

「あちちちっ、ちょ、ちょっとっ!?」

　アッシュは思わず悲鳴をあげる。熱々のお茶を含んだズボンが肌に押しつけられたのだから、当然である。

「あっ！　ま、また──ご、ごめんなさいっ!!」

　黒髪メイドは耳まで真っ赤になっていた。自分のミスを恥じているせいもあるだろうが、それよりなにより、今し方イリステラが口にした言葉に動どう揺ようしきっているからだ。確かに、今の台詞せりふは姫君が口にしてはならない言葉のベスト３に入る。

　当のイリステラは、びっくりしたように目を見開いて、事態を見守っている。

　アッシュは黒髪メイドを落ち着かせようと、へっぴり腰のまま片手で制し、

「だ、大丈夫です！　こっちはなんとかなりますから、落ち着いて！」

「えぁ、っ、は、はい！　ほ、本当に、ごめんなさい──」

　あああ、と黒髪メイドは頭を抱える。耳まで赤くなったまま、彼女の口からは「またやっちゃった」とか「今度こそメイド長に叱しかられる」とかいう独り言が漏もれている。──クールな外見とは裏腹に、この人はこういうミスを何度も繰り返しているのかもしれない。『上級』ってどんな意味だっけ、とアッシュは半ば本気で疑問に思う。

　と、イリステラが立ち上がった。心配そうな表情で、白い杖つえを取り出し、

「大変、アッシュ、火傷やけどしませんでしたか？　ズボンを脱いで、診せてください」

　とんでもないことをほざいた。アッシュは手のひらをイリステラに向け、断固として、

「いいえ！　それは！　結構です！」

　が、その態度が逆にイリステラのプライドを傷つけてしまったらしい。

「なぜですか！　わたくしの『神聖魔法』が信用できないというのですか？」

「そ、そういうわけではありませんけど、」

「では、脱いでください！」

「ダメですってば!!」

　強引にズボンを引っ張ろうとするイリステラの手を、アッシュは必死になって振り払う。泣きそうになる。なんだって昨晩から、自分の服を脱がそうとする女の子ばかりに出会うのか。片方は『魔族エマ＝デモナス』でもう片方は王女さま。自分の人生は一体どうなってるんだ。

「むう～……！」

　かたくなに手助けを拒こばむアッシュに、イリステラは不満げなうめき声を漏もらした。彼女の後ろでは、黒くろ髪かみメイドが泣きそうな顔でテーブルを拭ふき、ポットを持ち上げて、

「では、せめて『せっくす』がなんなのか、それだけでも教えてください！」

　がちゃん！

　イリステラの口から再び禁句が漏れて、黒髪メイドを打ちのめした。高価そうなポットが重力に引かれて固い床に激突し、香草茶と共に陶とう器きのかけらを撒まき散ちらした。

「ああああああっ…………！」

　魂たま切ぎるような叫びと共に、黒髪メイドは絶望の表情でうつむいた。それから、逆ギレ気味にこちらをにらみつけてくる。そういうお話は、よそでなさってください！　──そんな心の叫びが聞こえてきそうだった。

　しかしイリステラは追撃の手を緩ゆるめない。

「どうして教えてくれないのですか、アッシュ、ずるいですよ！　昨日、わたくしの目の前で、あなたがキキモラさんとしていたことではありませんか。あれは、仲の良い男の人と女の人がやることなのでしょう？」

「そ、それは、そうですが──」

「なら、わたくしとアッシュがしてもいいじゃありませんか？　あなたは、わたくしの騎き士しなのですから！　主従の仲がよいということは大切なことだと思います！」

　アッシュを見つめる黒髪メイドの目の色が、がらりと変わった。王女さまの目の前で、一体この人はなにをしたの!?　──そんな、よく言えば変質者を見るような、悪く言えば汚物を見るような眼まな差ざしを向けてくる。

　アッシュは死にたくなった。

　その願いはすぐに叶かなった。

　ドタドタと『上層部アツパーヤード』に似つかわしくない足音が響ひびいたかと思うと、

「アッシュ！　アンタ、さっきはよくもやってくれたわね──」

　扉を弾はじき飛ばすようにして、頭にたんこぶを作ったティリエルの怒りの形ぎよう相そうが、

「ねえ、お願いします、アッシュ！　わたくしと『せっくす』をしてください！」

　びきりと凍りついた。

　彼女の紅あかい瞳ひとみからは、この部屋の光景は、次のように映っていた。




『己おのれの最愛の主人であり、汚すべからざる王女殿下であるイリステラ・クィンストラウスが、前まえ屈かがみになってズボンを濡ぬらしている変態の胸に手を当てて、自分に『せっくす』をしてほしいと目を潤うるませて懇こん願がんしている──』




　ティリエルの腰にはレイピアが下げられている。彼女は流体のようになめらかな動作でそれを引き抜くと、本日最初の刺突をアッシュの心臓めがけて撃ち放った。




　　　　◆




　その騒動を耳にしながら、キキモラは「ふん」と不満げに鼻を鳴らした。

　とはいえ、足を止めるわけにはいかない。せっかく絶好の隠かくれ蓑みのを手に入れたのだ。不ふ審しんな行動をして、それを失いたくはなかった。

「どこにもいないね、エミィ」

　隣となりにいる上級メイド──シンディアが話しかけてきた。彼女はすでに《甘ラ言イ》の支配下にあり、キキモラを相棒のエミリア・オーウェンだと思い込んでいる。アッシュから補給した『魔マ源ナ』によって、捜そう索さく網もうをくぐり抜けるだけの力は取り戻していた。

　キキモラは素っ気なく答えた。

「見つからないほうがいいよ。『魔族エマ＝デモナス』なんて、危ないだけだもの」

「……本当にいるのかな。『魔族』って、おとぎ話の中にしかいないものだと思ってた。昔、よくおじいさまに脅おどかされたもの。悪いことをした子は、悪魔が連れ去ってしまうぞって」

　ぼんやりとしたシンディアの言葉に、キキモラは苦笑した。隣にいる自分こそが、その悪魔なのに。

　背後から扉が開く音がした。命からがら逃げ出したアッシュが、ティリエルにレイピアを突きつけられて両手を上げている。

「アンタみたいな変態にイリステラさまを任せたあたしが馬ば鹿かだったわ！　交代よ、アッシュ、こうたい！　アンタのほうこそ、キキモラを探してきなさいっ！」

　ティリエルの後ろに佇たたずむ黒くろ髪かみのメイドが、うんうん、と頷うなずいている。

「だっ、だから誤解だって──うわっ!?」

「いいから・さっさと・トレインのところに行きなさいっ!!」

　その喧けん噪そうを背後に、キキモラは足早に歩きはじめた。後ろから聞こえてくるアッシュの声に、彼女はふと、昨晩の出来事を思い出してしまう。

「？　どうしたの、エミィ、顔が赤いよ？」

「な、なんでもない」

　そう答えながら、キキモラは心拍数が上がっていくのをどうすることもできない。

　はしたない真ま似ねをしてしまった──そうは思うのだが、しかし、それは決して悪いことではなかった。ヒトの背はい徳とくを自らの美徳とする『魔族エマ＝デモナス』にあっては、キキモラが持つような貞てい操そう観かん念ねんのほうがむしろ異い端たんなのだ。それこそ握手をするような感覚で、男と肌を重ねる友人を、キキモラは何人も知っている。

　知っていても、顔の火ほ照てりは収まらなかった。

　──あのとき、イリステラが来なかったら、どうなっていただろう。

　そんなことをキキモラは考える。どうもこうもない。自分は昨晩、最後まで行くつもりだった。アッシュを誘ゆう惑わくして、その、なんというか──あ、アレを搾しぼり取るつもりだった。そうしていれば、自分の『魔マ源ナ』は完全に回復していただろう。

　──それに、アッシュさんだって、

　お尻しりに当たった硬かたい感触を思い出して、キキモラの顔がトマトのようになった。隣となりにいるシンディアが、ぼんやりとしながらも心配そうに、

「エ、エミィ、顔、すごい真っ赤だよ！　風か邪ぜ引いたの？　無理しないほうが──」

「だ、だ、だいじょうぶ！」

　裏返った声で、キキモラは叫ぶ。

　どきどきと、高鳴る胸を押さえながら、キキモラはふと考える。

　昨日、自分はアッシュを襲おそった。その必要に迫られたからだ。真面目なキキモラにとって、使命を果たすために必要なことと、自らの羞しゆう恥ち心しんとを秤はかりにかければ、どちらに傾くかは問うも愚おろかというものだ。

　でも、それなら。

　わたしは、あの行為が、果たしてイヤだったのだろうか？

「…………」

　黙もく然ねんと、キキモラは考える。唇くちびるをへの字に曲げて、拗すねているような表情で、しかしその顔は紅あかく染まったままだ。

　──イヤ、じゃ、なかった。ぜんぜん。

　キキモラは、そう結論づけた。

　男の部屋に忍び込んで、相手の自由を奪うばって、馬乗りになって服を脱ぐなんて。怖かったし、死にたくなるほど恥ずかしかった。

　けれど、決して、イヤではなかったのだ。

　むしろ、心のどこかでは──

　キキモラは、そっと自らの唇に触れた。昨日、彼と重ねた紅い唇に。

　その唇が、彼の名前を紡つむいだ。

「……アッシュさん」

「え？」

　聞きつけて、シンディアがキキモラのことを見た。しかしキキモラは気づかない。金の瞳ひとみを潤うるませ、ぽーっと顔を上気させて、彼の顔を頭に思い描いている。

　どくどくと鳴る鼓動は、キキモラに力と、そして恐怖を与えた。

　今から自分がやろうとしていることは、あらゆる意味で『王手チエツクメイト』になりうる。これが成功すれば自分が捕まることはなくなるだろう。そして、これが成功すれば──アッシュは、二度と自分に、笑みを見せてくれなくなるかもしれない。

　それでも。

　キキモラは、真面目な女の子だった。使命を果たすために必要なことと、自分の秘めたる想おもいとを秤はかりにかければ、どちらに傾くかなど問うも愚おろかというものだ。

　そして、キキモラは、その人物を見つけた。

　決心をするために、深呼吸をひとつ。それから、キキモラはシンディアの袖そでを引き、

「ほら、いたよ。さっきの失敗を、取りなしてもらうんでしょ？」

「う、うん。──おじいさま！」

　不安と期待を浮かべながら、シンディア・アーデルハイドは、最愛の祖父であり、この国の内務大臣でもあるマルベスの元へと駆かけ寄っていく。マルベスは驚おどろいたが、すぐにその厳いかめしい相好が笑みに崩くずれた。

「お、おお、おお、シンディアではないか。どうしたというのだ。城の中では、わしのことはその名で呼ぶでないと言ったであろう──」

　そんなことを言いながらも、マルベスは孫に抱きつかれて鷲わしのような髭ひげを嬉うれしそうにひくつかせている。

『魂繰りマインドハツク』が滑すべり込むに相応ふさわしい、心の隙すきだった。

「マルベス閣下」

　キキモラが呼びかけると、マルベスはこちらを向いた。キキモラの瞳ひとみを、金色の瞳に刻み込まれた『神陣様式ピクトグラム』を覗のぞき込み、

《妄執モノマニア》。




　　　　◆




「……なあ」

「…………なに？」

「おまえ、なにしたんだよ？」

　呆あきれたようなトレインの質問に、アッシュは唇くちびるをへの字に曲げただけだった。

　ティリエルのレイピアによって、騎き士しの平服はあちこちが破れ、穴だらけになっていた。血が滲にじんでいる箇所もある。まさか本気で殺しにかかったわけではないだろうが、イリステラが関わったときのティリエルはなにをしでかすかわからないところがある。

　そんなアッシュを見下ろして、トレインは、ふむ、と息を吐いた。

「城の中でも話題になってるぜ。おまえが、その──姫さまに、失礼を働いたと」

「あ、あれは、その──」

「別に責めるつもりはないけどさ。おまえ、おれになんか隠かくしてるだろ？　それって、姫さまに関わることなのか？」

　トレインは、勘かんが鋭く、そして、忠誠心が強い。イリステラがなにか問題を抱えているのなら、それに少しでも手助けしたい──そう思ったのだろう。

　アッシュは返答に窮きゆうした。本当のことを言うわけにはいかないが、さりとて関係ないと切り捨てることもできない。トレインの気持ちはアッシュにもよくわかる。彼もまた、この国とイリステラを愛するものだからだ。

　黙だまり込み、歩きつづけるアッシュに、トレインは目を細めた。

　前を向き、小さく息を吸い込んで、言う。

「──なあ。おまえ、どうして『竜戮騎士テイフオニロス』見習いになれたんだ？」

　アッシュは思わず顔を上げ、トレインを見た。

　トレインは、じっと前を見つめている。

「おれは、おまえのことを買ってるよ。他の誰だれよりも熱心に訓練をしていたし、真面目で優やさしい、良い奴やつだと思ってる」

　それから、彼は小さく息を吸い込んだ。なにか、言いにくいことを言うときのように、勢いをつけて口を開く。

「でも、それと実力は、別の話だ」

「……トレイン」

「おまえの実力は、おまえの性格以上によく知ってるさ。そんなおまえが、見習いであっても『竜戮騎士』の名前を冠かんすることになるなんて、おれにはどうしても信じられない。こんなこと言いたくはないが、──裏になにかあったんじゃないかと、勘ぐっちまう」

　苦しそうに、トレインはそう言った。

　彼の言うことは正しかった。アッシュが『竜戮騎士』見習いになれたのは、その実力ではなく、その功績でもなく──その状況、姫さまの『秘密』を守らなくてはならないという事情によるところが大きいのだ。

　だが、その事情を説明するわけにはいかない。そんなことをすれば、イリステラを純粋に尊敬しているトレインがどうなってしまうかわからない。

　だから、アッシュはこう答えるしかなかった。

「…………ごめん。ぼくには、なにも言えない」

　それは、ある意味で、トレインの言葉を認めたようなものだった。

　トレインの表情が歪ゆがむ。アッシュはそれを直視することができない。そのまま、二人して歩きつづけ──

「そうだろう。貴様には言えぬだろうな、ウィリアック」

　重々しい声が、二人の足を止めた。

　振り返る。その先にいた声の主は、

「…………マルベス閣かつ下か？　どうなさったのですか？」

　トレインの呼びかけにも、マルベスは応じない。幅広の肩をそびやかして、アッシュのことをじっと見つめている。

　嫌いやな予感がしたのは、マルベスが自分に声をかけてきたから、ではない。

　彼を護まもるように、四人の近この衛え騎き士しが立ちはだかっていたからだ。

「アッシュ・ウィリアック」

　罪人を断ずる裁判官のような、重々しい声が響ひびく。

「貴様の行動には不審な点が多い。これ以上、貴様を姫さまのお側そばに置くわけにはいかぬ。しばらくのあいだ、身柄を拘こう束そくさせてもらおう」

「なっ!?」

　アッシュは思わず身構え、それに呼応するように四人の近衛騎士が距離を詰めた。

　そのとき、トレインがアッシュをかばうように前に出た。

「ま、待ってください！　アッシュが一体なにをしたっていうんですか!?」

「説明しなければわからんのか？　ウィリアックの行動は、城の端はし々ばしに至るまで知れ渡っておるのだぞ！　朝食会では不ふ遜そんにも姫さまのおみ足に触れ、予行演習ではそのお身体を背負い、あまつさえ──姫さまのお耳に、不ふ埒らちな言葉を吹き込んだというではないか！　そのようなことが、いつまでも許されると思っておったのか!?」

　アッシュは言葉に詰まった。反論できなかったのだ。

　もちろん、アッシュの行動には正当な理由がある。すべては『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』によるイリステラの奇行を防ぐためなのだ。それは傍はた目めから見れば不審な行動かもしれないが、実際には王国と王女の名誉を守るために、仕方のないことだった。

　しかし、そんなことを説明するわけにはいかない。

　そうである以上──アッシュに、身を守る術すべはなにも残されていなかった。

「安心しろ。獄ごくに繋つなぐわけではないわ。ただし、『聖夏祭サンフエスタ』が終わるまで、貴様の動きは封じさせてもらおう。貴様がいると姫さまの周りで騒動が絶えぬからな」

　マルベスは不愉快そうに言うと、アッシュの隣となりで棒立ちになっているトレインを見、

「そこの者、ウィリアックを捕らえよ！　これは内務大臣としての命令であるッ！」

　トレインは息を呑のんだ。ドル・ドーザがいないクィンストラウス城内では、内務大臣であるマルベスの命令は強制力を持つ。近衛騎士たちが従っているのがその証拠だ。

　トレインは固く目を閉じて、振り絞しぼるような声で、言った。

「アッシュ。──すまない」

　その声に、アッシュの腹の底が冷たくなった。トレインは苦渋に満ちた表情で、

「おまえのことを信じないわけじゃないが、おれは、騎き士しなんだ。上官の命令に逆らうわけにはいかない。頼む、大人しく捕まってくれ」

　アッシュは、なにも言うことができない。トレインの気持ちは痛いほどよくわかった。騎士は軍人だ。私情に流されて命令に逆らっていたのでは、軍は成り立たない。

　それから、アッシュはマルベスのことを見つめた。もとはといえば、彼の誤解からすべてが始まったのだ。それをなんとかすることができればいいのだが──

　そこで、アッシュは気づいた。

　マルベスの青い瞳ひとみが、金色の光で縁ふち取どられている。

　脳のう裏りに蘇よみがえってきたのは、昨日、ティリエルがキキモラに操られたときのことだった。あのとき、ティリエルの瞳にも同じような金の縁取りが輝かがやいていたはずだ。

　ということは──

「マルベス閣かつ下か、」

　そのとき、マルベスの後ろに控えていたメイドのひとりが、本を取り落とした。

　中途半端に口を開いたまま、アッシュはそれを見ていた。手からこぼれ落ちた本が、とさ、と音を立てる。

　手のひらより少し大きく、臙えん脂じ色いろの表紙に、笑うドクロの浮うき彫ぼりが為なされた本。

　すべてが一本の線に繋つながり、アッシュはなにかを言うより先に駆かけ出していた。

「あっ、おい！」

「こいつ！」

　近この衛え騎き士しが慌あわてたように行く手を遮さえぎろうとするが、ティリエルの動きに慣れたアッシュにとって、彼らの手をかいくぐるのは容た易やすいことだった。ぎくりと身をすくめたマルベスの横を通り抜け、怯おびえる少女の肩を強く掴つかむ。

「キキモラっ!!」

　捕まえた──！　そんな歓喜が駆け抜けたのも、束つかの間まのことだった。

「えっ、な、なにするんですかっ!?」

　アッシュは、その少女の顔に見覚えがあったのだ。

　キキモラが《擬視ミミシス》と呼ばれる魔法を使い、別の人間になりすましていることは予想済みだった。しかし、その『表情』や『態度』までは、魔法で取り繕つくろうわけにはいかない。

　今の彼女──イリステラに粗そ相そうをした、シンディアというメイドは、まるで暴漢に襲おそわれたように、恐怖に満ちた表情でアッシュのことを見つめている。

　違う。

　この子は、キキモラでは──

「……貴様ァ！　わしの可愛かわいいシンディアに、なにをしておるのだっ!?」

　マルベスの怒声が叩たたきつけられ、アッシュは反射的にシンディアから手を離してしまった。その瞬間、四人の近この衛え騎き士しが一斉にアッシュを取り押さえにかかる。押さえつけられたアッシュの目の前に、あの本があった。

　本の輪りん郭かくがぼやけ、色が霞かすみ、全体が別のものに形を変える。

　どこにでもあるような白い本──元の姿へと。

《擬視ミミシス》。

　アッシュが悟ったときには、すでに遅かった。両手を縄で縛しばられたアッシュのことを憎々しげに見下ろしながら、マルベスは孫娘を抱きしめつつ、怒鳴った。

「先ほど、獄ごくには繋つながぬと申し渡したが、あれは撤てつ回かいさせてもらおう！　ウィリアック、貴様には反逆罪の疑いがある！　ドル・ドーザ伯はく爵しやくが帰き還かんするまで──貴様には、牢ろう獄ごくへと入っていてもらおうか！」

　床に押さえつけられたまま、アッシュは縋すがるようにトレインのことを見た。しかし、彼は、悔しげに唇くちびるを噛かんだまま、決してこちらを見返そうとはしなかった。

（トレイン──！）

　胸のうちで親友の名前をつぶやく。だが、助けを求めることはしなかった。胸に穴が開いたような喪そう失しつ感かんを抱えて、アッシュは近衛騎士たちに引き立てられた。













　　　第四幕　愛はあまねく平等に







　どこかで、水が滴したたっている。

　静まり返った闇やみの中に、その音はどこまでも大きく響ひびいていた。ぽたん、ぽたん、と規則的に、いつまでも鳴りやまないそのリズムは、ただでさえ沈んだアッシュの心を、より深くまで誘おうとしているかのようだった。

　クィンストラウス城、地ち下か牢ろう。

　幸いと言っていいのかどうか、アッシュ以外の罪人は見当たらない。この国が平和なことを喜ぶべきか、平和なこの国で罪人の汚名を着せられてしまったことを嘆なげくべきか、アッシュは判断に迷う。

　もっとも、彼は見習いであっても『竜戮騎士テイフオニロス』なのだ。その指揮権は王族に、ここではイリステラ王女に帰する。もしも彼を罪人として裁さばくのならば、イリステラの了承を得てからでなくては話が進まない。そして、イリステラがアッシュを罪人として認めるなど、あり得ないことだった。

　しかし、一方でアッシュに不利な材料もあった。

　マルベスの孫娘、シンディアに乱暴を働いてしまったことである。

　もちろん、誤解であった。アッシュは彼女のことをキキモラだと思い込んでいたのだし、乱暴といっても肩を掴つかんだ程度である。本来なら『厳重注意』で済むはずだったが──

　アッシュを担当した取調官は、同情するようにこう言ったものだ。

「……マルベス閣かつ下かが、たいそうお怒りでな。孫に狼ろう藉ぜきを働いたおまえを牢ろうから出したら、おれのことをこれ以上、出世できないようにしてやるとの仰おおせだ。ま、ほとぼりが冷めるまで牢にいてくれや」

　取調官はひらひらと手を振って、ろくに取り調べもしないまま、アッシュを牢の闇やみに捨て置いたのだった。

「……姫さま、大丈夫かな」

　ベッドに横たわって、アッシュはそんな独り言をつぶやいた。

　食事の回数から、だいたいどれくらいの時間が経たっているのかがわかる。アッシュが捕らえられてから、もう二日ほどが経過していた。

　キキモラは見つかったのか、イリステラの『呪印マーク』は暴走していないか──横になってもそんな考えがぐるぐると頭をめぐり、それに疲れ果てるとようやく浅い眠りが訪れる。その繰り返しだった。

　だから、アッシュは扉が控え目に叩たたかれたとき、すぐに目を覚ました。

　前回の食器は片付けられていない。ということは、まだ食事の時間ではない。

　そして、食事以外に、看守が扉を叩くことはない。

「……誰だれだ？」

　かすかな警けい戒かいと共に、アッシュはつぶやいた。反射的に腰に手を添わせるが、もちろん短剣は取り上げられている。

　いつまで経っても、返答はなかった。

「…………？」

　不審に眉まゆをひそめ、ランプを点つける。光に目が慣れるのを待ってから、アッシュはそれを取って立ち上がり、扉に近づいた。

　気のせいではなかった。鉄格子のついた覗のぞき窓の向こうに、誰かが立っていた。

　キキモラだった。

　驚おどろきに気を呑のまれたのは、一瞬のこと。アッシュの中に、すぐに怒りが湧わき上あがってきた。

「キキモラ……！　なにしにきたんだ!?」

　低く、唸うなるような声を叩きつけると、彼女はびくっと身体を震ふるわせた。看守を呼んでやろうかとも思ったが、すでに看守はキキモラの隣となりにいた。直立不動で、ぼんやりと空くうを見つめている。『魂繰りマインドハツク』とは便利なものだ、とアッシュは歯ぎしりするように思う。

「答えろ、キキモラ。今度はなにを企たくらんでいる？」

　その言葉にもキキモラは答えない。スカートの前を、ぎゅっと掴つかんでいる。アッシュは胡う散さん臭くさそうに眉まゆを寄せながら、自らの予想を口にした。

「──ぼくの命を奪うばいに来たのか？」

「ちっ、違います！　そんなんじゃありません！」

　そう叫んで、キキモラは顔を上げた。

「……なんだ、それ？」

　アッシュは訝いぶかしげに尋ねた。キキモラが、目め隠かくしをしていたのだ。

「あの、──わたしの、誠意、の、つもりです。わたしの眼は人を惑まどわせるから。せめて、それを封じることが、誠意になると思って」

　アッシュは混乱する。なにを言ってるのか、よくわからなかった。

「誠意って──きみは『魔族エマ＝デモナス』なんだろ？　『魔族』の言うことなんか信じられると思うのか？　第一、ぼくが今ここにいるのだって、きみが陥おとしいれたからじゃないか！」

　怒りにまかせて怒鳴りつけるが、今度のキキモラは怯おびえたりしなかった。少なくとも、それを表に出そうとはしなかった。布切れを目元に巻き付けたまま、キキモラはきっとアッシュをにらんだ。

「仕方ないじゃありませんか！　それがわたしの任務なんですから！」

　キキモラの剣幕に、アッシュは押し黙だまった。

「『聖夏祭サンフエスタ』を妨ぼう害がいするためには、わたしのことをいろいろと嗅かぎ回っているアッシュさんが邪じや魔まだったんです！　わたしが自分の仕事を果たすために必要だったから──だから、そうしただけです!!」

　キキモラの怒鳴り声は城の外にまで聞こえそうだった。石造りの牢ろう屋やにわんわん反はん響きようする。アッシュは鼻白んだが、あえて冷たい口調で答えた。

「つまり、ぼくときみとは敵同士だということだろ。敵に誠意なんて言われても、馬ば鹿かにされているようにしか聞こえない」

「ッ、ち、違います。──でも、そう聞こえてしまったのなら謝ります。ごめんなさい」

　ぴょこん、と頭を下げたキキモラを見て、アッシュはますます調子が狂った。

　本当に、なんなんだ、この子は。

　アッシュは、自分の中の怒りが、当惑に変わっていくのを感じた。

　やり口は狡こう猾かつな──ある意味では優ゆう秀しゆうな『魔族』のものなのに、キキモラの心は純粋さを失っていないらしい。そのアンバランスさに、アッシュは戸と惑まどいを感じる。思わず、問いかけてしまう。

「……きみは、ずっと、そうなのか？」

　自分でもはっきりしない質問の意図を、キキモラは正確に読み取った。彼女自身に、なにか思い当たるところがあったのかもしれない。

「はい。わたしは、ずっと、こうなんです」

「『魔族エマ＝デモナス』なのに？」

「……ですから、同どう胞ほうには馬ば鹿かにされつづけてきました。お師さまにも言われました。わたしは『魔族』にしては、真面目で、丁てい寧ねいで、純粋すぎるんだそうです」

　悲しそうな声。本心からの声。アッシュはなにも言えない。

「だから、わたしはがんばったんです。『魔族』らしくなれるように。誰だれよりも偉えらそうで、ずるくて、いじわるで、その、────い、いやらしく、なれるように。真面目にがんばることだけが、わたしの取り柄だから、『魔族』に相応ふさわしくなれるように、がんばってきました。でも、どれだけがんばっても、どうしてもなりきれなくて──」

　静かに語るキキモラのことを、アッシュは、まじまじと見つめた。

　なぜだろう。

　あれだけ酷ひどい目に遭あわされてきたのに、この子を哀あわれに思ってしまうのは。

『魔族』というものをアッシュはおとぎ話でしか知らない。しかしキキモラの話を聞く限りでは、おとぎ話に出てくる存在とそう違いはないようだ。すなわち、残ざん忍にんにして冷れい酷こく、狡こう猾かつにして凶悪、ヒトの背はい徳とくを美徳としヒトの不幸を幸福とする、邪じや悪あくな種族。

　キキモラとは、なにもかもが正反対だ。

　人の中にも邪悪なものはいる。それならば、『魔族』の中に善良なものが生まれてもおかしくないのかもしれない。

　それは、けれど、決して美談などではない。

　なぜなら、誰もキキモラのことを理解してはくれないからだ。純粋さや生真面目さや善良さなどの、人のあいだで賞賛されるはずの性格は、『魔族』のあいだでは馬鹿にされるものに過ぎないからだ。

　だから、キキモラは『魔族』に相応しくない真面目さで『魔族』になろうとしている。自らの善良さを邪悪さに変えようと必死に足あ掻がいている。これが不幸でなくてなんなのだろう。最初から邪悪な魂たましいを持っていたほうが、キキモラにとっては幸福に違いなかった。

　哀れみを覚えるアッシュに、キキモラは顔を上げ、

「アッシュ、さん、あの、いつかの夜のこと、お、覚えてらっしゃい、ますか？」

「いつか？」

「わ、わたしが、アッシュさんのお部屋に、お邪じや魔ました夜のこと、です」

　切れ切れに言いながら、キキモラは顔を真っ赤に染める。『魔族』にはあり得ない恥じらい。しかし、その純粋さこそが、キキモラというものの本質なのだ。

　アッシュの答えを待たず、キキモラはぽつりと、

「わたしは覚えてます。忘れることなんて、できません。だって」

　そうつぶやきながら、唇くちびるに触れる。どこか、嬉うれしそうに、

「──はじめて、だったから」

「…………」

　アッシュは目をそらした。そうしなければ、キキモラの微び笑しように魅み入いられてしまいそうだった。

「わたし、あのとき、とても怖かったんです。その、お、男の人と、あ、あ、あんなこと、したことがなかったから。でも、心のどこかでは嬉しかったんです。だって──」

　もじもじと指先を絡め合わせながら、キキモラはちらりとアッシュを見上げ、

「アッシュさんも、その、──反応してくれたから」

「ッ」

　そのときのことを思い出して、アッシュの顔まで赤くなった。ここぞとばかりに、キキモラは覗のぞき窓に顔を近づけてくる。

「たとえ『魔マ源ナ』のためであっても、アッシュさん以外の人とあんなことをするなんて、わたしにはできませんでした！　アッシュさんはわたしの敵ですけど、でも、尊敬できる敵なんです！　だ、だから、その、なにが言いたいかというとですね──！」

　あわあわと、キキモラは手を動かす。焦あせっていると思おぼしきそのジェスチャーを、アッシュはなんだか愛らしく感じてしまう。

　しかし、そんな感情は、次の台詞せりふに吹き飛んでしまった。

「アッシュさん！　わ、わたしと同じ、『魔族エマ＝デモナス』になりませんかっ!?」

「はあ!?」

　アッシュは思わず大声をあげた。キキモラは覗き窓に顔を近づけ、

「アッシュさんなら──きっと、わたしのことをわかってくれると思ったんです！　だって、あなたはわたしと同じだから。真面目で、努力家で、周りをよくしようとがんばっているから。あなたが、と、隣となりにいれば、わたし、もっとがんばれるから──」

　気味の悪いものを見るような視線をキキモラに向けながら、ゆっくりと首を振り、

「だから、きみのために人間を捨てて悪魔になれっていうのか？　ばかばかしい」

「ばっ、ばかばかしくなんかありません！　これは、アッシュさんのためにもなることなんです！」

「なに？」

「だって、アッシュさんは誰だれからも認められることがないから」

　その一言に、アッシュは押し黙だまった。

　目め隠かくしの向こうから、金色の瞳ひとみがまっすぐにアッシュを見つめている。

「アッシュさんは、イリステラさまの性せい癖へきを隠かくそうとしているのでしょう？　そして、アッシュさんとティリエルさん、それにイリステラさま以外に、それを知ってる人はいない」

「…………」

「わたしはそれを、りっぱなことだと思います。けれど、報われないことだとも思います。だって、隠しつづけることがアッシュさんの目的だから。それが成功する限り、あなたは他の人から非難されつづけるんです。今、こうして牢ろう獄ごくに押し込められているみたいに」

「……これは、きみのせいだろ」

「わたしがしたことなんて、ほんのひと押しです。ちょっと魔法で背中を押しただけ。あなたの働きが正当に評価されていたら、こんなことにはならなかったはずです」

「それは──」

　そうかもしれなかった。けれど、アッシュの働きが正当に評価されることなどない──あってはならない。周りから正当に評価されるときは、すなわち、イリステラの名誉が地に墜おちるときだからだ。

　そうさせないために、アッシュは踏ふん張ばっている。

「それに、今に限った話では、ありません」

　しかし。

「牢から出してもらえたとしても、周りの人はあなたをずっと白い目で見るでしょう。実力もないのに『竜戮騎士テイフオニロス』なんていう称号を与えられた、分不相応者──そんなふうに。アッシュさんがどれだけがんばってるか、知りもしないくせに！」

　まるで我がことのように、キキモラは怒声を張り上げた。

「だから、アッシュさん。わたしと一緒になりましょう？　こんな、誰だれも評価してくれない場所なんて捨てて、わたしと一緒に、『魔族エマ＝デモナス』として生きていきましょう。わたしなら、アッシュさんのことをわかってあげられます。わたしは、あなたと、同じだから──」

　そこで、キキモラは口を閉ざした。

　まるで、語る勇気が尽きてしまったというかのように。

　長いあいだ考えてから、アッシュはようやく口を開き、

「ぼくは、」

　小さく息を吸い込み、吐き出すのと同時に、言う。

「報われたくて、騎き士しをやってるんじゃない」

「っ……！」

　ぎり。キキモラが、歯を軋きしませる音が聞こえた。目め隠かくしをした顔を伏せ、それでも肩の震ふるえは隠しきれない。アッシュは悲しそうにそれを見つめながら、喋しやべりはじめた。

「それに、誰にも評価されていないわけじゃ、ない。ぼくには大切な人たちがいる。イリステラさまや、ティリエルや、トレインや、ドル・ドーザ団長──ぼくのことを支えてくれる人たちが、大勢いる」

　それから、アッシュはキキモラのことを見た。自分と同じだと、そう言いつのる少女のことを。誰よりも努力をするのに、誰からも認められない女の子のことを。

　頭に妄もう想そうが浮かんだ。それは素晴らしい考えのように思えた。だからアッシュは、それを吟ぎん味みすることなく言ことの葉はに乗せてしまった。

「キキモラ。きみのほうが、こっちに来ればいい」

　キキモラはびくっと身体を震ふるわせた。アッシュは身を乗り出して覗のぞき窓に取り付き、彼女はその気配に押されるようにあとずさりをする。

「きみなら人間の中でもきっとうまくやっていける。城の中でも、メイドとしてあれだけがんばっていたじゃないか！　ここにはきみの努力を嗤わらう人なんてどこにもいない。きみさえよければ──」

「アッシュさん」

　キキモラの声は、泣き笑いのように歪ゆがんでいた。唇くちびるを奇妙な形に吊つり上あげて、彼女は、震える声で告げた。

「わたしの、肌の色を見てください。この翼つばさを。角を」

　そっと、キキモラは自らの頬ほおに触れた──死人のように青ざめた、『邪悪の血族エマ＝デモナス』の証あかしである、その肌を。

「わたしは『魔族』ですよ？　それも、みんなから愛されるお姫さまに『呪のろい』をかけた、憎んでも憎み足りないほどの罪を犯した悪魔です。そんなわたしが、人間の中で、うまくやっていけるはずないじゃないですか」

　アッシュは口を噤つぐんだ。反論することなどできなかった。キキモラの言うことは正しい。アッシュが妄想に任せて口に出してしまったことを、恥じるくらいに。

　しかし、それならば、アッシュも言わなくてはならない。

「……ぼくは『竜戮騎士テイフオニロス』見習いだ。きみたちの母を斃たおした戦士の、名前を継ぐ者だ。そのぼくが、『魔族』のあいだで生きていくことなんて、それこそできない」

　キキモラは、黙だまり込んだ。

　長い沈ちん黙もくがあった。それこそが、答えだった。アッシュとキキモラは、ただ人間と『魔族』という差異があるばかりのよく似た二人は、互いのあいだに横たわる絶望的な溝を、じっと見下ろすことしかできなかった。

　やがて──

　のろのろと、キキモラは目め隠かくしを外した。彼女の『誠意』の証を。

　金色の瞳ひとみは、涙をいっぱいに浮かべていた。

「……ばかな、男だ」

　そのくせ、キキモラは『魔族』のように嗤わらうのだった。

「わたしの言うことを、せめて聞いたふりでもすれば、この牢ろうから出してやったのに。そんなことも思いつかない愚ぐ鈍どんな奴やつに、『魔族』なんて務まるはずが、っ、なかった、な」

　アッシュはなにも言わず、目を潤うるませ、声を震わせてそう言うキキモラを、じっと見つめていた。

　彼の視線に耐えきれなくなったように、キキモラは踵きびすを返した。

「『聖夏祭サンフエスタ』は、この国は、おまえの大切なお姫さまのおかげでめちゃくちゃになるだろう。『霊脈レイライン』は乱れ、わたしの同どう胞ほうが跋ばつ扈こする時代が始まるんだ。その瞬間を、わたしは笑いながら見下ろしていてやろう」

　泣き声でそう言って、キキモラは地ち下か牢ろうから去っていく。

「さよなら、人間アツシユ。もう二度と、会うこともないだろう」

　遠ざかっていく背中を、アッシュはじっと見つめていた。その背中が闇やみに消える寸前、アッシュは小さな声で、つぶやいた。

「……またね。『魔族キキモラ』」




　　　　◆




　そして、『聖夏祭』の最終日がやってきた。

　城の正門は、厳おごそかな雰ふん囲い気きに包まれている。門の左右に立ち並ぶ人々は平民がほとんどだったが、めでたいこの日に無用な騒ぎを立てるものはひとりもいない。ただ、興こう奮ふんに満ちた囁ささやき声が、ざわめきとなって宙に漂ただよっていた。

　やがて、鷲わしの刻印がなされた純白の正門が、重々しく開きはじめた。

　それだけで、絶えることのなかったざわめきは、しんとした静せい寂じやくへと変わった。

　かつん、かつん。正門の横に立ち尽くしていた二人の騎き士しが、手にした矛槍ハルバードの柄つかで地面を二度叩たたいた。銀の全身鎧フルプレートは、『近衛騎士団インペリアルナイツ』の中でも選りすぐりのエリート、『親衛隊シルバーコート』のメンバーであることを示している。

　正門から現れた一団を見て、民衆のあいだから感かん嘆たんの息が漏もれた。

　十二頭の白馬を引いた、十二人の銀の騎士。しかし、民衆の目を奪うばったのは、彼らの美々しさだけではない。『親衛隊』に囲まれた三者をこそ、民は見に来たのだ。

『平等王』クィンストラウスⅣ世。

　その妻、マリアベラ・クィンストラウス王妃。

　そして、他でもない、『祈フりレ乙イ女ア』、イリステラ・クィンストラウス王女。

　この王国を統すべる、正しよう真しん正しよう銘めいの『王家の人々ベテルギアス』だ。

　息を詰めたように見守る人々のあいだを、『親衛隊』と、彼らに守られた王の一家はしずしずと歩んでいく。白い大理石の床に敷しき詰められた、燃えるような緋ひ色いろの絨じゆう毯たんは、その先の白馬車へと導かれている。

　やがて、王と王妃は示し合わせたように足を止めた。そのあいだにいたイリステラだけが、三歩前に出る。炎天を纏まとう花嫁衣装に身を包んだ『祈り乙女』は、優ゆう雅がに両親を振り返ると、にっこりと笑った。

「それでは、行って参ります。お父さま、お母さま」

『聖夏祭サンフエスタ』の儀式に、国王夫妻は参列しないというのが、王女イリステラが『祈フりレ乙イ女ア』に就任してからの習わしだった。城内の礼拝堂で『祈り乙女』の──娘の帰りを待つことは、すなわちイリステラに全ぜん幅ぷくの信頼を寄せている証あかしである。

　それでも、今回ばかりは、王も王妃も不安を滲にじませていた。効果がないとはいえ、『呪印マーク』を刻まれた娘の身を案じているのだ。

　無論、民衆にそれはわからない。国王夫妻は常と同じ、穏おだやかな微び笑しようを浮かべているように見える。しかし、血を分けた娘であるイリステラだけは、二人の不安を見抜いた。

　イリステラは両手を伸ばし、父の右手と、母の左手を握った。

「そんなに心配なさらなくても、わたくしは大丈夫ですわ」

　内緒話をするような囁ささやき声に、国王は微笑ほほえんだまま眉まゆを寄せ、

「しかし、イリステラ──」

「お父さま。わたくしには、とても頼りになる家臣が、二人もいるのです。わたくしの身にかかる『心配』は、みんなみんな、彼らが払ってくれます。だから、ね？」

　そんな顔を、なさらないでください──その言葉の代わりに、静かに微笑んだ娘の表情に、クィンストラウスⅣ世の表情から曇くもりが晴れた。

「うむ。──では、イリステラ、我が娘よ！　『祈り乙女』の大役、見事果たして参れ！」

　威い厳げんに満ちた王の声が、正門の前に響ひびき、

「はい！　お任せください、父王陛下！」

　可か憐れんにして快活な王女の声が、それに応じる。

　その瞬間、左右にひしめいていた民衆が、わっと沸いた。

「万ばん歳ざい！　国王陛下、王妃殿下、万歳！」

「『祈り乙女』、イリステラ王女殿下、万歳!!」

　興こう奮ふんと称しよう揚ように浮かされた人々の熱気が、こだまとなって『正門通り』に満ちる。怒ど濤とうのような喧けん噪そうの中で、イリステラは司聖に手を引かれて、馬車へと乗り込んだ。

　動きはじめた白馬車を見つめながら、マリアベラは隣となりでじっと立ち尽くしている自らの夫に、そっと囁いた。

「イリステラも大きくなりましたね、あなた」

　うむ、とかすれた声を出して、クィンストラウスⅣ世は頷うなずいたようだった。青い瞳ひとみにまだ宿る心配そうな光に、マリアベラは笑い出しそうになってしまう。まったく、いつの世でも、娘を信じ切ることができないのは男親のほうだ。

　それにしても、とマリアベラは、遠ざかっていく白馬車を見つめながら、思う。

　赤あか髪がみのメイドと、灰色髪の『竜戮騎士テイフオニロス』見習い。イリステラが言っていた『頼りになる家臣』というのは、間違いなく彼らのことだろうが──二人の姿は、どこにも見当たらなかった。一体、どこにいるのだろう？

　しかしマリアベラは、楽天的な王妃だった。加えて、夫と異なり、娘に絶大な信頼を寄せていた。あの子が信じているものたちなら、きっと心配はいらないでしょう──そんなことを考えて、王と共に正門の中へと戻っていったのだった。




「……なにか、お悩みですかな？」

　白馬車の中で、イリステラはその声に顔を上げた。

　瀟しよう洒しやを尽くした白馬車の内にいるのは、二人だけだ。『祈フりレ乙イ女ア』イリステラと、巡礼団を率いる司聖のみ。城を出たその瞬間から、イリステラは人ではなく『聖夏祭サンフエスタ』を行うための執行器となる。その傍そばにいていいのは、高位の聖職者のみなのだ。

　イリステラは、おずおずと頷うなずきを返した。

「はい。ひとつだけ、気がかりが」

　司聖は柔にゆう和わに目を細め、

「もしよろしければ、拙せつ僧そうめにお聞かせ願えませんか。微び力りよくながら、先達としてなにかお助けできるやもしれません」

　そう促うながされても、イリステラはなにも言わない。『神陣様式ピクトグラム』の化粧を施ほどこした面おも差ざしに、憂うれいを含ませて足下を見つめる。

「……『呪印マーク』のこと、ですかな？」

　司聖の言葉に、しかし、イリステラはかぶりを振った。司聖の表情に、わずかな驚おどろきが走る。それ以外の悩みはないと思っていたからだ。

「いいえ。そのことはよいのです。わたくしがなにもせずとも、きっとアッシュとティリエルが『呪のろい』を払ってくれるでしょうから」

「では──」

「わたくしが気に掛けているのは、──わたくしの、心のことです」

　司聖は目を瞬またたかせた。

「王女さまの、お心、ですか」

「はい。司聖さま、お教えください。わたくしは──ある、心を持っています。その心は、時として、わたくしの意思ではどうしようもないほど大きくなってしまうことがあるのです。それは、いけないことなのでしょうか」

　イリステラの真しん摯しな問いかけに、司聖はゆったりとした口調で、

「そのお心を、イリステラさまは、どう感じていらっしゃるのですか？」

　珍しく、イリステラは顔を赤らめた。もじもじと、つま先を動かしながら、

「……あの、だ、誰だれにも、仰おつしやらないでくださいましね？」

「無論です。『唯ゆい一いつ神しん』の御名に誓ちかいましょう」

「…………わたくしが、その心を持つとき。わたくしは、その心を託たくす相手のことを思うのです。その相手のことで、胸がいっぱいになってしまうのです。頭が熱くなって、目の前が白くなって、その相手のこと以外考えられなくなります。その相手が喜ぶと思うことを、せずにいられなくなってしまうのです」

「────」

「司聖さま。教えてください。これは、この気持ちは、いけないことなのでしょうか」

　青い瞳ひとみにまっすぐに見つめられ、恥じらいの熱を帯びた声で尋ねられて──

　司聖は、優やさしく微笑ほほえんだ。

　老いた司聖にとって、イリステラが持つ疑問の答えはあまりにも簡単なものだった。聡そう明めいなイリステラが気づかないのが、不思議なほど──いや、聡明さなど関係ないのかもしれない、と司聖は思い直した。心と知性はまったく別のものだ。どのような賢者であれ、自らの感情だけは説き伏せることができない。司聖は自らの若かりし頃ころを振り返りながら、そんなことを思った。

「いいえ、イリステラさま。それは決して罪などではありません。むしろ、人が『唯一神』より賜たまわったものの中で、もっとも美しいものなのです」

　イリステラの美しい顔が、期待の輝かがやきを帯びた。そのまばゆさに目を細めながら、老司聖は静かに、穏おだやかに答える。

「よろしいですか。その気持ちは、こう呼ばれています。すなわち──」
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　時間はわからなかったが、決行するなら今しかない。アッシュはベッドから立ち上がり、そう覚悟を決めた。

　手順は、すでに決まっている。

　まず看守を呼ぶのだ。アッシュは温情を持って接されているから、無視されることはないはずである。

　そうして、看守がやってきそうになったら、頃合いを見計らって──自分の口の中を、自分で噛かみ切る。そうして口の中に血を溜ためて、看守の前で吐き出してみせる。

　看守は病気を疑うはずだ。医者が呼ばれ、扉が開かれる。そのときが、勝負だ。

　体格と筋力で劣おとるアッシュが、得意の双剣も持たずに、屈くつ強きような看守に敵かなうはずはなかったのだが、ともかくもこのときの彼は焦あせっていた。外のどよめきは地ち下か牢ろうにまで響ひびいてきて、いやでも彼に『聖夏祭サンフエスタ』最終日が訪れたことを知らせた。

「……よし！」

　自分に気合いを入れて、アッシュは扉に近づき、どんどんと叩たたいた。せいぜい苦しそうに聞こえる声で、

「か、看守！　た、助けてくれ、医者を──」

「……アンタ、なにしてんの？」

　冷ややかな声が、アッシュの鼻先を弾はじいた。

　アッシュの灰色の目が、丸くなった。

「…………え、あれ？　ティリエル？」

「他の誰だれに見えんのよ……ほら、出なさい。鍵かぎは開けてあるから」

　ぱちぱちと目を瞬またたかせながら、アッシュは言われたとおり扉を押した。

　まるで最初から鍵などかかっていなかったかのように、軋きしんだ音を立てて開いた。

「……………………」

「なに、そのツラは？　せっかく助けに来たあたしに、なにか言うことはないわけ？」

　ふん、と鼻を鳴らして、ティリエルは腰元に手を遣やった。その後ろでは、看守が壁際に寄りかかり、気持ちよさそうに気絶していた。

　ありがとう、と言うべきなのに、このときのアッシュは意固地になっていた。やるぞ、と決心して扉に向かったのに、その企たくらみがまったく意味を持たなかったことを知って、照れていたのかもしれない。

「……な、なんだよ。助けに来てくれるなら、もうちょっと早くても──」

「ったく、助けられといて第一声がそれ？　今の今まで、あたしもイリステラさまもマルベスのやつに監視つけられてたんだからしょうがないじゃないの！」

　怒りも露あらわに、ティリエルは苛いら立だたしげに床を踏ふみつけた。国の重じゆう鎮ちんを呼び捨てにしているが、アッシュも同じような気持ちだったから、指摘はしなかった。

　頭を掻かきながら、アッシュはようやく礼を言う。

「いや──すまない、ありがとう。でも、よくひとりで忍び込めたね」

「アンタ馬ば鹿かじゃないの？　ひとりなわけないじゃない」

　言いながら、ティリエルは布の袋をアッシュに投げ渡した。中には、専用のベルトと、二本の短剣が収められている。アッシュは旧友を目にしたときのように、ほっと安あん堵どの息を吐いた。

　それを身につけながら、ティリエルに向き直り、

「ひとりじゃないって──」

　問いかけて、アッシュは気づいた。

　地ち下か牢ろうの通路の端はし、他の看守たちをぐるぐるに縛しばり上あげたその横に、赤あか髪がみの大男が立っている。アッシュの視線に気づくと、彼はにやりと笑って手を上げた。

「ガーラフさん!?　どうして──」

「どうしてもなにも、お嬢じようの命令だからに決まってるだろうが」

　そう言いながら、ガーラフの笑みには親愛の情が浮かんでいる。ばしばしとアッシュの肩を痛いほどに叩たたき、

「エルド族の王女の命令に、おれが逆らえるわけがない。それが戦友おまえを助けろってもんならなおさらだ。ええ、そうじゃねえか、小こ僧ぞう？」

　アッシュはティリエルのことを見た。ティリエルは、気まずそうに頬ほおを掻かいている。こう見えてティリエルは、北方国家ノルドガルドのエルド族を率いるものの血筋にある。彼女もまた、イリステラと同じ姫君なのだ。

　とはいえ、今のエルド族はクィンストラウス王国の庇ひ護ご下かにある亡命民である。こんなことをして、立場が悪くならないのかと懸け念ねんしたが、

「エルド族の行動はあたしの責任。あたしの行動は姫さまの責任。他の誰だれかに、あれこれ言われる筋合いはないわ」

　ティリエルはあっさりとそう言ってのけた。彼女とイリステラは、一いち蓮れん托たく生しようといっていい信頼関係にある。王女の権けん威いを使うことに、ティリエルはためらいがなかった。

「とにかく。こんなところでぐずぐずしてる場合じゃないわ。キキモラは、まだ捕まってないんだから！　イリステラさまが儀式を始める前に、なんとかあいつを捕まえないと──」

　その言葉に、アッシュは頷うなずいた。が、ティリエルは苛いら立だたしげに、

「イリステラさまは、アンタを助ければきっとキキモラを捕まえてくれるって言ってたけど──当てでもあるの？」

「ある」

　即答したアッシュに、ティリエルは意外そうに目を見開いた。アッシュはティリエルとガーラフを交互に見て、言う。

「キキモラは、『トール・ベル』にいるはずだ」




　がらん、と側そつ溝こうのフタが重い音を立てて地面に転がった。

　下水道から先に上がったガーラフが、手を差し伸べてきた。アッシュの身体を引き上げ、次いでティリエルを引き上げる。外に這はい出でたティリエルは、手早くフタを元に戻し、それから汚れた外がい套とうを押しつけてきた。

「あたしたちはともかく、アンタは顔を見られたらまずいからね。これで隠かくしてなさい」

　アッシュは頷き、外套を身につける。そうしてから、三人は走り出した。

　路地裏を駆け抜けながら、ガーラフが疑問を漏もらした。

「でもよ、ホントに『トール・ベル』にいるのかよ？　自慢じゃないが、おれたちが姫さまのお足元を作ってたんだぜ。『トール・ベル』とあそこは、目と鼻の先だ」

「だから『魔族エマ＝デモナス』が隠れるには絶好の場所なんでしょ。近ければ近いだけ、『呪印マーク』が強力になるんだし」

「いえね、お嬢じよう、おれが言いたいのは、あそこじゃ近すぎるってことでさあ。あんな目立つ建物を監視しないほど、この国の軍人はフヌケてるわけじゃないでしょう？　おれだったら、まっさきにあそこに兵を配置しますね」

　確かに。イリステラが『聖舞踊サンクトルフ』を舞うのは、『トール・ベル』のすぐ目の前、『演舞壇ステツプ』の上だ。当然、『トール・ベル』には監視の兵士がひしめいているだろう。そんな目立つ場所に、指名手配犯である『魔族エマ＝デモナス』がのこのこ姿を現すだろうか──ガーラフがそう思うのは当然のことだった。

　しかし、キキモラは現れる。

　なぜなら──

「見下ろしている、と言ったんだ」

「なんですって？」

「キキモラが、そう言った。ぼくが牢ろうに入ってるときに、彼女が会いに来たんだよ」

　ティリエルは、つんのめるようにして止まった。ガーラフとアッシュも、同じように立ち止まる。

　ティリエルは紅あかい瞳ひとみに剣けん呑のんな光を浮かべて、アッシュをにらみつけた。

「どういうこと。説明しなさい」

　アッシュは頷うなずき、キキモラが地下牢を訪ねてきたときのことを説明した。そのときの彼女の態度、口調、それに、なんの目的でアッシュに会いに来たのかまで、すべて。

　そして、最後に、アッシュは付け加えた。

「ぼくは、彼女の話を聞いて──キキモラのことを、かわいそうだと思った」

　ティリエルの動きは素早かった。アッシュの胸ぐらを掴つかんだかと思うと、彼の身体を力任せに壁に叩たたきつけたのだ。

「お、お嬢、今は──」

「アンタは黙だまってなさい、ガーラフ!!」

　表通りの喧けん噪そうが霞かすむほどに、その怒ど号ごうは路地裏の空気をびりびりと震ふるわせた。ガーラフは巨体をびくりとすくませたが、アッシュは微び動どうだにしない。ティリエルはアッシュの教師である。たかだか三ヶ月の付き合いだが、こと戦せん闘とうに関する考え方ならば、アッシュは正確になぞることができた。

「敵に、同情したわけじゃない」

　そう言うと、ティリエルの瞳に浮かぶ怒りが、わずかに減じた。

「ただ、そう思っただけだ。あのときのキキモラは、自分の瞳を隠かくしてまで、ぼくのことを仲間にしようとしていたから。恐らくは自分でも、そんなことが成功するはずがないと知っていて、それでもそうせずにはいられなかったから──だから、ぼくは彼女を、かわいそうだと思った」

「…………」

「だからこそ、あのとき彼女が言ったことは、すべてが本当だったとわかるんだ。キキモラは、イリステラさまの破は滅めつを見下ろしていると言った。そして、イリステラさまを見下ろせる場所は、ひとつしかない」

　それが、『トール・ベル』だ──そう結論づけると、ティリエルはアッシュを押しつける手から、力を抜いた。ふん、と鼻を鳴らす。

「主しゆ観かんと推すい測そくが混じりすぎ。三十点ってとこね」

　アッシュは苦笑し、

「厳しいな。でも、空くう欄らんのままよりはマシだろ」

　ティリエルは痛いところを突かれたような顔をした。それから、深々とため息をつき、

「…………はあ、これで失敗したら、姫さまに合わせる顔がないわ」

　そんなことをつぶやきながら、ティリエルはまた駆かけ出だした。アッシュとガーラフはそれに倣ならう。路地裏に立ち並ぶ家々のあいだから、『トール・ベル』の威い容ようが現れはじめていた。
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　ぎい、と耳みみ障ざわりな音を立てて、木製の扉が開いた。

　誰だれかに見られる前に、三人はそこに身体を滑すべり込ませ、後ろ手に閉める。

『トール・ベル』の内部は至って簡単な造りになっている。四角い内壁に添そうようにして、螺ら旋せん状じようの階段が頂上まで延びている。

　その階段に、足跡があった。

　複数の、真新しい足跡だ。キキモラのものではないだろう。足跡を隠かくそうとする気け振ぶりが少しも感じられない。これは、追われるものではなく、追うものがつけた痕こん跡せきだ。

　それなのに──『トール・ベル』の入り口に、見張りはひとりもいなかった。

「急ごう」

　アッシュのつぶやきに、ティリエルとガーラフは揃そろって頷うなずく。螺旋階段を軋きしませながら、三人は駆け上がっていった。

　大だい鐘しよう楼ろうの内部に灯あかりはないが、木こ漏もれ日びのような光の筋がいくつも差し込んできていた。壁の煉れん瓦がが歯抜けになっているためだ。また、階段の踊り場には外に通じる出口が開いているため、決して暗くは感じない。

　その踊り場に、兵士が二人、現れた。

　こちらを向き、ぎょっと身を固くする。ティリエルは腰元のレイピアに手をかけようとするが、アッシュはそれを手で制した。フードを脱ぎ、騎き士しの平服を見せつけると、兵士たちはあからさまにほっとした表情を浮かべた。

「ああ、よかった。騎き士しの方でしたか」

　アッシュは頷うなずき、丁てい重ちように申し出た。

「はい。この塔に侵入者があったとの知らせを聞いて、駆かけつけてきたのですが」

「へっ？　し、侵入者？　いえ、それは、なにかの、間違いかと──」

「しかし報告を受けたことは事実ですから、捜そう索さくさせていただきたい。なに、あくまでも念のためです。屋上まで一通り確認するだけでよいのです」

　すらすらと嘘うそを述べるアッシュを、ティリエルとガーラフは胡う散さん臭くさそうに見つめている。が、兵士はそれであっさりと納得し、

「そ、そういうことでしたら──」

「なにをしている」

　頷きかけたところで、もうひとりの男が現れた。『外そと衛え』の騎士だ。アッシュは、彼の瞳ひとみを注意深く観察した。

「誰だれも通すなと命令をしていたはずだ」

「あっ、いえ、はい！　で、でも、この方たちは──」

　騎士の目が──金の光に縁ふち取どられた瞳が、こちらを向いた。

　アッシュは、はあ、とため息をついて、ティリエルを制していた手を下げた。

　騎士の眉まゆが、険けわしく寄り、

「馬ば鹿か者ものっ！　そいつらは、敵──！」

　最後まで言うことはできなかった。ティリエルは木剣を抜くと同時に階段を駆け上がり、騎士の胸元に刺突を加えた。ガーラフも動き、体当たりをして二人の兵士を階段から弾はじき飛ばした。

「えっ、わ、わわっ、うわああああああっ!?」

　哀あわれな兵士は悲鳴をあげながら落下していき、アッシュは彼に心の中で謝罪する。まあ、この高さなら怪け我がで済むだろう。

「しっ、侵入者！　侵入者だ！」

　塔の外側の通路に出された兵士が、大声をあげた。それを背に、三人は一斉に駆け出していく。

　ティリエルが舌打ちをして、

「さっさと襲おそっておけばよかったのに！　アンタが止めるからよ、アッシュ！」

「相手はなにも知らない兵士だぞ！　操られてるのは士官だけだ！」

　次の踊り場から、今度は三人の兵士が現れた。剣を抜いているが、まだこちらに気づいてはいない。彼らが振り返るより早く、ティリエルの木剣とガーラフの棍こん棒ぼうが襲いかかった。アッシュも『重い』左の短剣を振るい、兵士のひとりを昏こん倒とうさせる。

　ガーラフは獰どう猛もうに笑い、

「なにも知らない兵士は傷つけないんじゃなかったのか？」

「傷つけないとは誰だれも言ってない」

　次の踊り場。ひとりの騎き士しと槍やりを持った三人の兵士。騎士の合図と共に、兵士たちは一斉に槍の穂ほ先さきをこちらに向けた。下の階段からは、騒ぎに気づいた他の兵士たちがぞろぞろと上がってきている。挟み撃ちにするつもりだ。

　しかしティリエルは止まらない。彼女は大声で叫んだ。

「ガーラフ！　背中！」

「合点！」

　主人テイリエルの意図を従僕ガーラフは瞬時に理解した。彼は前に出ると、前まえ屈かがみになるように身体を折り曲げ──ティリエルは、その背中を駆かけ上あがり、大きく跳ちよう躍やくしたのだ。

「な、なにっ!?」

　槍を構えた兵士たちが驚おどろきの声をあげる。ティリエルはその頭上を飛び越え、木のレイピアで騎士の喉のどを強打した。指揮官があっけなく昏こん倒とうし、兵は浮き足立つ。

　その混乱につけ入って、アッシュはするすると槍やり衾ぶすまの隙すき間まに忍び込み、双剣を閃ひらめかせた。穂先が三つ宙を飛び、兵士たちが構えていた槍があっという間にただの棒切れに変化する。

　ガーラフがそこに突っ込み、棍こん棒ぼうで兵士たちを次々に薙なぎ倒していった。

　再び走り出しながら、彼は豪ごう快かいに笑った。

「ッハッハ、こうしていると、あの犬っころに追いかけ回されたことを思い出すぜ──」

　そう言った途と端たん、次の踊り場から数え切れないほどの兵士が出てきて、ガーラフの笑みは凍りついた。まさしく、あの聖堂の地下で遭そう遇ぐうした凶狼ワーグの群れを思わせる数だ。

「ちょっ──ど、どうすんのよ、あれ!?」

「ど、どうするって言われても──」

　数の暴力の前に、三人はつんのめるように立ち止まった。兵士たちは勢い込んで、愚おろかな侵入者に殺到し──

　ばぎん！　という音と共に、兵士たちもろとも、階段がまるごと抜け落ちた。

『トール・ベル』の螺ら旋せん階段は、戦場として扱われることに慣れていなかった。『螺旋』であるから、階段の下には階段があり、そこにはアッシュたちを追いかけていた別の兵士の一団があった。落ちてきた兵士たちは彼らを下敷きにし、その階段は衝しよう撃げきと荷か重じゆうに耐えきれず抜け落ち、さらにその下には新手の兵士の一団が──

「……た、助かった？」

　呆ぼう然ぜんとしたアッシュのつぶやきに、ティリエルが首を振り、

「助かってない！　こっからどうやって上がるのよ！」

　彼女の言うとおりだった。階段に開いた大穴を飛び越すのは、曲芸師でもなければ不可能そうだった。どうすれば、と考えようとしたところで──アッシュは、狙そ撃げき手しゆが自分たちを狙ねらっていることに気づいた。

「危ないっ！」

　アッシュは叫び、ティリエルとガーラフを押し出して、踊り場から塔の外へ出た。

　一瞬前まで彼らがいた場所に、何本もの矢が突き刺さる。

「ったく、まるで戦争だな！」

　塔に吹きつける風に顔をしかめながら、ガーラフが悪あく態たいをついた。

「キキモラの仕し業わざだ。おそらく、この塔だけじゃなくて、周りのいくつかの部隊も取り込んだんだろう。指揮官さえ操れば、兵士たちは勝手についてくる」

「軍人のくせにあっさり操られるなんて、気合いが足りないんじゃないの!?」

「ぼ、ぼくに言ったって仕方がないだろ！」

　そんなやり取りをしながら、アッシュはそれとなく中を窺うかがい──瞬時に矢が頬ほおをかすめ、慌あわてて顔を引っ込めた。

　見上げる。塔の頂上は、もうすぐそこにある。螺ら旋せん階段をあと二周もすればたどり着けるだろうが──

「弓兵は五人いた。下から狙ねらってきてる。無傷でたどり着くのは、無理だろうな」

「…………」

　ティリエルは、『大だい鐘しよう楼ろう広場』を見下ろしたまま、沈ちん黙もくしている。

「ティリエル？　なにか──」

　言いかけて、アッシュは口を噤つぐんだ。彼女が見ているものが、アッシュの目にも映ったからだ。

『祈フりレ乙イ女ア』を運ぶ純白の馬車が、『大鐘楼広場』に入ろうとしていた。

　もう、時間がない。『聖舞踊サンクトルフ』は、すぐそこまで迫っている。

　自らの主人を乗せた白馬車を見つめながら、ティリエルは、ぽつりと、

「アッシュ。本当に、同情してるわけじゃないのね？」

　ティリエルの紅あかい眼が、静かにアッシュを見定めた。

「いざというときは──あの子の胸に、短剣を突き刺すことができるのね？」

　アッシュはしばらく黙だまり込み、それから、はっきりと頷うなずいた。

　ティリエルは鼻を鳴らし、

「……本当はイヤだけど、仕方ないか。アンタに任せてあげる。あたしが行っても、あいつの魔法には勝てないからね」

　そう言って、彼女はアッシュが纏まとっている外がい套とうを剥はぎ取った。ぼろぼろの外套を少し丸めてから、彼女は腕を組んでいるガーラフに向き直り、

「ガーラフ、三まで数えるわ。一で外套を投げて、矢を使わせる。二であたしが飛び出して、弓兵どもを仕留める。三でアンタがアッシュを持ち上げて、向こう側に投げ飛ばすの。あとは──できるだけこの場で足止め。アッシュがキキモラを仕留めるのを待つ。いいわね」

　傷きず痕あとだらけのガーラフの顔が、真剣に引き締まった。紅あかく、強く、澄すんだ眼まな差ざしがアッシュを見み据すえる。戦士の視線を、アッシュは正面から受け止めた。

　それから、ガーラフはにやりと笑い、

「いいでしょう。いや、お嬢じようと一緒に戦えるなんて、まったくついてますな！」

　レイピアの握りを確かめながら、ティリエルは憮ぶ然ぜんとして、

「ついてないわよ、アンタみたいな戦せん闘とうバカと一緒なんてね。──それと、アッシュ」

「うん？」

「絶対、絶対に、キキモラを止めなさいよ。失敗したら殺すから。それに」

　そこで言葉を切って、ティリエルはきゅっと唇くちびるを噛かみ、

「死なないこと。死んでも殺すわ。いいわね」

　その言い草は、まさしくティリエルのものだった。苦笑して頷うなずいたアッシュに、ティリエルも荒々しい笑みを返し──そして、カウントを開始した。

「一」

　そこで、彼女は丸めた外がい套とうを『トール・ベル』の中に投げ入れた。空気を切り裂さく音がして、五本の矢が外套を貫つらぬく。

「二のっ」

　ティリエルも塔の中に滑すべり込み、踊り場を蹴けりつけて跳ちよう躍やくする。階下では、五人の弓兵が矢をつがえている最中だった。驚おどろきと共に自分を見上げる兵のひとりを、ティリエルはまず突き伏せ──

「三！」

　猫の子を持ち上げるように、ガーラフの怪力は易やす々やすとアッシュの身体を持ち上げた。力ずくで穴の向こうに投げつけられ、アッシュはかろうじてそこに取り付く。背後から響ひびきはじめた戦闘音を、振り返らないようにしながら、アッシュは一直線に駆かけ上あがっていった。




　　　　◆




『トール・ベル』の屋上から、キキモラは、『聖舞踊サンクトルフ』の儀式を間近に控えた『演舞壇ステツプ』を見下ろしていた。

『大だい鐘しよう楼ろう広場』は、今までにない喧けん噪そうに包まれている。高く離れた『トール・ベル』屋上にも、広場に集まった民衆の熱狂が、地鳴りのように伝わってきていた。

　ふと、キキモラは顔を上げた。

『大鐘楼広場』に、白い馬に引かれた馬車が、ゆっくりと入ってきた。

　そこを起点として、波は紋もんが広がるように、さらに大きなざわめきが広がっていく。それはどうやら、『祈フりレ乙イ女ア』を称たたえる『万ばん歳ざい』の声のようだった。

　金色の眼が細められた。

　もうすぐ、その声が悲鳴と怨えん嗟さに変わるとも知らずに──

「下が騒がしい。侵入者があったようだ」

　と、隣となりにいたはずの男の声が、すぐ背後から聞こえた。

　キキモラは振り返りもせず、答える。

「例の裏切り者だろう。内部は兵で満ちている。たどり着くことなどできないさ」

「それでも、もしたどり着いたら？」

「そのために、きみがいるのだろう」

　言いながら、キキモラは自分の内心がかすかに揺れていることを自覚した。『裏切り者』の顔が浮かびかけ、それを振り払うようにキキモラは振り返った。

　金色の瞳ひとみを、男の瞳と合わせながら、キキモラは最後のひと押しを行う。

「もう一度言います。彼は王女さまの弱味を握り、『竜戮騎士テイフオニロス』見習いになった反逆者です。決して彼を許してはいけません」

　男は、苦々しい表情を浮かべた。その事実を認めたくないような、けれどもなにかの力で無理矢理認めさせられているような、そんな顔。その顎あご先さきが頷うなずくまで、長い時間がかかった。

　人の心を、弄もてあそぶ。

　そのことに、キキモラは嫌けん悪お感かんを覚える。そして、それをすぐに忘れようとする。『魔族エマ＝デモナス』にとって、人を欺あざむくことは喜びでしかない。早く自分もそうなりたい──いや、そうならなければいけない。彼女は、必死にそう考えていた。

　自分の唇くちびるに触れていることに、キキモラは最後まで気づかなかった。




　　　　◆




『トール・ベル』屋上、巨大な鐘かねがぶら下がったその空間に、二つの人影があった。

　ひとつは、キキモラだ。屋上の端はしに腰かけて、『大だい鐘しよう楼ろう広場』を見下ろしている。アッシュがいることに気づいていないはずはないのに、振り返らない。

　もうひとつの人影が、アッシュとキキモラのあいだに立ちはだかっていた。

　アッシュは、呆ぼう然ぜんと、彼の名を呼ぶ。

「………………トレイン」

「アッシュ」

　なぜ彼がここにいるかなど、問う必要はなかった。

　トレインの茶色の瞳が、『魂繰りマインドハツク』の金色に彩いろどられていたからだ。

　アッシュは顔を歪ゆがめる。視線をずらし、コウモリの翼つばさを生やした小さな背中をにらみつける。哀あわれみに覆おおわれかけていた心に、ようやく怒りが兆きざした。

「キキモラ！　これが、きみのやり方か!?」

「わたしは『魔族エマ＝デモナス』だ」

　アッシュのことを振り返りもせずに、キキモラは短く答えた。膝ひざの上に広げた本を、ぱら、とめくりながら、

「目的を果たすために、手段は選ばない。──トレイン、あとは任せたよ」

「わかってる」

　トレインは、腰に下げた鞘さやから、長剣を引き抜いた。

　そうしながら──彼の表情には、苦く悶もんが浮かんでいた。

「……アッシュ、頼む、投降しろ。おまえが、裏切ったわけではないと、教えてくれ。そうすれば、──これを、使わずに、済む」

　アッシュは血が滲にじむほどに唇くちびるを噛かみしめた。『魂繰りマインドハツク』がどんなものか、どれだけ残ざん酷こくな魔法なのかを、彼は身を以もつて理解した。キキモラがトレインを護ご衛えいに選んだのは、彼が剣の名手というだけでなく、アッシュの親友でもあるからだ。友人同士を殺し合わせる手口は、まさしく『魔族』のものだった。

　だからといって、それに屈くつするわけにはいかない。

「だめだ、トレイン。ぼくには、やることがある」

　両手を腰に這はわせ、アッシュは左右の短剣を抜いた。『重い』左と『軽い』右。左右の感触を握り締めながら、双剣を構えたアッシュに、トレインの苦痛が深くなる。

「そうか──やはり、おまえは──！」

　トレインも、構えた。それを見てたまらなくなった。最後の望みにすがるように、アッシュは大声で彼を説得しようとして、

「トレイン！　頼む、目を覚ましてくれ！　彼女を捕まえさえすれば、すべては解決するんだ！　ぼくのことを捕らえてもいいから、それよりもキキモラを──」

　その途中にトレインが踏ふみ込んできて、アッシュは双剣を目の前で交差させた。

　正面から、大上段の、唐から竹たけ割わり。アッシュの身体を両断しようとするほどの強烈な一撃を、かろうじて受け止める。
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　重い。巨大な落石を受け止めたかのようだ。両手が痺しびれ、膝ひざががくんと沈み込む。ティリエルの剣技は『鋭さ』を主眼に置いているが、トレインのそれは『重さ』だ。強きよう靱じんな膂りよ力りよくで、敵を骨ごと断ち切るような、荒々しい剣だ。

「ぐっ……！」

　ぎりぎりと鉄が軋きしる音と共に、刃が眼前に迫ってくる。

　しかし、アッシュが見ているのは剣ではなかった。その向こうにある、見慣れた茶色の瞳ひとみを、彼はじっと覗のぞき込んでいた。

「トレイン……！」

　苦痛の滲にじんだアッシュの声に、トレインは目を細めた。

　その瞬間、アッシュを押しつぶそうとする膂りよ力りよくが、わずかに弱まった。

　アッシュの身体は反射的にその隙すきを突いた。三ヶ月のあいだ、徹底して仕込まれたティリエルの教育が、ほとんど本能的に彼を突き動かしていた。

　アッシュはつま先をトレインのみぞおちに叩たたき込み、それと同時に片足だけで床を蹴けって後ろに飛び下がった。支えを失った騎き士し剣けんが、危ういところでアッシュの足をかすめ、『トール・ベル』頂上の床に突き刺さる。

　トレインの瞳ひとみに宿る金の光が、再び息を吹き返した。

　横よこ薙なぎの一いつ閃せん。アッシュは素早く左、『重い』短剣を押し上げてその一撃を滑らせる。速さと鋭さにかけては、ティリエルほどではなかった。反応はできる。

　しかし、反応できるというだけだ。トレインの剣は受け流すのがやっとだ。ティリエルの刺突のように、流してすぐに反撃、ということがやりにくい。それに──

　間合いを詰めて、どうしようというのだろう。

　トレインの胸に、この短剣を突き立てるのか？

　共に騎士見習いとして寝食を共にし、『落ちこぼれ』のアッシュを蔑さげすむことなく、三年ものあいだ練習に付き合ってくれた親友を──殺すのか？

『いざというときは──あの子の胸に、短剣を突き刺すことができるのね？』

　脳裏にティリエルの声が響ひびく。

　キキモラなら、できるはずだった。いかに哀あわれましくとも、彼女は敵だからだ。

　しかし、トレインは──

「……なにをしてるんだ？」

　苛いら立だたしげな声が響いた。顔を上げると、本を脇わきに抱えたキキモラが、こちらを振り向いていた。巨大な鐘かねを支える支柱のひとつに近寄り、そこに背中を預け、金色の瞳ひとみを焦じれったそうに細める。

「トレイン、そいつは裏切り者だ。きみの大事なお姫さまを脅おびやかす反逆者なんだぞ。かつて友人だったとしても、手加減する必要なんてない」

「…………わかって、いる」

「わかってるなら、さっさとやれ！　それ以上、アッシュの顔をわたしに見せるな！」

　けしかけられても、トレインは動かない。キキモラは床を踏ふみつけ、

「アッシュは『卑ひ怯きよう者もの』なんだぞ、トレイン！　きみの夢だった『竜戮騎士テイフオニロス』の称号を、卑怯なやり方で手に入れたんだ！　彼が憎いんだろう！　それなら──」

「……違う」

「──、なに？」

「憎んでなど、いない！」

『魂繰りマインドハツク』に操られたまま──それでもトレインは、血を吐くように叫んだ。

　アッシュは、目を見開いてそんなトレインを見つめる。

　トレインは、その視線に苦痛を覚えるように顔を歪ゆがめた。

「……いや……どうだ……わからない……、おれは、本当に、そんなことを、していないのか？　アッシュ、おまえは、おれは……」

　トレインの言葉は、意味をなさない。それでも、アッシュは耳を澄すませて、それに聞き入っていた。

「……わからない、なんで……おまえが？　おまえは、決して、強くないはずだ。『竜戮騎士』になるほどには。おまえが……どうして……、憎しみじゃない、ただ、おれは！」

　あらゆる感情が、トレインの表情を通り過ぎていく。あるいはそれは、『魂繰り』が表した、彼の本心そのものだったのかもしれない。

「おれは、納得がしたいだけだ！　アッシュ、おまえが──そんな奴ではないということの、納得を！」

　アッシュは、トレインという男が、屈くつ託たくのない人間であるということを思い出していた。

　けれど、とも思う。

　屈託のひとかけらもない人間というものが、果たして存在するのだろうか。

　トレインは、単純で、まっすぐで、気持ちのいい男だ。だけど、いや、それだからこそ、彼はアッシュになにも言えなかったのだ。『竜戮騎士テイフオニロス』見習いになり、イリステラの側そばに仕つかえている友人に、「なぜそんなことになったのか」という質問を、投げかけることができなかったのだ。

　たとえその質問を投げかけられたとしても、アッシュには答えることができなかっただろう。あのときのように、曖あい昧まいな言葉で濁にごすことしかできなかったはずだ。

　トレインにも、誰だれにも──イリステラの秘密を漏もらすことは、できないから。

　だから。

「……わかったよ。トレイン」

　静かに、アッシュはそうつぶやいた。

　先ほどまでの悲ひ壮そうは、不思議なほどに吹き払われていた。唇くちびるに浮かぶのは笑みに似た形、けれどもそれは笑みではない。トレインの剣を前にして笑う余裕など、逆立ちをしても出てこない。

　しかし、どうすればいいのかわからないまま、ただおろおろとしていた先ほどまでに比べれば──『目的』の見えた今のほうが、よほどマシだった。

「ぼくは、『落ちこぼれ』だ。でも、『裏切り者』じゃない」

　アッシュがそう言うと、トレインは金色の光を宿した目を見開いた。

「それを証明しよう。言葉ではなくて──この、双剣で！」

　大声で叫んで、アッシュは地面を蹴けった。身体を回転させながら『重い』左を叩たたきつける。回かい避ひされれば、その瞬間がアッシュの命の最期となる。

　しかしトレインは避けたりはしない。足を踏ふん張ばり、アッシュの全力が乗った一撃を簡単に弾はじき飛ばした。弾き飛ばされた勢いを利用して逆回転、今度は反対側からトレインの胸をめがけて右の短剣を振るい、

「づっ!!」

　トレインの膝ひざが、アッシュの鼻っ面を打ち据すえていた。

　小柄なのが幸いした。身体ごと吹っ飛んでいなければ、返す一撃で腹を切り裂さかれていたところだろう。アッシュは錐きり揉もみしながら床の上に墜つい落らくし、後転し、姿勢を低くしたまま素早く構える。

　そこに、トレインの右袈け裟さ斬ぎりが襲おそいかかった。

　両手の中で双剣をくるりと回転させ、順手に握って頭上に掲かかげる。刃の列が、凶悪なまでに強力なトレインの一撃を受け止めて火花を散らした。その際に生じた衝しよう撃げきを、まともに受け止めたりなどしない。剣筋を滑すべらせながら、アッシュは衝撃を利用して後転した。ぐるりと視界が回転し、そこから即座に立ち上がる。

　目の前には、斬ざん撃げきを繰り出した直後の無防備なトレインの姿があった。

「ちっ！」

　トレインの口から舌打ちが漏もれる。手首をひねって刃を返し、返す剣を斬きり上げてアッシュのことを牽けん制せいしようとする。しかしアッシュは怯ひるまない。身体を横に入れ換えて地面を蹴けり、トレインの一撃を紙一重で躱かわしながら間合いを詰める。

　風鳴りをあげて斬り上げられたトレインの剣が、アッシュの頬ほおをかすめた。

　刺客の蛇へびのように静かに伸びたアッシュの短剣が、トレインの腕を撫なでた。

　そのまま懐ふところに入ろうとしたアッシュの顔面を出迎えたのは、トレインのつま先だった。

　顎あごを蹴り飛ばされ、アッシュは吹っ飛び、支柱にぶつかって止まった。

　地面を蹴りつけるようにして踏ふん張ばり、崩くずれそうになる身体を支える。

　腫はれ上あがった目を何度も瞬またたかせて、意識が途切れてしまわないように気を張る。鼻血が詰まっていて呼吸が苦しい。犬のように舌を出して、ぜえぜえと呼吸を繰り返しながら、アッシュは次の攻撃を見極めようと、灰色の眼を大きく見開いた。

　トレインは、呆ぼう然ぜんとしてアッシュを見返している。

「……おまえ、そんな戦法やりかた、どこで習ったんだ？」

　そんな場合ではないのに、アッシュは笑ってしまった。血まみれの唇くちびるが笑み、乾いた声がそこから漏もれる。

「ティリエルだよ。ここ三ヶ月、ずっとあいつに、教え込まれてきたからね」

「…………」

「ぼくがどれだけのものになったか。きみが、直接、確かめてくれ」

　トレインはゆっくりと瞬まばたきを繰り返す。そのたびに、金色の光が弱まっていく。あと一息だ、と覚悟を決めて、アッシュは再び姿勢を低く構える。

　本当に、納得をしてもらえるのだろうか。ふと、そんなことを思った。

　それは、わからない。ただ、自分は全力を尽くすだけだ。『竜戮騎士テイフオニロス』見習いに相応ふさわしいなどとは口が裂さけても言えないけれど、少なくともアッシュはそうあろうと足あ掻がいている。そのことだけは、トレインにわかってほしかった。

　だから、アッシュは叫んだ。

「──行くぞ、トレイン！」

　大きく息を吸い込んで、アッシュは地面を蹴った。頭の中にあるのはただ空白で、自分を待ち受ける運命にはあえて考えを巡めぐらせないようにする。ただアッシュは、次のトレインの行動に即座に対処できるよう、全神経を張り詰めた。

　トレインは、アッシュの真ま似ねをするように腰を落とし、剣を横に寝かせた。切っ先が、こちらを向いている。

　──刺突！

　空白にそんな言葉が浮かんだ瞬間、トレインの腰元から、渾こん身しんの突きが繰り出された。

　ティリエルの刺突に慣れた目には、それはずいぶん鈍どん重じゆうに映った。回かい避ひすることは容よう易いだが、にもかかわらず回避することはできない。トレインが使っているのはレイピアではなく、幅広の騎き士し剣けんだからだ。避さければその瞬間、横一線に腹を薙ながれる。

　だからアッシュは足を止めず、あえて刺突に向かって走り込んだ。

　左の『重い』短剣を振るい、軌き道どうを変えようと試みる。しかし、トレインの突きはティリエルのそれではない。遅いが、重い。左の短剣だけでは、そらしきることができなかった。

　トレインの剣先が、アッシュの肩口の肉を噛かみ、

　アッシュは、そのまま駆かけ抜けた。

「なにっ!?」

　もう遅い。激痛と共に刃がアッシュの肩を抉えぐっていくが、アッシュは歯を食いしばってそれに耐えた。そのまま、逆手に握った右の短剣を、トレインの首筋めがけて叩たたきつけ──

　その刃は、トレインの喉のどに触れた瞬間、ぴたりと止まった。

「………………」

　突きを放った姿勢のまま、トレインは驚きよう愕がくに目を見開いている。

　アッシュの灰色の瞳ひとみに、弱気な色が浮かんでいた。

　──やはり、だめだ。

　紙一重で静止した自らの短剣を意識しながら、アッシュはそう思う。

　トレインを殺すことなど、できるはずがない。王国の、姫さまのためを思っても──自らの親友を、この手に掛けることなど、アッシュにはどうしてもできなかった。

　そのアッシュに、トレインは容よう赦しやなく頭突きを見舞った。肩から血を撒まき散ちらしながら、アッシュは背中から床に倒れた。その胸を踏ふみ抜き、身動きが取れないようにする。

　トレインは、剣を振り上げた。

（ごめん。ティリエル、イリステラさま──！）

　己おのれの甘さに、あまりの不ふ甲が斐いなさに、アッシュはぎゅっと眼を閉じ──

　しかし、いつまで経たっても、剣は振り下ろされなかった。

「トレイン？　なにをしている、早くしろ！」

　なぜか、焦あせったような声でキキモラは命令した。支柱から離れ、こちらに近づいてくる。場合によっては《強令コマンド》を使うことも辞さないと、その表情が物語っている。

　トレインの唇くちびるが、ぎこちなく動いた。

「…………勝負、は、ついた」

「そ、そうだ。きみの勝ちだ。だから、早く、トドメを──」

「……ち、がう」

「なに？」

　訝いぶかしげに眉まゆを寄せたキキモラに──

　トレインは、振り向きざまにその剣を叩たたきつけた。

「っ!?」

　危ういところで、キキモラはそれを回かい避ひした。コウモリの翼つばさを後ろに羽ばたかせて、屋上の端はしまで逃げ去ってから、信じられないものを見るような目でトレインを見つめる。

「……うそ。《甘ラ言イ》じゃない、《妄執モノマニア》なのに！　どうして外れるの!?」

　しかしトレインに、その言葉は届いていない。彼はゆっくりと首を振り、

「おれの、負けだ。ようやく納得が行った。アッシュは強い」

　瞬まばたきをするごとに、彼の瞳ひとみから、金の光が失われていく。

「『竜戮騎士テイフオニロス』に──少なくともその見習いになるのは、当然だ。強い奴やつが相応の位置につくのも。だから、ようやく、合点が行った」

　そうして、トレインは獰どう猛もうに笑う。

「アッシュは、おれの友達は──『落ちこぼれ』でも、ましてや『卑ひ怯きよう者もの』でもない！　立派な『竜戮騎士』見習いだ！」

　そう叫んで、トレインは片手をアッシュに差し出した。アッシュは目を白黒とさせながら──それでも、すぐにその目を喜びに輝かがやかせて、彼の手を握った。

「トレイン──」

「すまなかったな、アッシュ。この詫わびは、あとでいくらでもする。だが、今は──！」

　トレインの言葉に、アッシュは頷うなずいた。再び双剣を構え、キキモラに──人類の敵である『魔族エマ＝デモナス』へと向き直る。

　キキモラは、ぎり、と歯を噛かみ鳴らしていた。




　　　　◆




　どうして、という言葉が、キキモラの頭を埋め尽くしていた。

　どうして《妄執》が外れたのか──では、ない。『魂繰りマインドハツク』は強力な魔法だが、絶対のものではない。より強力な意思の前では、ときとして《強令コマンド》ですら弾はじかれてしまうことを、キキモラは知っていた。

　どうしてアッシュは、こんなにも信頼されているのだろう。

　キキモラが思うのは、そのことだった。

　誰だれも彼の使命を知らないはずなのに。分不相応に『竜戮騎士』になった卑怯者と思われているはずなのに。

　どうして──あんなに強い絆きずなで結ばれている友人が、いるのだろう。

　わたしには、友達なんて、ひとりもいないのに！

「……キキモラ」

　奥歯を噛かみしめるキキモラのほうに、アッシュが近づいてくる。キキモラはびくりと肩を震ふるわせ、それからすぐに、『魔族エマ＝デモナス』らしい余裕の笑みを浮かべた。

「ふん。お友達が元に戻ってよかったな、アッシュ？　大した友情だ」

「『呪のろい』を解け。今ならまだ間に合う」

「なに言ってんだ、まどろっこしい。そいつの首を刎はね飛ばせば済むことだろうが！」

　さすがに操られていたトレインは容よう赦しやがない。剣を抜き、こちらに近づこうとしているトレインを、しかしアッシュは止とどめた。自らも距離を詰めながら、手を伸ばす。

「おい、アッシュ？」

「キキモラ！　このままだと、きみは──」

　キキモラは怒りを覚えた。アッシュは、自分に、哀あわれみをかけようとしている──そう思うと、カっと顔と頭が熱くなった。馬ば鹿かにするな。わたしは『魔族』なんだ。人から恐れられることはあっても──人に哀れまれることなど、あってはならない！

　金色の瞳ひとみが、そこに刻まれた『神陣様式ピクトグラム』が、キキモラの意思に従って体内の『魔マ源ナ』を吸い上げる。そうして、キキモラは命令を『霊唱様式スペルワード』に乗せ、

「アッシュ・ウィリアック！」

　眠れ──と、《強令コマンド》を叩たたきつけようとして、思いとどまった。

　アッシュは、目を伏せている。キキモラの足を見つめている。

　瞳の『神陣様式』を彼が見ていなければ、キキモラの『魂繰りマインドハツク』は半減してしまうのだ。

　なぜ──と焦あせったところで、すぐに思い当たった。数日前、アッシュを誘ったときの『誠意』だ。あのときに、彼はキキモラの瞳が『魂繰り』の要かなめであると知ってしまったのだ。

　数日前のうかつな自分を、呪のろい殺したくなった。が、いかに後悔しようともアッシュの歩みは止まらない。キキモラの震える身体に、その指先が触れようとした。

　そのとき。

　頭上の巨大な鐘かねが、高く、美しい音を鳴り響ひびかせた。

　正午を告げる、鐘の音である。真下にいたアッシュたちは、鼓こ膜まくを直接ぶん殴られるような衝しよう撃げきに、思わずびくっと身体をすくめてしまった。

　キキモラは、その機を逃さなかった。

　地面を蹴けり、宙に飛び立つ。キキモラのコウモリの翼つばさは本物だが、滑かつ空くうの役にしか立たない。着陸地点も決めていないのに、敵でひしめく『大だい鐘しよう楼ろう広場』に降りるなど自殺行為でしかなかったが──この場にこれ以上留とどまっていれば、首が飛ぶ。

「馬ば鹿かな人間め！　さっさとわたしを捕まえていればいいものを！　そこでイリステラの本性が暴かれるのを、指をくわえて」

　見ているがいい、と言うことはできなかった。

　なぜなら──アッシュが、屋上の端はしを蹴って、こちらに飛びかかってきたからだ。

「「ばっ────!?」」

　キキモラだけでなくトレインまでもがそう叫んだ。どれだけの高さがあると思っているのだ。ここから落下すればまともな死体さえ残らない。

　アッシュが、このひたむきな少年が、地面に打ちつけられて粉々に砕け散る。

　それを想像した瞬間、キキモラは思わず翼つばさを止め、アッシュのほうに手を伸ばした。

　アッシュがその手を掴つかんでから我に返った。

「うわっ、は、はな──いや、それも──、って、わ、うわあああああああああっ!?」

　魂たま切ぎるような叫びをあげながら──

　アッシュとキキモラは、螺ら旋せんを描きながら墜つい落らくしていった。




　　　　◆




　高く澄すんだ鐘かねの音は、王都クィンストラウス全域に鳴り響ひびいていた。

　その美しい音は、『聖夏祭サンフエスタ』の最後の儀式──『聖舞踊サンクトルフ』の始まりを告げていた。

『大だい鐘しよう楼ろう広場』に集まった民衆の興こう奮ふんは、『演舞壇ステツプ』に人影が現れた瞬間、ピークに達した。

　言うまでもない。『クィンストラウスの至宝』と称され、万民に愛される美しき王女──イリステラ・クィンストラウスである。

　イリステラがそっと手を上げた瞬間、割れんばかりの歓声は嘘うそのように静まり返った。

　ヴェールを上げると、白はつ金きんの髪かみが顔の左右にこぼれ落ちた。イリステラはそれを直そうともせず、ただ右手に持った白い杖つえを高々と上げている。

　ゆっくりと、彼女は目を閉じた。桃色の唇くちびるがなにごとかをつぶやくのを、民衆は固かた唾ずを呑のんで見守っている。

　それから──イリステラは、動き出した。

『サンカラペッジオの聖せい墓ぼ』に、夏げ至しの正午の太陽と、失神にまで至るほどの民衆の熱狂から生み出される『魔マ源ナ』を注ぐための儀式──『聖舞踊』を、静かに舞いはじめる。

　白い杖の先せん端たんには、金色の光が灯ともっている。イリステラがゆるりと回りながらそれを振ると、空中に金の轍わだちが刻まれる。

　イリステラが『演舞壇』の上で足を運ぶたび、その足跡が『神陣様式ピクトグラム』を形成しつつある。積せき層そう型がた魔法陣の土台となるべき『神陣様式』だが、そんなことにまで思いを巡めぐらせる民は、この場所にはひとりもいなかった。また、思いを巡らせる必要もないだろう。彼らはただ、『魔源』を供給する貯蔵庫の役割さえ果たせばいい、というのが、『聖夏祭』の企画者である巡礼団の意図だからだ。

　民衆の目は、麗うるわしき王女が織おりなす魔法の光の芸術に、ただただ魅み入いられていた。

　ときに悠ゆう久きゆうの大河のように柔やわらかな曲線を描き、ときに神域の芸術家の手によるような精密な幾き何か学がく模様を刻みながら、イリステラは『聖舞踊サンクトルフ』を舞いつづける。

　美しくも愛らしいその表情には、慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみが浮かんでいる。自分たちに向けられている王女の深い愛情に、民草はこみ上げるような忠誠心と、愛国心を覚えていた。

　だから、彼らのうちの誰だれひとり、気づくものはいなかった。

　からんからんと鳴り響ひびく鐘かねの音に紛まぎれて、悲鳴をあげながら落下してくる人影も──

　その人影が、『大だい鐘しよう楼ろう広場』に張り巡らされた万国旗に引っかかりながら、『演舞壇ステツプ』を守る結界の中に落ちてきたことも。




　ばきばきばき、と耳みみ障ざわりな音が鼓こ膜まくに響く。その中でアッシュは、必死になってキキモラの腰元にしがみついていた。

　状況はまったく理解できない。目の前を包むのは青一色で、そのうちにアッシュはそれがクィンストラウスの国旗であることに気づいた。自分たちの落下のクッションとなった万国旗のひとつだったのだが、もちろん今の彼にはそこまで考えは及ばない。ただアッシュはキキモラを逃すまいと、彼女を掴つかむ手に力を込め、

「はっ、離してくださいっ、アッシュさんのえっち！」

　顎あごを思いっきり蹴けりつけられて、がくんと力が抜けた。

　なにがえっちだ、とアッシュは怒りと共に思う。いつかの夜はそっちから迫ってきたくせに──いや、そんなことはどうでもいい。めきめきという音が響く中で、アッシュはキキモラの身体を束そく縛ばくし、『呪のろい』を解けと迫ろうとした。

　その瞬間、アッシュとキキモラは同時に地面に叩たたきつけられた。

　バウンドした。

「……………………、………………ッ！」

　馬車に跳はねられたような衝しよう撃げきに、アッシュは固い石いし畳だたみの上でしばらく悶もん絶ぜつする。墜つい落らく死しを免まぬがれただけよしとするべきだが、だからといって全身打だ撲ぼくの苦しみにそうそう耐えられるものではない。

　顔に張りつく国旗を引っぺがして、アッシュはよろよろと立ち上がった。『トール・ベル』から降ってきた闖ちん入にゆう者しやに、『演舞壇』周辺の民衆や騎き士したちがざわめきはじめていた。

　少し離れた場所に、キキモラが同じように膝ひざを突き、げほげほと咳せき込んでいた。

　金色の瞳ひとみが、弱々しくアッシュを見、

「……なん、なん、ですか、アッシュさ──い、いや、アッシュ！　し、死ぬのが、怖くないのかっ!?」

　すんでのところで『魔族エマ＝デモナス』を取り戻したキキモラに、アッシュは答えようとして、同じく咳き込んだ。左右の短剣を確かめようとしたが、左手が動かない。トレインに貫つらぬかれた左肩からは、気が遠くなるほどの量の血液が流れ出していた。

　青ざめた顔で、それでもアッシュは右の短剣を握り、

「……イリステラさまや、ティリエルの信頼を裏切るほうが、ぼくには、よほど、怖い」

　そう言うと、キキモラは幼い顔を歪ゆがめた。

　それから、アッシュの姿を改めて観察する。きゅう、と唇くちびるの端はしを吊つり上あげて、彼女は笑おうとした。一本だけ残った漆しつ黒こくの角に、手を添そえる。

「仕方がない。最後の手段だ──！」

　キキモラが、なにかを唱えた。瞬間、漆黒の角は漆黒の大おお鎌がまへとその形を変えた。

「なっ──」

　息を呑のむアッシュに、キキモラは容よう赦しやなく斬ざん撃げきを繰り出してくる。素人しろうとのような一撃だったが、落下のダメージを負い、右手しか使えないアッシュに対しては十分すぎた。かろうじて弾はじき飛ばしたものの、大鎌を構えて佇たたずむキキモラに、近づくことができない。

　時の利は向こうにある。

　この出血の量では、すぐにアッシュは動けなくなるだろうし──

　そして、イリステラの『聖舞踊サンクトルフ』は、もう終わりそうになっているからだった。

　没ぼつ我がのイリステラは、アッシュとキキモラがすぐ目の前にいることにさえ気づいていないようだった。彼女はただ舞い踊りながら、手にした杖つえを優ゆう雅がに振るって、精せい緻ち極きわまりない金色の積せき層そう型がた魔法陣を造り上げようとしている。

　くっくっ、とキキモラが悪そうな笑い声をあげ、

「お姫さまは、自分のやってることがわかっているのか？　『呪印マーク』は彼女の欲望を増ぞう幅ふくし、その欲望が、この王国を穢けがしてしまうということを！　それとも、わかっていながらやらなくてはならないということか。王族も大変だ！」

　アッシュは悔しげに眉まゆを寄せる。イリステラは、自分を信頼して『聖舞踊』を続けているのだ。これが終わるまでに、必ずアッシュが『呪のろい』を解いてくれると、そう信じて──

　たまらない気持ちに襲おそわれて、アッシュは地面を蹴けった。

「キキモラッ！　『呪い』を、止めろ！」

　叫びながら、アッシュは片方だけの短剣を彼女に叩たたきつけた。漆黒の鎌でそれを受け止めて、キキモラは顔を歪める。泣きたいのか、笑いたいのか、自分でもよくわかっていないような表情だった。

「それはできない！　わたしが『魔族エマ＝デモナス』である限り！　あなたが人間である限り！」

　短剣の白鋼と大鎌の黒鋼が、何度もぶつかって火花を立てる。あるいは、立場さえ異なれば、アッシュはキキモラの、キキモラはアッシュの、最大の理解者になっていたかもしれない。

　だが、アッシュは人間で、キキモラは『魔族』だった。そうである以上、こうする以外の方法は存在しないのだ。

　王女さまの前で争う騎き士しと『魔族』に、見物人たちが騒然としはじめる。護ご衛えいの近この衛え騎士たちも慌あわてて集まってくるが、しかし、『演舞壇ステツプ』は『聖舞踊サンクトルフ』が終わるまで結界で守られ、誰だれも近づくことができない。

　その中で、ついに『聖舞踊』は終わりを告げた。

　いつかの予行演習と同じように、積せき層そう型がたの『神陣様式ピクトグラム』──光の円柱が、『演舞壇』の上に現れていた。中央に配置された『サンカラペッジオの聖せい墓ぼ』が、緩ゆるやかに回転しているのが見える。

　複雑に絡み合った紋もん様ようの中心に、イリステラは近づいていく。

　キキモラとつばぜり合いをしながら、アッシュは叫ぶ。

「イリステラさまっ、お待ちください！　もう少しだけ──まだ、『呪のろい』が──！」

「見苦しいぞ、アッシュ！　諦あきらめるんだな、おまえの負けだッ！」

　そう叫んで、キキモラは大きく飛び下がった。アッシュはつんのめり、その場にしゃがみ込んでしまう。

　と、イリステラが、こちらを向いた。

　没ぼつ我がの表情は変わらずに、ただ彼女は、にっこりと微笑ほほえんでいる。

　大丈夫ですよ、とでも、言うかのように。

　そうして、微笑んだまま──イリステラは、紋様の中心にその手で触れた。

　ぐるり、と、魔法の才能がないアッシュでさえもわかるほど、『大だい鐘しよう楼ろう広場』に充ち満ちた『魔マ源ナ』が、渦を巻くようにしてその流れを変えた。『神陣様式』からイリステラへと伝わり、そしてイリステラを通じて『サンカラペッジオの聖墓』へと流れ込み──




　目を灼やくほどに眩まばゆい白光が、『大鐘楼広場』を爆発的に照らし出した。




「……………………………………………………へ？」

　間の抜けた声が、すぐそこから聞こえてきた。

　反射的に目の前に手をかざしながら、アッシュは必死でキキモラの姿を追おうとする。それにしても、この光の強さはどうだ。『聖舞踊』を見るのは初めてではないが、これほどまでに強きよう烈れつな輝かがやきは目にしたことがなかった。

　しかし──その色は、例年通りの、汚れひとつない純白だ。

「…………え？　あれっ、な、ど、え、ええええええっ!?　なんで、なんでっ!?」

　混乱しきった声が、真っ白になった視界のどこかから聞こえてくる。アッシュは痛む身体を引きずり、そちらに足を踏ふみ出だそうとして、

　不意に、光が消えた。

　いや。正確には、無差別に辺りに放射されていた純白の光が、指向する先を与えられたのだ。暴力的なまでの輝きを放つ『サンカラペッジオの聖墓』は、今ではひとつの光の柱になって、壇だん上じようと天空を繋つなぐ架かけ橋はしのようになっていた。

　おお──という感かん嘆たんのどよめきが、民衆のあいだから漏もれ、

「……アッシュ？」

　きょとんとした声が、そのどよめきの隙すき間まを縫ぬうように、アッシュの耳に届いた。

　イリステラだ。

『祈フりレ乙イ女ア』の衣装を身に纏まとい、『神陣様式ピクトグラム』の中から、首をかしげてアッシュを見つめている。アッシュの姿を見てその表情が一瞬だけ和やわらぎ、しかしすぐに肩が血まみれになっていることに気づいて、青い目を大きく見開く。

「た、大変、どうしたのですか、その怪け我がは!?」

「あ、いえ、その──いろいろ、ありまして」

「もう、どうしてあなたはいつも無茶をするのですか！　早く治ち療りようをしないと──」

　イリステラの瞳ひとみが泣きそうに潤うるみ、イリステラは『サンカラペッジオの聖せい墓ぼ』から離れようとする。が、ぴたりと足が止まった。その表情に、苦渋の色が浮かぶ。今はもっとも重要な儀式の真っ最中なのだ。『祈り乙女』が勝手に壇上から離れることは許されない。

　と、そのとき。

「い、イリステラッ!!」

　光の中から、キキモラが現れた。

　先ほどまでの『魔族エマ＝デモナス』の笑みはどこへやら、キキモラの表情は不安と混乱でぐずぐずに溶けて、今にも泣き出してしまいそうだ。まるで詐さ欺ぎに遭あったかのような表情だ。

「こ、っ、これ、これは、どういうことです──どういう、ことなんだっ!?」

「あら、まあ、キキモラさん。あなたまで、そんなお姿に」

「うるさいっ！　それよりも、説明しろ、どうして、こんな──！」

　幼い顔を真っ赤にして、ぶるぶると震ふるえる指先で、キキモラはイリステラの背後にそびえ立つ光の柱を示す。

　イリステラは振り返り、しげしげとそれを眺ながめて、満足そうに頷うなずいた。

「ええ。去年や一昨年より、ずっとうまくできましたね」

「だ、だからっ！　それがどうしてだって、聞いているんだっ！　『呪印マーク』で増ぞう幅ふくされたおまえの欲望が『サンカラペッジオの聖墓』に注ぎ込まれたはずなのに──どうして、『聖墓』は、白く輝かがやいているんだ!?」

　取り乱し、怒鳴り声をあげるキキモラに、アッシュは思わず頷くところだった。キキモラが人類愛に目覚めて『呪のろい』を解除したのかとも思ったのだが、イリステラの肩には、やはり『呪印』の青黒い光が明めい滅めつしている。

　ふと。

　アッシュは、あることに気づいた。

　イリステラは首をかしげ、泣きそうになっているキキモラの顔を、じっと見つめている。

　青い瞳ひとみに、見覚えのある妖あやしい光が宿っている。

　それは、いい。彼女がそういう人間であることは百も承知だ。時間と場所と自分の立場を考えろといいたいところだが、ひとまずは横に置いておくことにしよう。

　問題なのは、そのイリステラの『趣味』を受けて、彼女の肩に刻まれた『呪印マーク』が明めい滅めつしていること。

　そして、さらに大問題なのは──その明滅と同調して、背後にそびえる光の柱が、緩ゆるやかに波打っていることだった。

『呪印』が大きく輝かがやけば、光の柱も大きく波打ち、『呪印』の光が弱まれば、凪ないだ海のように柱は静かになる。そのサイクルを、延々繰り返している。

　まさか、と思った。

　嫌いやな予感がした。

　そして、アッシュの嫌な予感は──

「ねえ、キキモラさん」

「なんだっ!?」

「わたくし、不思議で仕方がなかったのです。ティリエルやアッシュが、わたくしの『趣味』を悪あしきもののように言うことが、どうしても納得できなかったのです」

　イリステラは、祈るように胸の前で手を組んだ。

「だって、わたくしがティリエルやアッシュをいじめるとき、傷つけようなんて思ったことは、一度もなかったのですもの。わたくしはあの子たちに、喜んで欲しかったのです。わたくしが、どれだけ彼らを大切に思っているか、大事にしているか。それを知って欲しいとだけ、思っていたんですもの」

　迷いのない、吹っ切れた表情のイリステラに、キキモラはたじろぎ、

「な、なにを──？」

「ですから、司聖さまにお聞きしたのです。この気持ちは、本当にいけないことなのですかと。司聖さまは、すぐに答えてくださいましたわ。この気持ちの名前、すなわち──」

　そうしてイリステラは、そっと目を閉じて、花開くように微笑ほほえんだ。




「わたくしが人をいじめたいと思う気持ちは、『愛』なのだと」




「「……………………………………はい？」」

　アッシュとキキモラは、声を揃そろえて聞き返した。

　イリステラは、それはもう嬉うれしそうに、

「そう、教えてくださったのです。ですからわたくし、なんの気兼ねもなく『聖舞踊サンクトルフ』に臨のぞむことができましたわ。だって、キキモラさんの呪のろいが増ぞう幅ふくするのは、わたくしの『愛』なのですから。『愛』が悪いもののはずがありません。むしろ、より《浄化ピユトリフアイ》の力を強めてくれるはずです」

　……………………。

　はっと、アッシュは我に返った。

　いや、と思う。あり得るかもしれない。なにしろイリステラは、その血筋に人をいじめて喜ぶ性せい癖へきを刻まれているあの少女は、自らの『趣味』を悪いことだとは、ひとかけらも思っていないのだから。

　イリステラが誰だれかをいじめるとき、彼女はそれを、本当の本当に良いことだと思ってやっているのだ。純粋にして無む垢くな善意から──彼女は人のお尻しりを鞭むち打うったり、足に垂たれた蜂はち蜜みつをなめさせようとしたり、おうまさんごっこを楽しもうとしているのだ。

　あるいはそれは、善なる欲望とでも言うべきものなのかもしれない。善であっても欲望であることに変わりはなく、欲望であっても善であることに変わりはない。『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』は刻まれた方程式に従ってその欲望を増大させ、増大された欲望＝善意は『聖せい墓ぼ』に注ぎ込まれ、そうして例年通り国土を浄化するのだ。

　ということは、つまり。




『呪印』を解除しようとしてきた自分の努力は、最初から、無意味なものだったのだ。




　アッシュは崩くずれ落ちそうになったが、どうにか踏みとどまった。

　……良いことではないか。そうだとも、なにも、なにも！　悪くないではないか！　王国の危機は、未然に防げたのだから、素直に喜ぶべきだ！　──そう頭で理解しても、心はなかなか「うん」と言ってはくれなかった。

　アッシュでさえそうだったのだ。

　キキモラと来た日には、もう、目も当てられなかった。

「…………………………………………そんな」

　魂たましいが抜けたような表情で、ぽつりとつぶやくと、

「そんな、そんな、そんな、そんな────そんなのって、ないですよッ!!」

　演技も忘れて、彼女はそう叫んだ。

　金色の瞳ひとみから、耐えきれなくなったように涙が溢あふれる。地じ団だん駄だを踏みながら、

「わっ、わたしっ、わたし、がんばったんですよ!?　あんなに努力したのに！　いろんなものを犠ぎ牲せいにして、好きになった人のことも諦あきらめて！　こんなにがんばったのに!!　それが、それ、それが全部！　ぜんぶ、ぜんぶ!!　無む駄だだったなんてっ!!」

　聞いてるこちらが耳を覆おおいたくなるほどの、それは、絶叫だった。

　ぐずぐずと涙をこぼしながら、キキモラは食いしばった歯のあいだから声を出す。

「ひどい、ひどいです、ひどすぎます！　こ、こんなのって……！」

　ひどすぎますよう──キキモラの声は、嗚咽おえつに押しつぶされた。泣き濡ぬれた顔に腕を押し当て、さめざめと泣き声をこぼしはじめる。

　それを見て。

　イリステラは、あああああああもうもうもうなんて可愛かわいらしいのでしょうキキモラさんってば本当にたまりませんわ食べてしまいたい、という顔をしていた。
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　口からはよだれが垂たれている。

　それを見て。

　アッシュの中に凄すさまじい葛かつ藤とうが巻き起こった。あらゆるものに対する疑問である。なにかが間違っている。決定的に、根本的に間違っている。そんな、凶悪なまでの違和感に、アッシュは右手の短剣を握り締めた。

　イリステラはひとしきり、『魔族エマ＝デモナス』が嘆なげくさまを堪たん能のうしていたが、やがてハタと正気に戻った。そういえば儀式の真っ最中だった。彼女はすまなそうに、

「ところでキキモラさん、お節介かもしれませんけれど、わたくし今から《浄化ピユトリフアイ》を唱えようと思っているのです。ここに『魔族』であるあなたがいらっしゃると、その──直撃してしまいますけれど、よろしいのですか？」

　はっ、とキキモラも我に返った。

『増魔の呪印マーク・オブ・アンステイブル』がイリステラにとってなんの意味も持たない以上、『聖夏祭サンフエスタ』は滞とどこおりなく進められる。《浄化ピユトリフアイ》によって国中の『魔マ源ナ』を均一化するということは、『魔源』の偏かたよりによって存在している『魔族エマ＝デモナス』にとっては、ほとんど抹まつ殺さつを意味している。

　涙に濡ぬれたキキモラの顔に、どうしようもない焦しよう燥そうが浮かび上がった。

　金の瞳ひとみをイリステラのほうに向け、

「い、イリステラ・クィンストラウス！　眠りなさい！」

《強令コマンド》。いっそ効いてしまえ、とアッシュが思ったかどうかはさておいて、イリステラは涼すずしい顔でそれを受け流した。積せき層そう型がたの『神陣様式ピクトグラム』がさらに強く輝かがやいただけで、イリステラにはどうという効果もない。

「この『神陣様式』は、『魔源』を吸収し、《浄化》を発動させるためのものなのですよ？　それ以外の魔法は、すべて『魔源』を吸い取られて無効化されてしまいますわ」

　ちっちっち、と白い杖つえを左右に振るイリステラに、キキモラは顔を歪ゆがめ、

「こ、こうなったら、わたしの手で!!」

　漆しつ黒こくの大おお鎌がまを振るい、キキモラはまっすぐにイリステラに襲おそいかかり──

　それを、アッシュの短剣が受け止めた。

　ぐいぐいと押しながら、キキモラは涙声で、

「どっ、──どいて、ください、アッシュさん!!」

「……いや、そういうわけにも……」

　涙と鼻水でぐしゃぐしゃになったキキモラの顔から、アッシュは思わず顔を背そむけてしまった。ただ泣き声だけが、アッシュの良心をちくちくと刺激する。

「だっで！　あのひと、あのひどぉ！　ひどいんですよ!?」

「…………うん、あの……なんていうか…………ごめん」

「そうでした。そういえばわたくしは、約束をしたんでしたね、キキモラさん」

　背後からイリステラの声。彼女は身を翻ひるがえすと、光の柱の近くにまで歩み寄り、それからまたこちらを向いた。

　イリステラはにっこりと微笑ほほえむと、アッシュの肩越しに、白い杖をキキモラに向け、

「あなたに、お仕置きをすると。どうやら今が、そのときのようですね♪」

　そうして、イリステラは、大声で唱えた。

「草と小麦の大地を統すべる、クィンストラウス王家の名に於おいて──すべての不浄なるものたちに、《浄化》の抱ほう擁ようがあらんことを！」

　純白の光が爆発する瞬間、アッシュは目の前にいたキキモラの手から、力が抜けるのを感じた。

　心がぽっきりと折れてしまったかのように、キキモラはその場に膝ひざを突いた。全身に走る『神陣様式ピクトグラム』の紋もん様ようが、そんな彼女を覆おおうように、ざわりと蠢うごめき──

　それを最後に、アッシュの視界と意識は、真っ白な闇やみに飲まれて、消えてしまった。




　　　　◆




　どれだけ、そうしていたのだろう。

　気がつけば、アッシュは壇だん上じように大の字になって、青い空を見上げていた。

　頭がぼんやりとして、うまく思考がまとまらない。おぼろげな記憶をたどっても、自分がなぜこうやって寝転んでいるのか、さっぱりわからなかった。起き上がろうとすると、凄すさまじい痛みが肩口に走り、それがアッシュの記憶を復活させた。

「────、イリステラさまっ!?」

　叫んで、跳はね起きる。頭を振って思考をはっきりさせ、周囲に目を向けると──

「はい。なんですか、アッシュ」

　イリステラは、隣となりでしゃがみ込んでいた。正座をして、やたらとにこにこしている。

　その笑顔に、アッシュは複雑な感情を抑えきれない。

　二人がいるのは、『演舞壇ステツプ』の上だ。《浄化ピユトリフアイ》の魔法が完了してから、それほど時間は経たっていないようで、結界に遮さえぎられて留とどめられていた近この衛え騎き士したちが、大おお慌あわてでこちらに駆けつけてくるのが見えた。

　アッシュは息を呑のみ、勢い込んでイリステラに尋ねた。

「き、キキモラは!?　どうなったんですか!?」

　するとイリステラは、ぷっと頬ほおを膨らませ、

「まあ。数日ぶりに会ったというのに、第一声がキキモラさんの心配ですか？　主君であるわたくしのことなんて、どうでもいいと？」

　そう言われると、アッシュとしても弱ってしまう。かといってすぐに「イリステラさまは大丈夫ですか」などというのも白々しかったし、そもそもこの人を大丈夫かと心配するような気持ちはさらさらなかったので黙だまっていると、

「冗談です。そんな顔をなさらないでください。キキモラさんは──」

「だ、出してっ！　ここから出してくださいっ！　アッシュさん！　たすけてっ！」

「──どこに行ったのか、わたくしにもわかりません。そのうちひょっこり顔を出すのではないでしょうか？」

　おい待て。

『祈フりレ乙イ女ア』の衣装の懐ふところから聞こえてきた、小さな声を聞きつけて、アッシュは凝ぎよう然ぜんとイリステラを見つめた。が、彼女は巧たくみに顔を背そむけ、立ち上がった。

「それよりも、アッシュは自分の傷を癒いやすことを優ゆう先せんしてくださいな。あなたはこの王国の──わたくしのために、そんなに血まみれになってがんばってくれたのですから。どうか、胸を張って、ね？」

　にこやかにそう言うイリステラに反論する気力は、今のアッシュには残されていなかった。ゆっくりと頷うなずくと、失血のためか、再び目の前が暗くなってきた。心地よい気絶の闇やみの中に、自ら意識を放り捨てて、アッシュはもう一度その場に横になった。




　こうして──

『魔族エマ＝デモナス』による『聖夏祭サンフエスタ』襲しゆう撃げき事件は、アッシュの心に消えない傷を残したまま、幕を閉じたのだった。













　　　終幕　鳥かごの『魔族エマ＝デモナス』







　さて、その後。

　アッシュは駆かけつけてきた『近衛騎士団インペリアルナイツ』によって身柄を押さえられた。『脱だつ獄ごく囚しゆう』であるのだから当然なのだが、すぐに解放され、担架に乗せられることになった。その場にいた民衆が怒りの声をあげたのだ。

　アッシュが大おお鎌がまを持った『魔族』と渡り合い、身を挺ていして『祈フりレ乙イ女ア』を守り抜いた姿は、熱狂に包まれた民衆の目に鮮やかに焼きついていた。

　いかに貴族の子弟を寄り集めた『近衛騎士団』であっても、自分たちをぐるりと囲む民衆に敵意の目で見られては、アッシュを丁てい重ちように扱わないわけにはいかなかった。

　後日の取り調べでも、アッシュやティリエルが罪に問われることはなかった。

　脱獄に関しても、罪には問われなかった。姫さまを『魔族』からお守りするために必要なことだった──というティリエルの主張が、正当なものとして受け入れられたのだ。

　結局、この騒動に関わった人間の中で、明確な罪に問われたものはひとりもいなかった。

　すべての罪は人の心を惑わせた『魔族エマ＝デモナス』にある、というところに落ち着いたのである。

　では、その諸悪の根源、『魔族』はどうなったかというと──




「………………見せたいものって、これのことですか」

　平板な口調でティリエルがつぶやくと、イリステラは自慢顔で頷うなずいた。

「ええ！　鳥かごを細工職人に加工していただいたのです！　よくできているでしょう？」

　確かによくできている。円筒形の鳥かごの中は二階層に分かれていて、下の階層はソファやテーブルや書棚が並ぶ居い心ごこ地ちの良さそうなリビングに、上の階層はベッドやドレッサーやチェストクロゼットが配置されたベッドルームになっていた。

　その中には────キキモラがいる。

　手のひらに、乗るくらいのサイズである。

「お、おい！　ばかっ！　このばか王女！　こ、ここから、出せ！」

　きいきいと、高い声でキキモラは叫んでいる。深しん窓そうの令れい嬢じようのような純白のドレスを着せられて、ヒールで床を踏ふみ鳴らすそのさまは、意思を持つ人形のようでとても愛らしい。

「……なんで、こんな大きさに？」

　アッシュの疑問に、イリステラは首をかしげ、

「物の本によれば、『魔族』を構成する要素には、『魔マ源ナ』が大きな役割を果たしているらしいのです。生きていくために必要な栄養、とでも言うのでしょうか。はっきりしないのですが、『魔族』は『魔源』を血肉としている、などという記述もありまして──」

　それが《浄化ピユトリフアイ》を受けて、大気中の『魔源』と平均化してしまったため、結果としてキキモラの身体はこんなに小さくなってしまった──ということなのだろうか。

　釈しやく然ぜんとしなかったが、イリステラは輝かがやくような表情で、

「まあ、そんなことはどうでもいいじゃありませんか。こんなに可愛かわいいのですもの」

　そんなことを言って、ころころと笑った。

　と、腕を組んで黙もく然ねんと考えていたティリエルが、ようやく口を開いた。

「その子、どうするおつもりですか？」

　イリステラはきょとんとした顔で、

「もちろん、ペッ──、こほん、わたくしと一緒にいてもらうつもりですが？」

「なに!?　ペってなに!?　ぺ、ペットにするつもり!?」

　キキモラが騒いでいたが、ティリエルはさらりと無視し、

「それは、賛同できかねます。あたしたちだけならともかく、他の人に見つかったときに言い訳ができません。『魔族』を飼ってるなんて噂うわさが広まったら、お名前に傷が──」

「なにを言うのですか。この子は『魔族』などではなく、わたくしがたまたま庭で見つけて、傷ついていたところを手当てした妖よう精せいさんですよ」

　イリステラの言い訳に、アッシュとティリエルは沈ちん黙もくした。

　確かに。キキモラを妖よう精せいであると紹介しても、疑うものはいないだろう。『魔マ源ナ』を奪うばわれた影えい響きようか、肌の青みは薄うすくなり、邪じや悪あくさよりも神しん秘ぴ性せいを感じさせる。背中のコウモリの翼つばさも、「こういう種類の妖精なのだ」と言い張れば納得してもらえそうだ。

　なによりも──『魔源』を奪われたキキモラは、最大の武器である『魂繰りマインドハツク』を使うことができないのだ。彼女を傍そばに置いておいても、危険はないだろう。

　それでも、ティリエルはまだ難色を示し、

「しかし、キキモラにも口はあります。そいつがよからぬことを喋しやべったら、」

　キキモラはハっと顔を上げ、猛もう然ぜんと喋りはじめた。

「そ、そうだ！　わたしはおまえの秘密を握ってるんだぞ!?　おまえが人をいじめて喜ぶ趣味の、へ、変態だとバラされたくなければ、大人しくわたしを解放しろ！　これは取り引きじゃないぞ──き、脅きよう迫はく、だっ！」

　あちゃあ──と、ティリエルは顔を押さえた。

　アッシュも、沈ちん痛つうな面持ちをうつむかせた。

　そしてイリステラは、青い瞳ひとみを妖よう艶えんに輝かがやかせ、にやあ、と笑った。

「まあ、それは大変。どうしましょう。どうしたら、いいのでしょう」

「ふ、ふん、今さら自分の立場に気づいたか！　さあ！　わかったら、早くわたしを──、待て。どうして鳥かごを持ち上げる？」

「大変です、まあ、大変。キキモラさんとは、ようくお話し合いをしなくてはならないようですね。ああ、そうしないと、わたくしの『秘密』が明らかになってしまうのですから──わたくし、がんばらないといけませんね」

「……ま、待て。待って。待ってください！　どこに行くの!?　なんでそんなに楽しそうなの!?　そしてなんでアッシュさんやティリエルさんは悲しそうなの!?」

「そんなに怖がらなくても大丈夫ですよ。痛いのは最初だけです。ふふ、楽しみですわ。一体、キキモラさんには何本入るのでしょうか」

「なにが？　どこに!?　──た、」

　たすけてえええええ──というキキモラの叫びは、イリステラが寝室の扉を閉めた音に掻かき消されて、聞こえなくなった。

　沈痛な面持ちで立ち尽くしているアッシュの肩に、ティリエルが「ぽん」と手を置き、

「……アッシュ。あの子に同情しても、いいわよ」




　　　　◆




　イリステラの部屋を出て、沈む足取りで廊下を歩いていると、トレインが待っていた。

「…………トレイン」

　トレインは、廊下の壁に背を預けたまま、暗い表情をうつむかせていた。アッシュの声にも顔を上げようとしない。それがなぜなのかは、考えるまでもない。キキモラの『魂繰りマインドハツク』に操られて、親友であるアッシュに剣を向けてしまったからだ。

　その結果は、包帯で固められたアッシュの左肩が物語っている。イリステラの神聖魔法で治ち癒ゆされたが、かなりひどい傷だったらしく、怖い顔で『絶対安静です』と言われていた。

　魔法に操られ、友人を傷つけてしまったトレインの心情は、察するにあまりある。

　だから、アッシュはトレインに近づき、こう言った。

「全治一週間だってさ。姫さまの魔法のおかげで、それくらいで済んだんだって」

　トレインは息を呑のみ、ゆっくりと顔を上げた。いつもは陽気に笑っているトレインの顔は、このときばかりは、罪悪感に覆おおわれていた。

　アッシュは小さく笑い、

「だから、そのあいだの稽けい古こはきみがつけてくれよ、トレイン。片腕でどうやって練習すればいいのかなんて、ぼくにはわからないんだから」

　空あいているほうの手で、トレインの肩を、ぽん、と叩たたいた。

　トレインは茶色の眼を見開いた。その反応に、アッシュは意地悪く、

「なに驚おどろいてるんだ？　やったのはきみなんだから、ちゃんときみが面倒を見てくれないと困る。そうだろ？」

　トレインは慌あわてたように頷うなずき、

「あ、ああ！　それは、もちろんだが──」

「それじゃ、久しぶりに一緒にご飯でも食べながら、練習の計画について話し合おう。……ぼくが『外そと衛え』の食堂に行っても、構わないかな」

　そう言うと、トレインの口元にようやく笑みが戻った。トレインは、数ヶ月前、騎き士し見習いだった頃ころと同じ気さくさで胸を叩き、

「当たり前だ、おまえはもともと『外衛』の人間なんだから。ごちゃごちゃ言う奴やつがいたら、おれがとっちめてやるよ」

　アッシュは嬉うれしそうに笑う。

「そっか。ありがとう、トレイン」

　トレインは頷く。細めた目がかすかに光っているようだったが、アッシュはそれを確認しようとはしなかった。

　そのまま、取とり留とめのない話を続けながら、二人は廊下を歩いていき、

　アッシュの足が、ぴたりと止まった。

「ん？　どうした？」

　トレインがそう尋ねてくる。それでも、アッシュは動くことができない。

　見間違いだろう、と思った。

　そうに決まっている。ここは王都クィンストラウス、その城内なのだ。彼女がこんなところにいるはずがない。

　しかし、何度瞬まばたきをし、眼をこすっても、彼女の姿は消えない。

　そうこうするうちに──彼女が、アッシュに気づいた。

　ぼんやりとした顔つきが、喜びに、笑み崩くずれた。

「──────────ッ!!」

　本能的な恐怖がアッシュの身体をすくませる。それは太古から生物に受け継がれてきた記憶、被食者が捕食者に出くわしたときの恐怖だった。もつれる足を動かしてアッシュは逃げようとするが、それは、もちろん、遅すぎた。

「アッ」

　声をあげると同時に床を蹴けり、彼女はアッシュとの距離を一瞬で詰めた。

「ッッッッッシュ～～～～～～～～～～～～～!!」

　腰元に痛つう烈れつなタックルを喰くらい、アッシュはもろともに床に転がった。トレインが眼を丸くして自分を見つめているが、もちろん彼にフォローを入れる余裕はない。組くみ敷しかれながら、自分にまたがっている存在に恐怖の眼まな差ざしを向け、

「リュカ!?　な、なななんで、きみが、こ、ここ、ここに!?」

「久しぶり！　会いたかった！　寂さびしかったよ！　わたしがいなくて、アッシュも寂しかったでしょ？　大丈夫だった？　元気にしてた？　手紙読んでくれた？」

　いつものように、リュカはアッシュの言葉などまるで聞いていなかった。しかし、そのなかの一単語が、アッシュの耳に引っかかった。

　手紙。そういえば、『聖夏祭サンフエスタ』の開催中に、故郷からの手紙が届いていた。キキモラの捜そう索さくもあり、うっかり読み忘れていたのだが、まさか、あれが──!?

　その様子に、リュカはぷっと頬ほおを膨ふくらませた。それから、拗すねたような声で、




「もう、婚約者フイアンセの手紙を読まないなんて。ひどいよ、アッシュ」




　その台詞せりふに、トレインが眼を丸くするのが見えた。しかし、アッシュはやはりなにも言うことができない。リュカに組み敷かれながら、彼はただ恐怖に震ふるえることしかできなかった。





終わり












　あとがき




　好きな映画はスティーヴン・キング原作の『ミスト』です。

　どうもこんにちは。鈴すず木き鈴すずです。

『ウチの姫さまにはがっかりです…。』、略して『ウチ姫』２巻、楽しんでいただけたでしょうか。楽しんでいただけたのなら幸いですが、突然「愛などいらぬ！」と叫んでピラミッドみたいなお墓を作りたくなってしまった方は、今一度、退いたり媚こびたり省かえりみたりすることも大事なのだと思い出してください。




　ところでぼくは今作を書いている途中、ひとつの悩みに突き当たりました。それは、とある行為をファンタジー世界でどう表現すればいいのか、というものです。

　もちろんぼくは現代に生きるライトノベル作家ですので、ひとりで延々悩むなどということはせず、文明の利器であるTwitterで信頼する友人作家の各位、ここでは仮にエム氏とエフ氏とさせていただきますが、彼らにこの悩みを打ち明けたのです。

　彼らの答えは次のようなものでした。


　エム氏「同じことやったけど『性行為』はダメで『性交』はＯＫだった。『性交』オススメ」

　エフ氏「もうめんどくさいから『交尾』でいいんじゃないかな」



　なんという素晴らしい答えなのでしょう。ぼくは感動のあまり彼らの言ったことを忘却の彼方に追いやって、改めて担当編集さんに相談したのでした。




　そんな担当編集者のお二方、荒あら木き人ひと美みさんと土つち屋や智とも之ゆきさんにお礼を捧ささげたいと思います。性行為をどう表現するか、三人で激論を交わしたあの時間をぼくは決して忘れることがないでしょう。それが良い意味か悪い意味かはご想像にお任せします。

　また、イラストレーターの藤ふじ真ま拓たく哉やさんにも、感謝させていただきます。基本的にイラストの指定はしないのですが、今巻の最後のイラストだけは「どうしても」と担当さんに頼み込んでああいう形にしていただきました。それだけでぼくは満足です。

　相談に乗ってくださった友人作家の水みな瀬せ葉は月づきさんと藤ふじ原わら祐ゆうさん、おっと間違えた、エム氏とエフ氏にもお礼を述べたく思います。そして、この場を借りてはっきり言いたいと思います。きみらは頭がおかしい。

　そして、読者の皆様方にも──いや別に頭がおかしいというわけではないですが、ともかくも、この本を手に取っていただいてありがとうございます。また次のお話で会えますよう願っております。それまで、ごきげんよう、さようなら。


鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

年末に風邪を引き、気力で治して新年を迎えましたがなんやかんやで寒さが怖くなって引きこもっております。もう布団から出たくない。この中で生まれて生きてそして死にたい。夏場は冷房をガンガンに効かせながら布団にくるまります。そんな人生。
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イラスト／藤ふじ真ま拓たく哉や

前作では、イラストとしての登場がなかった、ユーピッドやトレイン、それに新キャラ〝キキモラ〟の登場と、今回ビジュアル的にも華やかになっております。パワーアップで送るウチ姫（編集部ではこう呼ばれております）の第２巻、楽しんで頂けましたら幸いです。
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ウチの姫ひめさまにはがっかりです…。②








鈴すず木き 鈴すず
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